
    
      
        
      
    

  

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　意識を取り戻すと、姫ひめ神かみリゼル先輩が俺に跨またがっていた。

「気が付いた？　ユート」

　リゼル先輩は俺に優しく微笑ほほえみかけ、顔を軽く傾ける。艶やかな長い黒髪が、さらりと肩から胸に流れた。

　二つの豊かな山を避よけるように流れる黒が、白い肌に映えて美しい。

　大きく盛り上がった二つの胸には、透けてしまいそうな黒の下着。しかし肩かた紐ひもは外れ、辛うじて胸に引っかかっている状態だ。

　首を起こして自分の下半身を見ようとすると、代わりに先輩のガーターベルトと黒のストッキングに包まれた太もも、そしてブラとセットアップのパンツが目に入る。

　ヤバ過ぎる光景だった。

　再び枕に頭を預けると、また先輩のおっぱいが目に飛びこんでくる。ただでさえ大きなおっぱいなのに、下から見上げると迫力が倍増だ。

　胸ではなく、優しく微笑む先輩の顔を見ようとするが、その顔がおっぱい越しにあるので、どうしても気になってしまう。

「え、えっと……ここは」

　どこかと訊きこうとして、見慣れた部屋であることに気が付いた。

　そして背中には寝心地の良いベッドの感触。

　世界広しと言えど、控え室の備品にキングサイズのベッドが認められるのは、この私立銀ぎん星せい学園──通称『魔王学園』くらいのものだろう。

「俺、また魔力を使いすぎて気を失ったのか……すみません。手間をかけさせて」

　しかしリゼル先輩は首を横に振る。その度に髪が揺れ、胸も揺れる。ブラが今にも落ちそうになった。

「そんなことないわ。ユートは今日もよく頑張ったわよ。だから……」

　リゼル先輩はうるんだ瞳で、魅惑的に微笑む。

「私たちがたっぷりご奉仕して、癒やして、回復させてあげるわね♥」

　その時、右腕がもの凄すごい弾力に挟まれた。

　右を向くと、俺の右腕を抱えて添い寝をしているのは、金髪ギャル。

「今日のユートは、キラーンってカッコ良かったしね！　えへへ、アタシも頑張ってぎゃるんと癒やしてあげるからね！　たーっぷり気持ち良くなってね♡」

　発言内容に擬音が多すぎて、若干意味不明なのは──夕ゆう顔がお瀬ぜ雅みやび。

　俺と同学年の一年生ながら、規格外の爆乳に大きなお尻、むっちりした太ももと、恐ろしく煽せん情じよう的な体をしている。

　そんな、もはや凶器のような肉体を、ぐりぐりと俺に押し付けてくる。

　左腕には、対照的な感触。

「れいなも、れいなも、精一杯ご主人さまを癒やして差し上げます」

　左を向くと、銀色の髪。

　幼さの残る可愛かわいらしい顔に、精一杯の頑張りを滲にじませている少女がいる。

　小こ岩いわ井いれいな。まだ十三歳の中等部二年生。

　小柄でつるぺたな体だが、背伸びをしたセクシーなランジェリーに身を包み、健けな気げにも俺の左半身に密着させている。

「ユートさん、ユートさん？　痛いところはないですか？　気分が悪いとかないですか？　あ、お腹なか減ってたりとか……はっ！　喉渇いてませんか!?」

　れいなは、やけに俺を甘やかすというか、過保護なのだ……俺の方が年上なのに。

　そのとき腹筋に、やけに繊細な布の肌触りを感じた。

　黒のブラジャーが俺の腹の上に載っている。

　見上げると、左右の手の平で胸の先を隠しているリゼル先輩が、艶然と微笑んでいた。

「ユート……私たちの体で何度でも回復させてあげるわ。そして、きっとあなたを『次期魔王』にしてみせる」

　俺の名は盛もり岡おか雄ゆう斗と。

　一ヶ月前までは、ただの高校生。

　それが今では、悪魔たちが通う魔王学園の生徒で、次期魔王候補だ。

　まさか、こんなとびきりの美少女三人に癒やされる日々が待っていようとは、想像もしていなかった。

　こんなに尽くしてくれる彼女たちのためにも、俺は必ず魔王になる。

　しかし敵もまた、俺と同じ『魔王のアルカナ』を持つ次期魔王候補。

　一筋縄ではいかない、究極の化物ども。

　そんな選び抜かれた魔族の精鋭に対し、俺は何の変哲もない、ただの人間に過ぎない。

　だが、それでも俺は勝たねばならない。

　それが『魔王のアルカナ』を手にしたあの日、




　──あの日の朝から始まった、俺の運命なのだから。
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『目覚めなさい』

「ん……」

『目覚めるのです。我が主あるじよ』

　俺はベッドの中で、もぞもぞと体を動かした。

　何だ、この声は？　聞き慣れたアラームの音じゃない。スマホのデフォルトで設定されている電子音でもなければ、母さんの声でもない。

　どこか機械的な女の声……それに口調がヘンだ。何だ、主って。

「……寝ぼけて、ヘンなサウンドを設定しちゃったかな？」

　目をこすりながら起き上がる。

「……何だこれ？」

　枕元に一枚のカードが置いてあった。

　キラキラ光るキレイなカード。裸の男女が向かい合い、その奥に祝福するような天使の姿が描かれていた。

『魔王のアルカナ──『恋人ラバーズ』のアルカナです』

　頭の中で先程の声が響く。俺は枕元のカードを拾い上げた。

　このカードが喋しやべっている……のか？

　そんなバカな、と思いつつも、そうとしか思えない。そもそも、何でこんなものがここにあるんだ？　父さんか母さんの？

　寝間着のまま俺は階段を降り、一階のリビングへ。台所には朝食の準備をする母さん。リビングのソファには、タブレットでネットニュースを見ている父さんがいる。

　二人ともアラフォーのはずだが、見た目が妙に若い。そんな二人のどちらに声をかけようかと迷ってから、暇そうな父親にカードを見せた。

「ねえ、俺の枕元にこれを置いたのって、父さん？」

「ん？　何だ、おはようの挨拶もなしに──」

　俺が手にしたカードを見つめ、父さんは絶句した。手から滑り落ちたタブレットが足の甲に直撃しても、微動だにしない。

「ちょっと、今の痛くなかっ──」

「かっ！　母さんっ!!　たいへん、たいへんだぁあああああああっ!!」

　突然の父さんの絶叫に、母さんが慌ててやって来る。

「どうしたの!?　あなた!!」

「ゆ、雄ゆう斗とが……雄斗が、次期魔王候補に選ばれたぞおおおおおおおおおおおおお!!」

「えっ!?」

　母さんもカードを見た瞬間に固まった。みるみるその目に涙が溜たまってゆく。

「ちょ……ど、どうしたの？　かあさ──」

「ゆうくぅうううううううううううううううううううううううううううううううん!!」

　いきなりハグされた。

「ちょ!?　ちょっと!?」

　何コレ!?　母さんに抱きしめられたのなんて、小学生の時以来だよ！　つか、二人とも、一体どうしちゃったんだよ!?

　助けを求めるように父さんを見るが、こちらも目に涙を浮かべている。

「い、い、いいか雄斗。お、おおおお落ち着いて、よよよよく聞くんだ」

「あ、ああ……まず父さんが落ち着いて」

「お前が持っているのは『魔王のアルカナ』だ」

　──まおうのあるかな？

「雄斗はタロットカードを知っているか？」

「まあ一応……占いとかで使うやつだよね？」

「そうだ。タロットカードには大アルカナと小アルカナという二種類のカードがある。これはその大アルカナの一枚……恋人のアルカナ、『恋人ラバーズ』だ。父さんも初めて見るが」

　俺は改めて、『ＴＨＥ　ＬＯＶＥＲＳ』と書かれたカードを眺める。

「へえ……あれ？　じゃあ、これを枕元に置いたのは父さんでも母さんでもない？　それじゃ、どうして──」

　母さんは俺の二の腕をつかみ、ガクガクと力一杯前後に揺らした。

「ゆーくんが、次期魔王候補に選ばれたからよっ!!」

　──じきまおうこうほ？

　俺は両親の正気を疑った。

　まさかこの歳としになっても、中二病まっただ中とは。我が両親ながら、あなどれん。

「実はな……父さんたちは、魔族──つまり、悪魔のために働いているんだ……」

　思わず気が遠くなりかけた。

「どういうこと？　何か怪しげな宗教にハマってるってこと？」

「そうじゃない。悪魔と契約したってことだ」

　かなり重症だ。だめだこの両親。すぐに何とかしないと。

「父さん就職に失敗してな……そんなとき、悪魔に誘われたんだ。条件も普通の会社に就職するより全然良かったし……まあ、そんなわけで、悪魔が経営する会社に入って、悪魔が人間世界で活動しやすいようにサポートする仕事をしている」

「へ、へえ……その、悪魔って、嫌な上司の比喩とかじゃなく？」

「いきなり言われても信じられないだろうが……例えばだな」

　父さんが手の平を広げると、そこから小さな炎が上がった。

「え!?」

　何コレ？　手品？

「言っておくが、手品ではないぞ」

　俺は父さんの手の平をさんざん確かめたが、種も仕掛けも見つからない。父さんはニヤリと笑って、左手の薬指にはまっている指輪を見せつけた。

「悪魔から授かった指輪の力だ。勤続十年目の報賞でもらったんだぞ」

　妙に嬉うれしそうに見せびらかした。って、それ結婚指輪じゃなかったのか。

「お母さんも見せてやりなさい」

「そうね……あ！」

　台所で火にかけっぱなしのフライパンに気付くと、母さんはガスコンロに向かって手を伸ばす。するとガスの調整ダイヤルが回転し、火が止まった。

「……マジで？」

　母さんが急にルーク・スカイウォーカーに見えてきた。

「こんなことしか出来ないけれど……あ、でもこの指輪アンチエイジングの効果があるのよ！　それだけは最高ね！」

　母さんも、左手の薬指にはめた指輪を見せびらかした。それにしても、この二人の話を聞いていると、悪魔という存在が妙に軽く思えてくるな……。

「お母さんたちは、いっそ人間よりも悪魔として生きたいな……なんて思ったこともあったの。でも──」

「人間は悪魔になることは出来ないんだ。人間が頑張っても、名誉魔族という称号をもらう程度。それも相当な貢献をしない限り無理だ」

「この指輪だってアンチエイジング効果は凄すごいけど……それを除けば、お料理するときに役に立つくらい。お父さんなんか、キャンプの火起こしくらいの役にしか立たないわ」

　そこまで言わなくても。さりげなく酷ひどいな、母さん。

　父さんも少し傷付いたような顔をしていたが、すぐに立ち直ると俺に向かって言った。

「魔族の世界には厳格な身分制度がある。だからあきらめていたのに……それが、まさかお前が……」

　父さんは涙ぐんだ目を手でこすった。

「と、とにかくだ。こうなったら、すぐに転校手続きをしなければ」

「え？　転校？」

　そう訊きくと、母さんが再び俺の体を、がくんがくんと揺らした。

「そうよ！　そうなのよ！　ああっ！　ゆーくんが、あの銀ぎん星せい学園の生徒だなんて！　お母さん嬉しいわ!!」

「ちょ、ちょっと待って！　急に転校だなんて!?」

　母さんは嬉し涙を指先で拭き、息を詰まらせながら答える。

「次期魔王候補は、銀星学園に通うのが決まりなのよ」

「何なんだよ……その銀星学園って」

　俺は問いかけるような目を父さんに向ける。すると、父さんは涙目で、うなずく。

「銀星学園──通称『魔王学園』。貴族や上流階級の魔族が通う学園だ」

　──魔王学園。

　実は悪魔のために働いているだとか、魔王候補だとか、悪魔が通う学園に転校だとか、衝撃の展開の大安売りで、意識が飛びそうだ。

　それに、その魔王学園とやらに転校することは不可避らしい。やたら喜ぶ両親の顔を見ていると、拒否するのが申し訳なく思えてくる。

　それに正直言えば、少しワクワクもしていた。平凡な毎日に不満があるわけじゃない。

　でも、不思議も奇跡もないと思っていた世の中に、まさか特別な世界があるだなんて知ってときめかない男なんていない。

　しかも、そこに踏み入る資格がもらえるというのだ。

　だったら──、

「行くよ。魔王学園に」





◇　　　　　◇　　　　　◇






　さすがに、翌日に即転校というわけにはいかなかった。

　新しい制服をあつらえたり、手続きをしたりとあれこれしている内に、一週間が過ぎた。

　その間に今まで通っていた学校にも転校届を出し、一通りの挨拶をした。

　教室でみんなに挨拶をして、授業中に一人で学校を後にするのは、何となく切ない思いがするものだった。

　だが感傷に浸るのも束つかの間ま、俺は新しい学まなび舎やへやって来た。

「銀星学園か……」

　事前にもらった学園説明書によれば、初等部、中等部、高等部からなるマンモス校で、魔族のための学園としては最大規模を誇る。

　広大な敷地に充実した設備。郊外にあるとはいえ、よくこんな学園が一般に知られずに存在していたものだ──と思ったら、学園に施した呪術的な結界による効果らしい。

　周囲の住民は違和感を抱かないようになっているし、マスコミなどには魔族の手下である権力者から、圧力がかかっているとか何とか。

　そんな謎に満ちた魔王学園の校門が、俺の目の前にある。

　門構えも立派なら、中の校舎もとても豪勢。カッコいいデザインで、いかにも金がかかっていそうな建築だった。

　若干の気後れを感じながらも、心が浮き立ってしまう。ここでどんなことが待ち受けているのだろうか？

　新たな人生に期待を抱き、校門をくぐって校舎へ向かう──途中で、周りの生徒がやたら俺に注目しているのが気になった。

　やっぱ人間だって分かるのかな？　何でも、俺は魔王学園初の人間の生徒だそうだからな……それとも、庶民っぽさが滲にじみ出ているとか？　ここは魔族の中でも、貴族とか、上流階級の生徒が多いそうだし。

「まったく……いるだけで気疲れしそうだな」

　そのとき、黒いリムジンが俺の横を駆け抜けて行った。校舎の昇降口の前には車止めがあり、そこに止まった。

　すると待っていた生徒がドアを開ける。そこから降りて来たのは、灰色の髪をしたイケメン。だが、どこか常人とは違う。他人を威圧するような空気をまとった男だった。

　何というか、オーラが違うというか、存在感が段違いだ。あれが悪魔の貴族と言われれば、納得する。

　寝不足のように黒く沈んだまなざしは、世界の全てを見下しているようだ。そして、内に秘めた不気味な気配。

　それら全てが、この男は人間ではなく、何か別の生き物であると伝えている。

　あれは危険だ──と本能が理解した。

　あの男がその気になれば、俺なんか一瞬で殺されてしまうであろうことも。

「……ん？」

　まずい、目が合った。

　しかし、かすかに眉をひそめただけで、その男は校舎の中へ入って行った。

　何ごともなくて良かったと、俺はほっと胸をなで下ろした。が──、

「おい、てめぇ！」

　リムジンのドアを開けた男が、俺を睨にらみ付けていた。

　髪を金髪に染めた、チャラい生徒だ。金持ちの坊ちゃんのイメージとは随分違うので、こんな生徒もいるのかと驚いた。

　俺が黙っていると、無視されたと思ったのか、目をつり上げて俺の方へやって来る。

「なにアスピーテ様を見ていやがったんだよ？　あ？」

　アスピーテ？

「それって、さっきのリムジンに乗ってた？」

「ったりまえだろうが！　何トボけて……そういや、てめー見ねえ顔だな」

「ああ。今日から転校してきたんだ」

　チャラい生徒の顔色が変わった。

「まさか……!?　てめぇが、『恋人ラバーズ』のアルカナを持っているって、転校生か!?」

　──え、何で知ってるんだ？

　俺の顔をじっと見ているうちに、チャラい生徒は落ち着きを取り戻した。そしてうろたえた顔から一転、逆に凶悪な笑みを浮かべた。

「こいつはツイてるぜ……新しい魔王候補が来るとは聞いていたが、こんな弱そうな奴やつだったとはな。なんの魔力も感じねえ……まさか、てめぇ貴族じゃなくて平民なのか？」

「平民っていうか……人間だよ」

　チャラい生徒は顔を歪ゆがめ、破裂したように笑い出した。

「わはははははははははははははっは!!　コイツはいいぜ！　平民どころか悪魔ですらねーのかよ!?　そんなんゴミじゃねーか！」

「ゴミって……どういうことだよ？」

「ああ、ゴミってのは言い過ぎたかな？　ま、ブタかな」

「ブタ!?」

「俺たちにとっちゃ、人間なんざブタと同じ家畜だ。おめーもいつまでも魔王学園の制服なんて着てんじゃねえよ！　身の程知らずが！　このゲルト様に口を利いた無礼を詫わびろ！　脱いでフルチンで土下座しろや！」

　何だこのゲルトって野郎は。

　なんかムカつくのを通り越して、呆あきれてくる。魔族ってのは、こんな連中ばっかりなのか？

「聞いてんのか!?　コラァ!!」

　俺はふつふつと沸き上がる怒りをこらえた。

「聞いてるよ。気に食わないのは分かるが、入学の許可はあるんだ。許してくれないか？」

　あのアスピーテって奴ほどじゃないが、このゲルトもそれなりに強い。不思議なことに、それが分かる。

　ゲルトの体から、妙に渦巻くような気配を感じるのだ。これが魔力なのだろうか？　よく分からないが、少なくとも、俺の敵かなう相手じゃないのは確かだ。

　それに、転校初日から問題を起こすわけにはいかない。この学園に通うことが出来て、あんなに喜んでくれた両親のことを思えば、この程度の煽あおりガマンしないと。

「何だその口の利き方は!!　しつけがなってねえな……くせえオヤジとババアから生まれたブタじゃしょーがねーけどよ」

　……何だと？

「何の価値もねえ無能なオヤジとクソとガキを生むしかできねーババアだろ？　てめえの親なんかよ」

「……」

　俺は唇を嚙かみしめ、昇降口へ向かおうとした。しかし、

「どこへ行く気だ!?　クソブタぁあ!!」

　呼び止められた瞬間、俺の中で何かがキレた。

「……何だ、言葉を喋しやべっていたのか。ブーブー鳴いているから分からなかった。出来れば、人間の言葉で話をしてくれないか？」

「……な」

　まさか口答えされると思っていなかったのか、ゲルトは口を開けたまま固まっている。

　俺はさらに畳みかけた。

「お前がどれだけ強いのか知らないけどな、力が強いからって偉いわけでもなければ、他人から尊敬されるわけでもないんだ。よく覚えておけ」

「て、てめ……」

「人間が大事にするのは、心だ。心正しく生きる、そういう人を尊敬する。今のお前は尊敬には値しない。むしろ軽蔑する」

　遠巻きにして見ていた生徒たちが、ざわざわと騒ぎ出した。

「おい、あの人間……子爵家のゲルトに楯たて突ついてるぞ」

「なんて命知らずな。ゲルトって、この前も同じクラスの奴を血祭りに上げてたよな？」

「それにアスピーテ様のカードに選ばれてるんだろ？　あの転校生、どう見てもただの人間じゃないか……殺されるぞ」

　……ちょっとヤバかったか？

　でも、俺のことはともかく、父さんや母さんを侮辱したのはどうしても許せなかった──が、ここは早いところ退散した方が良さそうだ。

　昇降口へ向かおうと足を踏み出したとき、

「……いいだろう……ここで殺してやるぜ!!」

　ゲルトのこめかみに血管が浮いた。

　ヤバい。奴も完全にブチ切れてるみたいだ。

「てめーを殺せば、アスピーテ様も俺を宮廷コートカードにしてくれるかも知れねーしなぁあ!!」

　コートカード？　いや、それより「殺す」とか物騒なことを言ってるし!?

　これ以上騒ぎを大きくするのはヤバい。ここは一つ、相手をなだめておくとしよう。

「まあ、ちょっと落ち着けって。校内でケンカは良くないぞ？」

　そんな俺の言葉は、まったく耳に入っていないようだ。

　いきなりナイフで刺されたらどうしよう？

　そんな俺の心配をよそに、ゲルトは何も持たない両手を、俺に向かって開いた。

「『世界ワールド』のアルカナを持つアスピーテ様のカードであるこの俺に……刃向かったことを後悔しながら死にやがれ!!」

　ってことは、さっきの男も魔王候補──なんてことは、今はどうでもいい!!

　ゲルトの広げた両手に炎が溜たまってゆく。その炎はボール状になり、激しく回転している。この前、父さんが見せてくれたものとは比較にならない、恐ろしい炎の魔法だった。

「いくぜ！　『豪炎フアイガ』!!」

　ゲルトが両腕を突き出すと、炎の塊が飛んでくる。避よけないと──、

「!?」

　気付くと、もう目の前に炎の球が迫っていた。

　速い。

　避けられるスピードじゃない。

　あまりにも突然で、叫び声すら上げられない。

　何だよこれ。

　魔王学園に登校一日目どころか、校舎に入る前に終わりだなんて。

　喜んでくれた父さん、母さんに申し訳ない。

　まさか、こんなことで俺の人生が終わってしまうなんて──、

　覚悟を決めた瞬間、

　目の前で炎が弾はじけ飛んだ。

「なっ!?」

　俺の前方で、炎が見えない壁によって防がれていた。いや、壁というよりは、光り輝く魔法陣。

　そしてその魔法陣を展開している女性の後ろ姿が、俺の目の前に立ちふさがっていた。

　腰まである、長く美しい黒い髪。制服のスカートの裾からは、黒いストッキングに包まれた、すらりとした足が伸びている。

　後ろ姿を見ただけで、間違いなく美人だと確信した。

　そして肩越しに振り向いた横顔は、その確信が間違っていなかったことを証明する。

　絵に描いたような美少女だった。

　大人びた表情は、きっと俺より年上。長い睫まつ毛げに曇りのない青い瞳。輝くように美しい肌。ピンク色に光る唇が開き、真っ白な歯がちらりと覗のぞく。

「大丈夫だった？」

　涼やかで凜りんとした声。死ぬかも知れない、という場面にもかかわらず、落ち着き払った態度。そして何よりその美しさ。まるで女神か天使が降臨したかのようだ。

　いや、ここは魔王学園なのだから、魔女か小悪魔か──或あるいはサキュバスか。

　実際、見つめられるだけで、背筋がぞくっと震えた。

　炎が消え、ゲルトが怒りを込めた叫び声を上げる。

「てめぇ……姫ひめ神かみリゼル。なにジャマしやがんだよ！　コラァ!!」

　──姫神リゼル、それがこの人の名前なのか。

　俺に向かって微かすかに微笑ほほえむと、再びゲルトの方を向く。

「あなたこそ。カードの分際で、主人に無断で他の魔王候補に手を出すなんて。後でお仕置きされるわよ？」

「ぐ……」

　一瞬ひるむが、バカにされたことに対する怒りが勝ったのだろう。ゲルトは顔を真っ赤にして、つばを飛ばしながら怒鳴る。

「ざっけんな！　てめぇこそ、アスピーテ様の召喚を無視しやがって！　せっかく『世界ワールド』のクイーンにしてやろうってのによ!!」

「興味がないのよ」

「アスピーテ様は『世界ワールド』のアルカナを持ってんだぞ!?　魔王のアルカナの中でも、次期魔王に最も近いと言われてんのを知らねーのか!?」

「本人が好きじゃないの」

　ゲルトは呆れたように口を開いた。

「ば……バカじゃねーのか!?　ライン家の跡取りじゃねーか！　イケメンで、何でも出来る。やったもんは必ず世界一位になる男だぞ!?　女なら誰だってなびくだろーが！　アスピーテ様に抱かれたい女なんざ、掃いて捨てるほどいんのによ！」

　後ろ姿だが、姫神リゼルが険しい顔をした気がした。

「あなたとこれ以上話をする気はないわ。私が用があるのは、盛もり岡おか雄斗……ユートだけよ」

　ちらりと俺を振り返り、片目をつぶった。

　それはどんな男でも恋に落としそうなウインクだった。

「俺もてめーに用はねえ！　その人間と勝負をさせろや!!」

　ゲルトの周りに、再び炎が渦巻いた。

「見りゃ分かる！　そいつからは何の魔力も、魔術式も感じねえ！　マジでただの人間だ！　魔王のアルカナが舞い込んだのも、間違いに決まってる！　だが、殺せば魔王候補を倒したことに変わりはねえ。そいつを踏み台にして、のし上がってやるぜ！」

　下品な笑いを浮かべ、ゲルトが手の平を俺に向ける。その手の先に、魔法陣が浮かび上がった。

「……仕方ないわね」

　頼りになる姫神リゼルの背中がどいた──って、え!?

　踊るようにくるりと回ると、俺の後ろに回る。両肩に手を添え、体を寄せてきた。

「『恋人ラバーズ』のアルカナは持っているわね？」

「え？　あ、ああ」

　俺の耳元に息がかかり、ぞくっと首筋が震える。

　ふわりと、とても良い香りがした。

　そして、背中に当たる柔らかい感触。

　そんな感覚にドギマギしながらも、俺はシャツの下から『恋人ラバーズ』のアルカナを出した。

　カードケースに入れ、チェーンで首から提げている。母さんが用意してくれたものだ。

「心配しないで。必要な魔法は、そのアルカナが教えてくれる……きっとね」

「って言われても!?」

「大丈夫。深呼吸をして、落ち着いて」

　こんな状況で落ち着くのは至難の業だが、やるしかない。俺はとりあえず、大きく深呼吸をした。

「よく出来ました。次は望むの。身を守る盾が欲しい、って」

　言われたとおりにすると──、

『防御魔法「魔障壁バリカーデ」を覚えました』

　──という声が、頭の中で響いた。

「どう？　アルカナの声が聞こえたかしら？」

　──アルカナの、声？

　今のは確かに、『恋人ラバーズ』のアルカナがやって来て以来、朝、俺を起こす声。やはり、『恋人ラバーズ』の声だったのか。

　次の瞬間、俺の頭の中に複雑な文字列と図形が浮かんだ。

　何だこれは!?

　見たこともない文字と図形──いや、

　これは、姫神リゼルがゲルトの炎を防いだ魔法陣だ。

　そして、わけが分からなかった魔法陣のその意味が、

　──分かる。

　不思議と今では、その仕組みと意味が分かった。

　一つ一つの文字の意味が、幾何学模様の図形の意味が。

　初めて見たときは意味のないデザインかと思ったが、とんでもない。全てに意味があり、その形は必然であった。

「ふふ、聞こえたみたいね」

　嬉うれしそうに耳元で囁ささやかれる。その声も耳にくすぐったいが、それ以上に背中に当たるふにゃっとした弾力がヤバい。

「聞こえました、けど……その……背中に当たって……」

　ふっと息を漏らすと、姫神リゼルは俺の耳元で色っぽく囁いた。

「当ててるの♥」

　下半身から頭までぞくぞくした痺しびれが走り抜ける。そして背中に感じる、今まで経験したことのない柔らかさ。そこから、温かく、不思議な感覚が体に広がってゆく。体中の神経や血管を伝って、体の隅々にまで行き渡る。

　何だ、これは？

　表現が難しいが……恐ろしく濃度を高めた、体力と精神力の原液とでも言おうか。とんでもない爆発力を秘めたエネルギーが体の中へ流れ込んでくる。

　それが全身に行き渡るにつれ、力が湧き、気持ちが明るくなり、希望があふれる。頭の回転までどんどん速くなっていくような気がする。

　今まで見えなかったものが見え、聞こえなかった音が聞こえてくる。

　不可能だと思えることも、今なら出来る──そんな気がした。

「ユート。頭に浮かんだ魔法陣に、この魔力を流し込むイメージをして」

　魔力？

　姫神リゼルのおっぱいから流れ込んでくる、この不思議な感覚のことか？

　正面を見ると、ゲルトが先程の何倍もの炎を練り上げている。
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「戦いの最中にイチャコラしやがってクソが！　今度はさっきのとは違うぜ！　骨も残さずに燃やし尽くしてやる!!」

　まずい！　このままじゃ焼き殺される!!

　俺は必死で、姫神リゼルのおっぱいから伝わってくる温かさを、魔法陣に流し込むことをイメージする。

　だがその時、

「死ねやぁあああああああああああああああっ!!」

　ゲルトの手から爆発的な炎が襲いかかってきた。

　──もうダメか!?

　やけくそ気味に左手を前に出し、俺はその呪文を叫ぶ。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　左手の先で魔法陣が展開した。

　驚く俺の目の前で、濁流のような炎が、魔法陣によって全て弾はじき返される。

「なにぃいい!?」

　ゲルトの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　時間と魔力を注ぎ込み、渾こん身しんの力で練り上げた炎の魔法を弾き返されたのだ。

　素人のこの俺に。

　そりゃ驚くだろう。他ならぬ、この俺が一番びっくりしている。

　この隙に逃げよう──と思ったが、背後の姫神リゼルはしっかり俺の肩を押さえている。

「次は攻撃魔法よ」

　マジかよ。

　ったく、勘弁してくれないかな、この人。

　愚痴を必死に押さえ込み、再びアルカナに祈る。

　このままじゃ、俺も、背中の姫神リゼルも焼け死んでしまう。

　頼む。魔王のアルカナ。

　俺に、戦う手段をくれ。俺と、背後にいるこの人を救うために！

　すると──、

『攻撃魔法「豪炎フアイガ」を覚えました』

　アルカナの声が聞こえると、俺は右手を前に出した。

　手の平の少し先に、先程とは違う形の魔法陣が浮かび上がる。

　これは、さっきゲルトが造ったものと同じ。

　しかし、クオリティが違う。

　俺は今さらながら、胸にぶら下げた『恋人ラバーズ』のアルカナの力を思い知った。

　そして俺に魔力を提供してくれている、姫神リゼルの力を。

「『豪炎フアイガ』!!」

　そう叫ぶと、俺の魔法陣から炎が走る。

　ゲルトの数倍の火力とスピード。炎が濁流のようにゲルトに襲いかかった。

「うわぁあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　防御魔法を張るゲルトだが、その魔法陣ごと押し流す。

　ゲルトの体は吹き飛び、昇降口に叩たたき込まれた。その衝撃で下げ駄た箱ばこが倒れ、その下敷きになる。

　遠巻きに見つめる生徒たちが声を失った。

　俺はあまりの威力に、ゲルトの無事が心配になった。

「……大丈夫か、あれ」

　答えを求めるように、俺は振り返る。

　そこには、驚きの表情の姫神リゼルがいた。

　思わず俺は息を吞のむ。

　至近距離で見る、その美しさに。

「……信じられない。まさか本当に成功させるなんて」

　え？

　それじゃ……まさかこの人、俺を殺す気だった!?

「一応、私が助けるつもりだったのだけど……予定が変わっちゃったわね」

　俺の表情を読んだのか、そう付け加えて微笑ほほえむ。

「初めての魔法で、こんな威力を叩たたき出すなんて……正直、ここまでとは思わなかったわ。さすがは魔王のアルカナの所持者……いいえ、それだけじゃない」

　姫神リゼルは熱っぽい瞳で俺を見つめた。

　気恥ずかしくて、思わず目を泳がせる。

　超絶美人に真っ正面から見つめられるのが、こんなに恥ずかしいとは知らなかった！

「え、えっと。姫神、リゼルさん？　あなたは一体……」

「私は二年Ａ組の姫神リゼル。リゼルでいいわ。よろしくね、私の魔王様」

　二年生……やっぱり、先輩だったんだ──って、魔王様!?

「リゼル先輩……訊ききたいことは……色々あるけど、とりあえずは、ありが……」

　あれ？　礼を言おうと思うのだけど、目まいがして……。

　リゼル先輩が慈しむように微笑んだ。

「無理をしなくていいわ。ゆっくりおやすみなさい」

　なんか目も霞かすんできた。美人を近くで直視したせいだろうか？

　そんなわけあるか──とセルフツッコミをしたところで、俺の意識は途切れた。
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　気が付くと、ベッドに寝ていた。

　保健室に運ばれたのか……？

「良かった、気が付いたみたいね」

「え？」

　横を向くと、リゼル先輩の顔があった。

「……っ!?」

　びっくりして飛び起きた。

　その拍子に、俺とリゼル先輩の体にかかっていた毛布がめくれ上がり、

「やんっ♡」

　可愛かわいらしい声をあげて、リゼル先輩は胸を押さえる。

　毛布の下から、一糸まとわぬ裸体が現れた。

　は、ハダカっ!?

「す、すみませんっ！」

　はっと自分の体を確認すると、上半身は裸だが、幸い下はパンツを穿はいていた。

「あ、あの……こ、これは……どういう？」

　答えを求めるようにつぶやくと、リゼル先輩は悠然と微笑んだ。

「回復の儀式魔術……『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』を行っていたの」

　リゼル先輩は腹ばいになって頰ほお杖づえを突いた。毛布はお尻の半分ほどから下を隠しているだけで、割れ目が半分くらい見えてしまっている。むき出しになった白い背中がまぶしい。

　そしてベッドに潰され、横にはみ出すように曲線を描く大きな胸。

　リゼル先輩は俺の視線に気付いているだろうに、隠そうとする素振りもない。

「え、えっと……儀式？　魔術？　『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』？」

「あなたはまだ魔王候補として目覚めたばかり。簡単な魔法を使うだけで、魔力を使い果たしてしまうわ。だから、魔法を使った後でこうしてあなたを癒やして、私の魔力を分けてあげるの。そうすれば、すぐに魔力を回復させることが出来る。これはあなたの『恋人ラバーズ』のみが持つ、特殊な能力──固有魔法よ」

　俺は、首からペンダントのようにぶら下げている『恋人ラバーズ』のアルカナに触れた。上半身は裸だが、これは着けたままだった。

　さっきは、このアルカナから魔法の知識を得た。

　そして背中に当たっていたリゼル先輩のおっぱいから、魔力が注入された。少なくとも、そう感じた。

「あの、リゼル先輩。さっき、ゲルトと戦ったとき、俺の背中から──」

「ええ。『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』を使って、私のおっぱいから、魔力を送り込んだわ」

　そうはっきり言われると恥ずかしい。特に女の人の口から「おっぱい」という単語を聞くのは、妙に気恥ずかしかった。

「ユートは魔法を使うのは初めて？」

「ええ、そりゃもちろん」

「ふふ、本当に普通の人間だったのね。なんだか新鮮だわ」

　リゼル先輩は胸を抱えるように隠しながら体を起こした。片足が毛布から出て、むっちりした太ももが覗のぞく。

　思わず、ごくりと喉を鳴らした。

　リゼル先輩は片手で胸を隠し、もう片方の手を俺の胸に伸ばした。

「あ……」

　少しひんやりした手が、俺の胸に触れた。

　すごく柔らかい。女の人の手の平は、こんなに柔らかいのか。

「『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』はこうして触れ合うことで、私から魔力を吸収してあなたを回復させる。相手との絆きずなが深ければ深いほど、相手への思いが強ければ強いほど、その効果は大きくなる。それと、親密な関係でなければ触れ合わない箇所での接触が、より効果的よ」

　なるほど……それでゲルトと戦ったとき、先輩は敢あえて胸を俺に押し当てたのか。そして、今は気を失った俺を回復させるため、この状況ってわけだ。

「私もするのは初めてだったけどね」

　リゼル先輩は頭を軽く傾ける。すると、艶やかな黒髪がさらりと白い肌の上を滑った。

　確かに上級生で、俺の一つ上……ではある。しかしこの妖艶さは、とても高校生とは思えない。

　その色っぽさに思わず目を奪われるが、先輩もまた俺を見つめていることに気付き、つい視線を外して目をさ迷わせる。

　ベッドの他には大きなテーブルに椅子とソファ、ＴＶに食器棚、クローゼット、姿見。置いてある家具はどれも立派で、どこかの高級ホテルのようだ。しかし壁や天井、窓を見ると、どこか違和感がある。

「ここは、どこなんですか？」

「『恋人ラバーズ』チームの控え室──通称『宮殿パレス』よ。校舎の三階になるわ」

「……って、もしかして、ここは学園なんですか!?」

「もしかしなくても学園よ。次期魔王候補には、控え室が与えられるの。勝手ながら、内装はこちらで用意させて頂いたわ」

　俺は改めて部屋の中を見回した。控え室と言っていたが、広さは普通の教室と同じくらいでなかなか広い。このベッドだってキングサイズ。しかも天蓋付き。やけに寝心地が良いし。

　リゼル先輩は俺に背中を向けると、サイドデスクに置いてある黒い下着を手に取った。

　セクシーな黒のブラジャーを着けながら、先輩は俺に話しかける。

「詳しいことは、これから順番に教えてゆくわ。あなたがこの次期魔王を決める、魔王大戦に勝利できるようにね」

　──まおうたいせん？

　不穏なキーワードに、嫌な予感を抱いた。

「な、なんか……穏やかじゃない雰囲気ですね？」

「ええ。魔王の玉座に誰が就くのかを決める争いですもの。戦争よ」

「はあっ!?　それって、さっきみたいなバトルをまたやらされるってことですか!?」

　先輩は背中に手を回して、ホックをはめる。その動作がやけに生々しい。

「いいえ、それは違うわ」

　良かった。あんなことが続いたら、命が幾つあっても足りない。

「あんなお遊びじゃなくて、本物の戦いよ。魔王のアルカナを持つ、最強の悪魔たち……とびきりの化物との真剣勝負。命の保証はないわ」

　もっとダメじゃん!!

「あの、もっと平和的にですね……話し合いとか、選挙とか……」

　リゼル先輩はベッドに座ったまま、前屈するように体を前に倒す。そして立ち上がると、パンツを引き上げた。

　一瞬、お尻が見えたような、見えなかったような。

　思考の止まった俺を振り向き、リゼル先輩は安心させるように微笑んだ。

「大丈夫よ。戦うのはあなた一人じゃない」

「え？」

　リゼル先輩はガーターベルトを腰に付けると、ソファに右足をかけ、黒のストッキングを穿き始めた。

「魔王候補はカードと呼ばれる眷けん属ぞくを持つことが出来る。例えば、さっきのゲルトのようにね」

　そういえば、

「ゲルト……あいつは、あのアスピーテっていう『世界ワールド』のアルカナを持つ魔王候補のカード──眷属ってわけですね」

　確かに本人も、そんなようなことを口にしていた。

「そういうこと。だからお願いよ」

「お願い？」

「私をあなたのカードにして欲しいの」

　先輩を？　俺の？

　いやいや、俺は先週まで普通の人間だった素人だぞ。それに引き換え、リゼル先輩は相当な実力者だ。『世界ワールド』のクイーンになるようスカウトされてたって話だったし、俺なんかとじゃ、釣り合わない。

「でも、そういうのって……普通は主人の方が強いもんなんじゃないですか？」

「ええ。そうね」

「だったら──」

「だって、あなたは強くなるもの」

　リゼル先輩はこともなげに答えた。

「私があなたを鍛えて、誰よりも魔王に相応ふさわしい力を身に付けさせてみせる」

　俺は啞あ然ぜんとした。

「それって……先輩の弟子になるってことですか？」

「いいえ、あくまであなたがご主人様よ。私はユートのカード、切り札になりたいの。ユートに仕え、あなたを魔王に押し上げる力になりたいのよ。あなたを鍛えるのも、その一環」

　リゼル先輩はストッキングをベルトで留める。

　セクシーなランジェリー姿の出来上がり。しかし今の俺は、目の前の美しくも煽せん情じよう的な肢体を堪能するような、心の余裕がなかった。

「いやいやいやいや！　無理無理無理無理！　さっきだって、先輩が助けてくれなかったら、今頃死んでましたよ!?」

　これ以上ここにいてはマズい。

　父さんと母さんには申し訳ないが、もうこんなアルカナは返上して、元の平凡な生活に戻ろう。

　俺はベッドから下りる。

「申し出はありがたいんですが、俺、素人なんで……」

　あれ？　俺の制服は？

「ええ、あなたは素人。何の知識も魔力も持たない。今朝までは」

　リゼル先輩は俺の前に立つと、真剣なまなざしで見つめた。

「でも、魔法の深遠を、魔界の一端を、覗いてしまった。もう後戻りは出来ないわ」

「先輩……どうしてそこまで俺のことを？」

「あなたはアルカナの声を聞いた」

「それは俺が魔王候補だからで──」

　先輩は首を横に振った。

「魔王候補であっても、普通はアルカナの声は聞こえない。あなたはアルカナに愛されているのよ。それが理由の一つ」

　一つってことは……他にもあるのか？

「それにアルカナが魔法を教えてくれたとしても、それをすぐに理解して、使えるかどうかはその人次第。ユートは覚えたばかりの『魔障壁バリカーデ』も『豪炎フアイガ』も使いこなすことが出来た。つまりあなたには素質がある、ということよ。それに……」

　リゼル先輩は微かすかに頰ほおを染め、今までの自信満々で余裕たっぷりの態度から一転、少し恥じらうようにして告げた。

「その……私と、体の相性も良さそうだし」

　心を撃ち抜かれたような気がした。

　これも魔法なのかと疑いたくなる。

　今なら、何でも言うことを聞いてしまいそうだった。

「リゼル先輩……俺は──」

　突然、音を立てて扉が開いた。

「センパーイ！　サクッとおわったー？」

「し、失礼、失礼します……ですです」

　二人の女子生徒が控え室に入って来た。
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　その二人を見て、リゼル先輩は困ったように溜ため息いきを吐ついた。

「雅みやび、れいな、話は私がすると言っておいたでしょう？」

「いやーだって待ちきれなくて、シュパーッて来ちゃった。えへへへ」

　そう言うのは、金髪のツインテール。思いっきり着崩した、露出度の高い制服の着こなし。派手なアクセサリーとメイク。

　ギャルだ。

「アタシは夕ゆう顔がお瀬ぜ雅っ！　一年Ｄ組だよ。ぎゃるっとヨロシクね！」

　明るい笑顔がまぶしい。シャツの合わせから覗のぞく、胸の谷間も。

　何というか、元気とおっぱいがシャツのボタンを弾はじき飛ばしそうだ。胸の大きさなら、リゼル先輩より上かも知れない。

　もう一人は実に対照的。

　背も低いし、体の凹凸もささやか。恐らくは中等部の生徒だろう。

「あの、あの、れいなは、小こ岩いわ井いれいなっていいます。中等部の二年生で……え、えっと～ふつつかものですが、どうぞよろしくですです」

　銀髪ロングヘアの頭を、深々と下げた。

　何というか、小動物っぽくて可愛かわいい女の子だった。挨拶するだけでテンパって、あわあわしてる。

　一方、夕顔瀬の方はまったく物もの怖おじしていない。ずいっと、俺に顔を近付けると、ニカッと笑う。

「──じゃユート？　正式にカードに採用する儀式をしてくれる？　スパッとしちゃお？　ササッと」

　何か、さっきから擬音の多い人だな……。

「えっと……カードの儀式って？　夕顔瀬さん」

　すると雅は唇を尖とがらせた。

「呼び方カターイっ！　カチカチだよ。雅でいいよっ、み・や・び！」

　ウインクすると顔の前でピース。確かに初対面でいきなりユート呼ばわりされてるわけだし、こっちも雅でいいか。

「分かったよ、雅。でもカードにするしない以前に、俺は魔王大戦のこともよく分かっていないから……」

「えーっ!?　ねーセンパイ、まだユートと話がついてないの？」

　不満そうな雅に、リゼル先輩は腕を組んで溜め息を吐いた。

「雅たちが飛びこんで来なければ、今頃私は正式に契約していたわ」

　れいなはビクッと体を震わせると、「すみません」を連発して頭を下げた。

　しかし雅は悪びれる様子もなく、再び俺に顔を近付ける。

「まーいっか。ね、ユート。魔王候補はカードを使うことは聞いてるでしょ？　アタシら凄すごくいいよ！　優良物件ってやつだよ！　さあ、バシッとキメちゃお！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。だって、それってみんなが俺の部下みたいな立ち位置になるってことだろ？」

「そーだよ？　ま、部下っていうより……眷属とか、戦力とか……あ」

　にや～と笑うと、雅は胸を持ち上げるようにして、腰をしならせた。

「奴隷とか？　カードにしてくれたら、アタシのこと好きにしていいし」

　──す、好きに!?　だとっ!?

「雅！」

　リゼル先輩がたしなめるように名前を呼んだ。

「えーだってそうでしょ？　身も心も捧ささげるわけだし、特に『恋人ラバーズ』のアルカナは、そーゆーことするし」

「そうだけど、もっとデリカシーというものを持ちなさい。品がないわよ」

「まったくセンパイはマジメぶっちゃってもー」

　そっぽを向いて、ぺろりと舌を出す。

　しかしリゼル先輩も、そんなことはお見通しらしい。

「雅？　何か言いたいことがあるのかしら？」

「いーえ、全然。ただ、アタシたちの魅力で、男の子なんて押し倒しちゃえば話が早いのにって思っただけでーす」

「そんな態度だから信用されないのよ。それに、ユートは他の男とは違うの」

　雅はくるっと俺の方を向くと、ただでさえ開いている胸元のボタンをさらにはずし、襟を開いた。戒めの一部が外れたように、おっぱいがふるんと前に飛び出た。寄せられた胸の谷間と膨らみがさらに露あらわになり、ピンク色の下着が見える。

「そんなことないよね？　だって男の子だもん。女の子とエッチなことしたいよね？」

　甘えるような上目遣い。

　危うく心が折れそうになる。しかし──、

「いや……ちょっと考えさせてくれ」

「へ？」

「まだ俺には、この学園と魔王大戦のことが分かっていない。君たちをカードにするってことは、多分君たちの人生とか運命を左右することになるんじゃないか？　だとしたら、そんな簡単に背負えることじゃないよ」

「……」

　雅の表情から軽薄な笑いが消えてゆく。

　ドン引きされたかな？　と思いつつも、俺は続けた。

「でも、そこまで言ってくれるってことは、俺にも何かの可能性があるのかも知れない。だから、学園や魔王のことを知って、考えてみて、それから答えを出したいんだ。それでもいいか？」

　雅が澄んだ瞳で、じっと俺を見つめていた。

「ふーん……確かに、他の男とは違うかも」

　不思議なことに、雅の容姿はさっきと同じなのに、理知的な雰囲気に変わっていた。

　どこか高貴さや、上品さといったものすら感じさせる。

　これが、雅の本当の顔なのか？

　と思った次の瞬間、再びへらっとした笑みを浮かべた。

「しゃーない。じゃ、しばらくはアピール期間ってことにしとくね♡」

　れいなに視線を移すと、

「れいなも、れいなも、ユートさんの心が固まるまでお待ち致します。でも、その間もれいなを頼ってくださいね？　れいなはユートさんの味方ですから！」

　そう言って天使のような微笑ほほえみを浮かべた。悪魔に「天使」っていうのもヘンだけど。

「あの、ホントにホントに、御用があったら、何でも言って下さいねっ。疲れてませんか？　お腹なかとか空すいてませんか？　あ……学園の中をご案内しないとですよね？」

「れいな、あなた中等部でしょう？」

　冷静なリゼル先輩のツッコミに、れいなは肩を落とした。

「……ですです」

　リゼル先輩は、ふっと肩の力を抜くと、

「それでは、私たちをカードにしてくれる決心がついたら、正式に契約をしましょう。それまでは、私たちが色々とレクチャーしてあげるわね」

「はい、ありがとうございます……あと、一つ訊ききたいことがあるんですが」

「何かしら？」

「さっき、俺には素質があると言ってくれましたけど……リゼル先輩は引く手数多あまたみたいだし、他にも魔王候補はいるのに……ただの人間の俺を、なぜ？」

　リゼル先輩は腕を組むと、俺を優しい瞳で見つめた。

「私たちの先祖は、代々『恋人ラバーズ』のアルカナに仕えてきたの」

　ああ、なるほど。殿様に代々仕えている武士みたいなものか……それで──、

「でも、それだけじゃない。私の意思もあるわ」

「え？」

　先輩が、一歩、二歩、俺に近付く。

「今朝のやり取りで分かったわ。あなたには、相手がどんなに強大であっても屈しない心、そして敵わない相手でも立ち向かおうとする心がある」

「そ、それは……無謀なだけですよ」

「そして正義を愛する心を持っている。あなたは他人のために怒ることが出来る、戦うことの出来る人。そんな魔王候補、なかなかお目にかかれないわ」

　顔が近い。でもそれよりおっぱいが近い。

「はは……悪魔としては、それって欠点？」

「いいえ。私は恐怖と暴力だけで世界を支配するのは嫌なの。一人の価値観と欲望だけを押し付けられる世界なんてお断りだわ」

「先輩……」

　その瞳は真剣だった。

「確かに恐怖と暴力は必要。でもそれだけでは駄目なの。そこには、他人への愛がなければならない。だからこそ次の魔王は……ユート、あなたでなければならないの」

　大きく前に飛び出した胸が、まず俺の胸に触れた。

「あなたが持つ『恋人ラバーズ』のアルカナ……それは唯一、愛の力を持つ魔王」

　愛の、魔王？

　れいなが発言を求めるように手を挙げた。

「『恋人ラバーズ』のアルカナの意味は、人との結びつき……絆きずななのですです。それと──」

　雅が割り込むように言葉を引き継ぐ。

「情熱と選択ね。あとは……」

　ちらりとリゼルを見る。

「運命的な出会い。そして、未来への期待」

　──未来への、期待。

「さっきも言った通り、私たちは暴力と恐怖だけの統治には納得しない。愛の力で世界を治める、そんな未来を期待させてくれる王に私たちは仕えたいの」

「先輩……」

　天使のような微笑みを浮かべ、悪魔な先輩は俺に囁ささやいた。

「この出会いが、運命的なものだって……私は信じているわ」
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　転校初日は、校舎に入る前に気絶して、その後は魔王候補控え室──通称『宮殿パレス』でリゼル先輩たちにエッチな癒やしを受けて、帰宅。

　結果だけ見れば、初日からサボったようなものだ。

　そして二日目。

「ゆーくん。銀ぎん星せい学園はどう？　やっていけそう？」

　朝食の食卓で、にこにこ微笑む母さんに対して罪悪感が湧く。

「う、うん。まあ、何とか……」

　歯切れ悪く答えると、父さんがタブレットから顔を上げる。

「何か問題でもあるのか？」

「いや、そういうわけじゃないよ」

「そうか？　だったらいいんだが……父さんは昨日お前のことが心配でな、対戦格闘ゲームで十連勝しか出来なかったぞ」

「そんだけ勝てば十分だよ」

　うちの両親はゲーム好きだ。ゲーマーと言っても良い。さらに言うとオタクである。新番組のアニメチェックも一通りするし、未いまだに夏冬のコミケも欠かさない。

　二人ともアラフォーだが、よその親に比べると割と気持ちが若いからかも知れない。さらに見た目はもっと若い。三十代そこそこ、ヘタをしたら二十代でもいけるかも。

　母さん曰いわく、悪魔からご褒美としてもらった指輪のおかげらしいが、確かに美魔女的な効果はありそうだ。

「お友達はできた？」

　その美魔女、いや母さんが少し心配そうに訊いてきた。

　咄とつ嗟さにリゼル先輩、雅みやび、れいなの三人の顔が浮かぶ。

　あれを友達と呼んで良いのか若干疑問だが、ここは噓うそも方便。母さんを安心させたい。

「うん。特に仲が良くなったのは三人かな。面倒見の良い人たちで助かってるよ」

「そうなの。良かったわね～」

　母さんは心の底からほっとしたように微笑む。

「まったくだ。まさかうちの子が銀星学園……魔王学園になあ」

　しみじみつぶやく父さんに、俺は思わず苦笑いをしてしまう。

「またそれなの？　父さん」

「貴族で、しかも優秀な子供……そんな超エリートでなければ入れないからな。雲の上の存在だよ」

　とすると、リゼル先輩たちもいいところのお嬢様ってわけだ。雅はパッと見、そうは見えないけど。

「だからお前が魔王学園で楽しい日々を送ってくれるだけで、父さんは満足なんだ。確かに魔王のアルカナに見初められたのは喜ばしいが、無理に魔王になろうとしなくてもいい」

「その通りよ、ゆーくん！　危ないことは絶対にしちゃダメだからね！」

　二人とも悪魔の世界には詳しいから、次期魔王を決める魔王大戦についても当然知っている。だから俺のことを心配してくれているんだ。

　分かったと返事をして朝食を終えると、俺は魔王学園へ登校しようと、家を出た。

　そして角を一つ曲がったところで、見慣れない車が駐とまっているのに気が付いた。

　黒塗りのやたらデカい車だった。もしかしてロールスロイスじゃないか？　この辺りじゃ、珍しいな──と思っていると、窓が開いて黒髪の美少女が顔を覗のぞかせた。

「おはよう。ユート」

「リゼル先輩!?」

　どうしてこんなところに？　と思っていると、

「あなたを迎えに来たの。学園まで送るわ」

　いや、でも悪いですよ、なんて遠慮の言葉を並べているうちに、執事風の運転手に背中を押されて後部座席に乗り込んだ。運転手が席に着くと、車は音もなく動き出す。

「すみません先輩。わざわざ迎えに来てくれたんですか？」

「ええ。ユートが登校中に襲われる可能性もあるから。護衛を付けようかとも思ったんだけど、それなら私の車に乗せた方が早いと思って」

「襲われるんですか？　俺……」

「もう経験したはずよ？」

　確かに。俺は昨日いきなりゲルトにからまれたことを思い出した。

「心配しないで。あなたに手出しはさせないわ」

「なんか女の人に守ってもらうというのも、ちょっとかっこ悪いですね……」

　リゼル先輩は首を横に振った。

「魔法を覚え始めたばかりなんだから当然よ。でも、すぐにあなたは強くなる。私をすぐに追い抜くくらいに」

「……にわかには信じられませんが」

「アルカナの声を聞いたのなら間違いないわ」

「へ？　ええ、まあ……今朝もアルカナに起こされたので聞きましたが」

　リゼル先輩はぎょっとしたように目を見開いた。驚きの顔も初めて見たが、大きく見開いた瞳は青い宝石のように綺き麗れいで、そちらの方に気を取られた。

「ユート、あなたアルカナを目覚まし時計にしてるの？」

「頼んだわけじゃないんですけど、起こされるんですよ」

　今度は小さく口を開けたまま、固まっている。その表情がやけに可愛かわいらしい。

　色々な表情を持っている人なんだと気付いた。

「あきれた……よっぽど溺愛されているのね」

「は？」

　なんだ、溜ため息いきまで吐つかれたぞ？　あきれたって……愛想を尽かされたってことか？

「あの、先輩？　俺、何か幻滅させるようなことでも？」

「感心したのよ」

「だったらいいんですけど……」

「……明日から、私が起こしに行こうかしら？」

　何かぶつぶつ言ってるけど、よく聞き取れない。

　先輩の様子を観察している内に、車は学園に到着した。

　止まっても降りる気配がないので、どうしたのかと思っていると、運転手が降りてドアを開けた。なるほど、自分で車のドアを開けたりしないのか。さすがお嬢様。

　車から降りる動作ひとつとっても上品だ。俺は先輩と並んで歩きながら、しみじみとつぶやいた。

「やっぱり先輩は、いい家柄のお嬢様なんですね」

「どうかしら？　一応、貴族ではあるけれど」

「疑いようもなく、いいじゃないですか」

「尤もつとも、偉いのはご先祖で、私は何もしていないけど」

　しかし、他の生徒たちが道を空け、恐れるような顔でこちらを見ている。ということは、リゼル先輩は他の生徒たちから恐れ多い存在と思われている、ということだろう。

　思ったことをそのまま口にすると、先輩は俺に流し目を送る。

「そのうち、私よりもあなたを恐れるようになるわ」

　またまた。ご冗談を。

　そう心の中で思いながら、軽く笑う。

　昇降口で靴を履き替え、教室に向かう廊下でも、生徒たちの反応は変わらなかった。

「じゃ、私が送ってあげられるのはここまでね」

　一年Ｄ組の教室の前で、先輩は立ち止まった。

「ありがとうございます。ここからは一人でも大丈夫ですよ」

「いいえ、そういうわけにはいかないの。一人にはしないわ」

「え？　でも先輩は二年生ですよね？」

「次の担当に引き継ぐから」

　……次の担当？

「おっはよーっ！　ユートっ！」

　教室から飛び出して来たおっぱいに腕を挟まれた。

「なっ!?　み、雅っ！」

　昨日パレスで顔合わせをしたギャル、夕ゆう顔がお瀬ぜ雅だ。

　今日も露出度の高い着こなしで、胸の谷間を見せつけている。その胸が、俺の腕を挟んでむにゅっと形を変えている。

「今日から同じクラスだよ。ぎゃるっとヨロシクね！」

「それじゃ雅、頼んだわよ」

「えへへ、バッチりょーかい」

「……それと、無意味な接触は避けて」

「無意味じゃないよ？　こーして好感度をメキメキ上げて、カードにしてもらうんだから」

　リゼル先輩は頭痛がするというように、眉間を押さえた。

「そういうことではなく、信頼を得られるような行動を心がけて」

「はーい」

　返事は良いのだが、腕を放す気はないようだ。

　先輩は諦めたように溜め息を吐くと、去って行った。何だか悩みが多そうで、気の毒だ。

「えへへー」

　にへらと笑うこちらは、まるで悩みなどなさそうだ。

　腕を引っ張られて教室に入ると、それまでざわついていた教室が、しんっと静まり返った。

　……あれ？

　全員の視線が俺に集中しているような？

　迷惑そうな、或あるいは侮蔑、そして敵意に満ちた視線が注がれている。

「なあ、雅」

「ん、なに？」

　俺は声をひそめた。

「やっぱり俺が人間だから……みんなに嫌がられてる？」

「あー、そうかもね」

　あっさり認められると、ちょっと傷付くな！

　しかし雅は、一点の曇りもない笑顔で俺をなぐさめた。

「でも気にする必要なんか、ゼンゼンないって」

「雅……」

　不思議なものだ。雅の明るい笑顔を見ていると、俺も明るい気分になる。屈託のない無邪気さが、今の俺には救いだ。雅が同じクラスだったのは良かった。

「そんなん、ちょっとユートの実力を見せてやればいいし！　ドーンってやって、ババーンってして、ドヤァって！」

「擬音で話されても、何だか分からんが……もう少し穏やかに行こうぜ」

　そのとき教室の扉が開いて、先生と覚しきスーツ姿の女性が入ってきた。メガネをかけて髪を結った、なかなかの美人だ。

「はーい。みなさん席に着いて……」

　俺と目が合った瞬間、眉をひそめる。

「ああ……そういえば、転校生がいたのですね」

　なんか先生にも歓迎されていない感じがするな……。

　隣にいる雅が、こそっと耳打ちする。

「あれがうちの担任の滝たき沢ざわ先生。結構手て強ごわい先生だから、バシッとやっちゃって！　ドッギャァアンって!!」

「だから、分かんねえよ。まあ、とにかく穏便にだな……」

「夕顔瀬さん！　あなたも早く席に着きなさい」

　雅はニヤニヤした顔のまま、「はーい」と答えて着席する。

　って、俺は？

　俺は一人、ぽつんと教室の真ん中に突っ立っている。しかし滝沢先生は気に留める様子もない。仕方なく、俺は控えめに手を挙げた。

「あの、先生？」

　すると先生は、目をつり上げて俺を睨にらみつけた。

「伝統と格式を誇る我が銀星学園……歴代の魔王を輩出し、魔王学園と呼ばれる本校に、下級魔族ですらない人間如ごときを受け入れなければならないなんて……」

　教室の中が一気にざわついた。

「うそ……やっぱりあの噂うわさは本当だったの？」

「でも魔王候補なんでしょ？」

「そんなの間違いに決まってるって」

「でも、昨日ゲルトをぶっ飛ばしたって言ってる奴やつがいるぞ？」

「バカ、そんなのリゼル先輩がやったに決まってんだろ」

　そんな囁ささやきが、あちこちから聞こえてくる。

　ここはガマンだ。確かにみんなから見れば、俺は明らかな異物だ。拒否反応が起こるのも無理はない。時間をかけて、理解してもらうしかない。

「あの、先生。俺はどこに座ったらいいんでしょうか？」

　すると先生は、ちっと舌打ちをした。

「人間なら立っていればいいでしょうに……生意気な」

　先生は指をパチンと鳴らした。

　するとチョークが自動的に動き、黒板に魔術式をずらっと書き出した。

　すげえ、魔法みたい。っつーか魔法か。

「この魔術式を解きなさい。もし正解出来たなら、座ることを許しましょう」

　なんだこれ？

　やたら複雑で、意味が分からない。

　昨日覚えた魔術式でも使われていた部分が一部あるが、意味が読み取れない。かなり高度な魔術式のようだ。

　黒板を睨む俺を、くすくすという笑いが包む。

「見て、困ってるわ」

「ふふふ、先生も人が悪いわね」

「大体、普通の魔術式だって、人間に理解出来るはずがないぜ」

　……察するに、これは意地悪な問題のようだ。それも解くのが困難な。

　まして、入学したての俺に解けるはずがない。

「仕方がないな……」

　俺は胸の『恋人ラバーズ』のアルカナに手を触れた。

　──頼む。この式の意味を理解したい。

『解析……一部欠損と間違いがあると推測。補完処理を開始』

　一瞬のタイムラグの後、俺の頭の中に大量の情報が流れ込んだ。そしてこの魔術式の意図に気付いたとき、俺の頰ほおに冷や汗が流れた。

「こいつは……ヤバいな」

　先生は俺を見下すように、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「ヤバいって、なにが？　分からないの？　だったら──」

「先生、何でこんな危険なものを公開してるんですか」

「へ？」

　先生の表情が固まった。

「確かにいくつか公式が抜けてる。でも、第二節に風のエレメントを足して、第八節をネストして第十節とループするようにして、ケテルとケセドにパスを通すように──」

「ちょ、ちょっと！　あなた、これが何だか分かってるの!?」

「はい。これは世界を破壊するための術式です」

「な……」

　教室にざわめきが走った。

「未完成ですし、仮に完成しても膨大な魔力が必要で、おおよそ現実的ではないのは分かります。知的実験のようなものですが、それでも悪用される可能性も──」

「だ、だ、黙りなさい!!」

　先生は顔を真っ赤にして叫んだ。

「これは未解決魔術式よ!?　優秀な魔術学者が長年研究をしているけど、まだ誰も解いた人はいない！　もし解決したら、魔界技術賞もの──いえ、勲章が出るわ。適当なことを……」

　魔術式を眺める先生の顔色が、みるみる青ざめてゆく。

「いえ……そんな、でも確かに、第二節に風のエレメントを足すと……いや、こんなことって……」

　はっと我に返ると、先生は自らの手で黒板消しをつかみ、魔術式を消した。

「み、み、みなさん！　今見たこと、聞いたことは忘れること！　いいですね!!」

　俺は、先生を安心させるように補足した。

「大丈夫ですよ。修正点は、あと二十二カ所ありますから。今のだけで解析は無理だと思います。でも、今後はあまり大っぴらにしない方が良いですね」

「……っ!?」

　先生が怯おびえたような目で、俺を見つめた。

「あの、ところで……俺の席なんですけど──」

「みんな騙だまされるな！」

　突然、一人の男子生徒が立ち上がった。

「こいつはただの人間だ！　そんな奴に魔術式が分かるはずがない！　未解決魔術式なのをいいことに、でまかせを言ってるだけだ！」

「いや、それより俺の席……」

　男子生徒は俺をびしっと指さした。

「三さん条じよう男爵家の名にかけて、お前の正体を暴いてやる！　魔王候補だというなら、魔法を見せてみろ！」

　ああもう、気に入らないのならせめて無視してくれ。なぜマウントを取ろうとしてくるんだよ。

「……魔法を見せれば、席を用意してくれるのか？」

　男子生徒は、バカにしたようにフンと鼻を鳴らした。

「好きなだけ用意してやる。安心しろ」

「いや、一つでいいけど……」

　仕方ないな……まあ、昨日魔法を覚えておいて良かった。

　三条は手を広げると、まるで特撮ヒーローのような派手なアクションで腕を前に突き出した。

「まずこの俺が見本を見せてやる！　『豪炎フアイガ』!!」

　俺と三条の中間のあたりで、炎が上がった。

「おおっ！」

　と、教室がざわめく。

　しかし、その時にはもう炎は消えていた。

「……」

　イメージ的には、料理とかの映像でフライパンが一瞬燃え上がるカッコいい調理シーン。あれみたいな感じだった。

　思わず俺は沈黙。必死になって考えた。

　……本当に、あれでいいのか？

　見たところ三条はドヤ顔してるし、教室のみんなも特に渋い顔はしていない。

　とすると、あんなもんで良いのだ。

「よし……じゃあ、俺の番だな」

　手の平を三条に向けて伸ばす。

　昨日、リゼル先輩に癒やしてもらったから、魔力は十分に残っている。これなら、昨日ゲルトを吹っ飛ばしたくらいの威力なら問題ない。あれの半分……いや、四分の一……いやいや、十分の一くらい？

　──いや、待てよ？

　みんな貴族だし、今まで勉強もしていたんだろうから、きっと俺より凄すごい力を持ってるに違いない。

　……もしかしたら、三条はわざと威力を弱くしてたとか？

　あんなもんで良いのかと思って、魔法を出したら「そんなショボいの認めねえ！」とか言われるとか！　そういう作戦なのかも!?

　ああっ！　何だか、急に不安になってきた!!

　教室で席に座りたいだけなのに、何でこんな大変なんだ!?

「やっぱ、昨日と同じくらいだ！」

　そう決めると、手の平から魔法陣が広がった……けど、何だか、昨日よりも大きくないか？

「なっ!?」

「なによあれ!?」

　おいおい！　俺の体よりも大きいんだけど!?　この魔法陣!!

　──ええい、ままよ！

「『豪炎フアイガ』!!」

　次の瞬間、一年Ｄ組の教室内に炎の嵐が吹き荒れた。

　床も壁も天井も炎で炙あぶられ、生徒たちは残らず火だるまになった。

「きゃぁあああああああああああああああああああああっ!?」

「うわぁあああ！　た、助けてくれぇええええええええええええええ!!」

　教室は阿あ鼻び叫きよう喚かんのるつぼと化した。

　その直後、教室の壁や天井、床に魔法陣が浮かび上がり、炎が消えてゆく。

　スプリンクラーならぬ、魔法相殺安全術式が発動し、魔法の効果を止めたのだ。

　恐らく大おお怪け我がをした生徒はいないはず……しかし、机も椅子も、広げていた教科書やノートなどは、ほぼ消し炭になってしまった。

　全員、呆ぼう然ぜんとして立ち尽くし、俺は全身から滝のような汗を流していた。

　やべえ……やべえよ、これ……。絶対怒られるだろ。

「あはははははは！　ずいぶんハデにやったじゃん！　ゴゴゴゴーってなって、ボアアアアって燃えて、もうサイコーっ!!　あははははははは!!」

　雅だけが、脳天気にゲラゲラと笑っていた。

「お前の気楽さがうらやましいよ……」

　ひまわりのような雅の笑顔を見ても、明るい気分になれなかった。

　これは職員室に呼び出し間違いなし……停学とかになったら、どうしよう。

　床にへたり込んで、震えるまなざしで俺を見上げる滝沢先生に、何と言って謝ったら良いのか、しばらく悩んだ。





◇　　　　　◇　　　　　◇






　案の定呼び出された。しかも校長室に。

「いよう、よく来たね」

　一人で校長室に入って緊張しまくりな俺に、その人は立ったまま軽いノリで挨拶をした。

「あの……校長先生に呼び出されて、来たんですけど……校長先生は？」

「オレオレ！　俺だよ、俺！」

　何でそんなオレオレ詐欺っぽく言うんだ。

　魔王学園の校長は、言葉を選ばずに言うと──学園に似つかわしくないおっさんだった。

　軍服っぽい服を、思いっきり着崩している。服も顔も、本当はカッコ良さそうなのに、全てを台無しにするだらしなさ。無精髭ひげを生やし、垂れ気味の目は眠そうだ。

　背筋を伸ばせば背が高そうなのに、背中を丸めて口元にはへらへら笑い。

　一言でいうなら、ちょいワルオヤジだろうか。ちょっと残念な感じの。

「改めて自己紹介しようか。俺は校長！　魔王学園、通称銀星学園のなっ！」

「逆です」

「細かいことはいい！　それより俺の名を言ってみろ！」

「自己紹介とは一体!?」

「ワハハハハハハハ！　先生、少し先走っちゃったな！　先走りが出ちゃったな！」

　下ネタ!?

「だが心配いらないぞ！　先生まだ若い者には負けんからな！　抜かずの三連発くらい何ともないぜ!!」

「何の話ですか!?」

　またワハハハハと豪快な笑い声を上げると、校長は親指で自分を指さした。

「俺の名はガンドウ」

「がんどう？」

　どこか不吉な響きだなと思った瞬間、校長の目がギラリと光った。

「ＧＵＮ道ちゃうわ！　先生の顔、作画崩壊してないよね!?　これでもイケメンって言われてるんだぞ!?　京アニクオリティだから！」

「伝説のアニメの話なんてしてないですよ！　つか、自分のビジュアルの良さを制作会社で表現しないで下さい！　いや確かに京アニすごいけど!?　ハルヒとか」

　くそ！　この校長、ツッコミが追いつかねえ！
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　ガンドウ校長がギラリと光る。びしっと俺を指さした。

「ハルヒと言えばスニーカー！　ならばスニーカー文庫アニメと言えば!?」

「魔装学園Ｈ×Ｈハイブリツド・ハート！」

「同士!!」

　ガンドウ校長は右手を差し出し、俺はそれに応え、固い握手を交わした。

　何なんだ、この校長。いや、俺もつい握手しちゃったけど！

「フフ……若いのになかなかやるな。ＧＵＮ道とハルヒを観みているとは。そして魔装をチョイスするあたりは、逆に若さにあふれている。情熱とパトス、そしてエロス！」

「エロスはともかく、昔のアニメを知ってるのは、うちの両親がオタクなんで」

「なるほど英才教育を受けていたか。『恋人ラバーズ』に選ばれるわけだ」

「関係ないですよね!?　って……ガンドウ校長、俺が『恋人ラバーズ』のアルカナを持っていることを、知ってるんですか？」

　握手した手を離すと、ガンドウ校長は机に腰を下ろした。

「当然だ。俺は、岩がん洞どうバルバトス。ここの校長であり、現魔王だ」

「……」

　ウソでしょ？

　呆然とする俺を見て、ガンドウ校長はニヤリと笑った。

「リゼル君に色々と教わっているようだが、この学園と魔王大戦について、まだまだ知らないことが多そうだ」

「え……は、はい」

「よーし！　では特別にこの俺が、教えてあげちゃうぞ！　これでもセンセーは先生なんでね！　ハハッ！」

　……何で最後、某ネズミーマウスっぽく言った。

　いや、それよりこの人、本当に現在の魔王なのか？

　疑問を感じている俺を置き去りにして、校長は得意げに説明を始めた。

「この銀星学園が、なぜ魔王学園と呼ばれているか……それは、次期魔王を選ぶ際、この学園の生徒から選ばれるからだ」

「え、でも俺は、普通の人間の学校に通っていましたけど……」

「他の学校に通ってても、非常に優秀であれば例外はある。尤もつとも、君の場合は特別だ。人間の生徒というのは前代未聞だからね！」

「もしかして、学園側の手違いとか？」

「いや、君は我々が選んだのではない。アルカナが選んだのだ」

　ガンドウ校長は、俺の胸の辺りをじっと見つめた。シャツの下に『恋人ラバーズ』のアルカナがあることを見抜いているかのように。

「アルカナが、自ら主人と定めた者の元へ行った……というのは例がない。君はイレギュラーもいいところだ」

「そうなんですか……でも、どうして俺のところへ？」

「それが分かったら苦労しないよ！　対応に困ったんだぜ!?　おかげで職員会議も延長だ。昨今は働き方改革も叫ばれているというのに」

「はあ……すみません」

「いや、気にするな！　働き方改革などという言葉は、魔界には必要ない!!」

　じゃあなぜ言った。

「ともかく君が『恋人ラバーズ』のアルカナに選ばれたのは、疑いようのない事実。となれば、君は『魔王大戦』への参加資格があるということになる」

「魔王大戦……魔王のアルカナを持つ者同士が戦うんですよね」

「そうだ！　魔王のアルカナを持つ二十二名が戦い、その最終勝者が次期魔王となる!!　いわば、この魔王学園の頂点を決める戦いさ！」

　校長は机の上に立ち上がり、謎のポーズをキメた。

「それって……その、殺し合い、みたいな？」

　恐る恐る訊きいた俺に、ガンドウ校長はニカッと良い笑顔で応えた。

「そうとも！」

　笑って言うことじゃねえよなあ……。

「ハハハハ、心配性だな、君は！　大丈夫！　楽しいイベントだってあるさ！」

「楽しい、イベント……？」

　絶対、噓うそだ！　と思いつつ「どんなのですか？」と訊いてみた。

「なにせ魔王大戦は長丁場。一年かけて行われるんだ。その間、スポーツやら文化祭やら、アレやらコレやら色々な競技大会的なものがある。その成績も、魔王大戦の勝敗に影響するんだ。有利に進めるための、アイテムがもらえたりとかね！」

「なにそれ！　楽しそうですね！」

「そんなのを利用しつつ、一年かけて殺し合うのさ！　いかに有効なカードを手に入れるか、どんなカードを揃そろえるか、その戦略もキモだよ！　そして相手を蹴飛ばし、蹴散らし、蹴落とすんだ！」

「……」

　楽しげなイベントと、殺伐としたイベントのギャップがひどい。普通の人間にとっては、悪魔の感覚は理解し難がたい。

「──とまあそんなわけでカードも重要。魔王大戦は魔王候補だけじゃなく、他の生徒も参加型のイベントってわけさ」

　なるほど……それでアスピーテはリゼル先輩を欲しがっていたのか。単に美人だからってわけじゃなくて、能力を必要として。

「カードには誰でもなれるんですか？」

「ああ！　魔王候補とカードが契約を結べばね！　だが気を付けるんだぞ。この学園の生徒は、これからの魔界と人間界を支配してゆく者たちだ。みな野心を抱えている。アルカナを得た者は『魔王』を目指して戦うが、他の者はどの候補者に付くかを決め、カードとなることを目指す。自分が付いた候補者が魔王になれば、二つの世界を支配する一員となれるからね」

「でも……全員がカードになれるわけじゃないですよね？　魔王候補になれなくて、カードにも選ばれなかった生徒はどうするんですか？」

「ここの生徒はいずれも魔族の有力者の子弟だ。こいつはと見込んだ魔王候補との人脈作りに励む。政治力、経済力を使った戦いだね」

「……なんか、凄すごいですね」

「ハハハハ！　まあ仮にも、最も優秀な魔族が集まる学園だからね！　逆に、そんな連中のトップに立てないようじゃ、魔王になる資格はないってことさ!!」

　改めて聞くと、自分の置かれた状況に体が震えそうになる。

「だから君も、早く優秀なカードを手に入れた方が良いぞ！」

「はい、ありがとうございます……でも、そもそも人間である俺が、魔王大戦に参加しても、いいものなんでしょうか……？」

「そんなことより、アニメの話しようぜ!!」

「何でだよ!?」

　どうやら校長は、普段オタク話をする相手がいないらしい。

　結局、午前中の授業が終わるまでオタトークにつき合わされた。
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　そんなわけで、昼休み開始のチャイムを聞いたところで、やっと解放された。

　……そういえば、呼び出された理由をすっかり忘れていた。

　まあ話が支離滅裂だったおかげで、退学にも停学にもならずに済んだ。教室に戻ると、ちゃんと席も用意されていて、先生やみんなも、俺に悪口を言わなくなっていた。

　みんな、人の失敗を許せる、心の広い人たちなんだ。しかしまだ心の距離はあるようで、目を合わせてくれないし、話しかけようとしても避けられる。

　きっと、シャイなのに違いない。

　怯おびえているようにも見えるが、それは俺の気のせいだろう。

「ユート」

　リゼル先輩が教室の入り口に立っていた。

「一緒に昼食はどうかしら？」

　リゼル先輩と昼メシ!?　学園ものの定番イベント。一緒にお弁当というやつか！

「よろこんで！」

　俺はカバンから弁当箱を取り出すと、リゼル先輩の後に付いて行った。

　行った先は屋上でも中庭でもなく、学食だった。

　しかし魔王学園の学食は、俺の知っている学食とは違う。まるで高級レストラン。ランチだって、まるでコースメニューだ。

　そんな中で、弁当箱を広げる俺。

　場違いなことこの上ない。

　俺の向かいでは、優雅にナイフとフォークを操るリゼル先輩が、メインの松まつ阪さか牛うしステーキを召し上がっている。

　時たま、じっと俺の弁当を見つめるのが、心に痛い。きっと、なんて貧相でみすぼらしい食事なのだろう、と哀れんでいるに違いない。

「そういえば校長室に呼ばれたんですって？　大丈夫だった？」

「はあ……まあ、特に報告するような話はないんですが……」

　というか、赤裸々なオタトークなど報告できないし、したくもない。

「あの校長って、本当に現魔王なんですか？」

「ええ、そうよ」

　マジか……。マジだったのか……。

　てっきりそれも冗談だと思っていたのに。結構、気軽に話とかしちゃってたけど……本当に魔王だと聞くと、今になって大丈夫だったかな？　と不安になる。

　しかし、今さら心配しても取り返しが付くものでもない。とにかく今は、先輩との昼メシを楽しもう。

　俺は切れ目の入ったタコさんソーセージを箸でつまみ上げた。

　そのソーセージを先輩の目が追う。

「どうかしましたか？　先輩」

「いえ……実物を見るのは初めてだったから」

　実物って、タコさんソーセージを？

「良かったら、一つ食べます？」

「いいのかしら？　でも、交換しようにも私の方はステーキくらいしかないけど」

「いえ、むしろ大歓迎です」

　まさかソーセージと松阪牛のトレードが成立するとは思わなかった。

　俺が差し出した弁当箱から、タコさんソーセージを一つフォークに突き刺すと、嬉うれしそうに眺めた後で口に運ぶ。

「うふふ……何だか楽しい。それにとても美味おいしいわ。ユートのお母様は、料理がお上手なのね」

　満足そうに、にこにこ笑う表情が可愛かわいい。普段は大人っぽいのに、こんなときは女の子っぽい可愛らしさを見せるなんてズルい。

　先輩の顔に見とれていると、大きめに切ったサーロインステーキをフォークに刺して、片手を下に添えて俺の前に持ってくる。

「はい、あーん」

　思わず周りを見回した。

　すると今まで俺たちを注目していた生徒たちが、一斉に目を背ける。

「ふふ。人の目なんて気にすることないわ。フランスの王族は、私生活の全てを人々に公開していたというじゃない」

「いや、俺普通の人だし」

「いずれ王様になるんだから」

「仮に魔王になったとしても、プライベートは大事にしたいです」

　なんてやり取りをしている間も、リゼル先輩は中途半端な姿勢で、両手を差し出している。疲れるだろうし、このままの姿勢を続けさせるわけにはいかない。俺は肉に向かって首を伸ばす。

　でも、これって間接キス……だよな？

　そんなことを考えると、余計に緊張する。思いきって口を開いて肉に食いつく。俺の唇からフォークが引き抜かれた。

　口の中に残った肉を咀そ嚼しやくする。

「……うめえ」

　思わず、うっとり。

「ふふふ、よかった。もっと食べる？」

「いえいえ、さすがにこれ以上は罪悪感があります」

「そう？　じゃ……」

　先輩は鉄板に残った一切れをフォークで刺し、食べようとして唇の少し前でぴたりと止める。

「──これって……」

　今さら間接キスに気付いたみたいだ。少し目を見開き、かすかに頰ほおが染まっている。

　さすがに嫌だよな？　でも、目の前で食べるのをやめると俺が傷付くと思って、迷っているのかも知れない。

「あの、無理しないで──」

　言い切る前に、先輩はうるんだ瞳を細めると、そのまま肉を口にした。

　気まずい。何か言わなければ。

「い、いやーこの肉、すごく美味しいですね！　こんなの、初めて食べましたよ！」

「そ、そうね……最後の一口は、特別に……美味しかった、かも」

　そんなことを、もじもじしながら言われると、俺の胸もドキドキと音を立てる。

「ゆ、ユート？　そろそろ行きましょ。学園を案内するわ」

「は、はい」

　二人とも、恥ずかしい空気が満ちたテーブルから逃げるように、立ち上がった。
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　リゼル先輩と並んで校舎の中を歩き、図書室、科学室、美術室などを一つずつ巡っていった。設備が行き届いていることを除けば、普通の高校のようだ。

　窓からは広い校庭が見え、その先は森になっている。

「あの森も魔王学園の敷地よ」

「呆あきれるほど広いですね……」

　所々森が途切れ、野球場やサッカー場などが見える。それと、今いる校舎と同じような建物があった。

「あれは中等部の校舎ね」

「へえ……じゃあ、れいなはあそこにいるんですね」

「ええ。基本的に顔を合わせるのは放課後だけね。でも、毎日パレスに来ることになっているわ」

　窓から離れて、再び廊下を歩き始める。

　学食にいたときからそうなのだが……リゼル先輩は、いつも周りの生徒たちの視線を集めている。そして、噂うわさをする声が絶えない。

「見て、リゼル様よ。何て美しいのかしら……」

「さすが侯爵家のお嬢様……気品が違うわね」

「しかも魔法の成績はトップクラス……魔王のアルカナを授かるのに相応ふさわしいお方……なのに」

　そして次に、俺へと視線が移り、

「どうしてあんな平民が……」

「平民どころか、人間らしいぜ」

「うそっ!?　リゼル様に近寄ることすら恐れ多いのに……」

　なんか、すみません。と、謝りたくなる。

　自分で言うのも何だが、リゼル先輩と俺とでは釣り合いが取れない。みんながそう思うのも無理はないのだ。

　そのとき、俺の手に先輩の指先が絡みついた。

「っ!?　り、リゼル先輩!?」

　手をつながれた。

　しかもこれって……恋人つなぎってやつ!?

「気にしちゃ駄目よ？　あなたのことは、この私が認めているのだから」

　みんなの評判を聞いて俺が落ち込んでいるんじゃないかって、気を遣ってくれているんだ……なんて優しいんだろうか、先輩は。

「ありがとうございます。でも、みんなの気持ちも分かりますよ。やっぱり魔王候補っていうのは、気になる存在というか……みんなにとって他人ひと事ごとじゃないんですね」

「もちろんよ。自分たちの王になるかも知れないんだから」

　魔王、貴族、上級魔族、平民……そして人間、か。

　そういえば、俺はその関係について、はっきりとは理解していなかった。言葉のイメージから、何となく想像しているだけだと、今さらながら気が付いた。

「さっき校長からも少し聞いたんですけど……校長が魔王ってことは、あの人が魔族の王ってことなんですよね？」

「ええ。全ての悪魔の王よ。この世界とは別の魔界を支配している。当然、こちらの世界も魔族の支配下にあるから、二つの世界の支配者になるわね」

「つまり、人間の上位に魔族がいて……その魔族にも身分制度があるんですよね。先輩は貴族って言ってましたけど……」

「一応ね。名ばかりの侯爵家よ」

　侯爵って、貴族の爵位の中でもかなり偉いんじゃなかったっけ？

「魔族の身分制度は、上から大公、公爵、侯爵、辺境伯、伯爵、子爵、男爵という序列になっているわ。爵位ではないけれど、階位で言えば、その下に騎士、それから上級魔族、一般魔族、名誉魔族と続くわね」

　名誉魔族は聞き覚えがある。前に父さんが言っていた、人間が得ることの出来る称号ってやつだ。

「ちなみに、雅は辺境伯。れいなは子爵家よ」

「そうなんですか……貴族って、やっぱり大きな領地を持っていて、家来が大勢いて……って感じなんですか？」

　つないだ手の、先輩の指先に力が込められた。

「人間界には、魔王の直轄地と各貴族が持つ所領がある。そこから得られるエネルギーが、私たちのエネルギーとなり、魔界を支えているの」

「人間界からのエネルギーですか？」

「……誤解して欲しくないから最初に言っておくけど……魔族は人間の心の動きをエネルギーにしているわ」

「心の……動き？」

「ええ。感動や喜び、それにあらゆる欲望、悪意や恐怖もね」

　俺の心の中にわずかな恐怖が生まれる。

　それを感じ取ったかのように、先輩が俺の手を強く握った。捨てられないように、まるですがり付くかのように。

「だからわざと人間に苦しみを与えたり、堕落させたりしてエネルギーを回収しようとする連中も多い。悪魔の悪いイメージはそこから来ているの」

「……そうだったんですか」

　それでゲルトは俺を家畜呼ばわりしたのか。

「でも分かって欲しいの。魔族の中には、そんな簡単に利益を上げようとする者たちだけじゃないって。芸術や平和を与えることで、純粋な喜びや、前向きなエネルギーを採取しようとしている魔族もいるわ」

　リゼル先輩の真摯な瞳が、俺を見上げている。

　そこには誠実さ、そして信じて欲しいという願いの光がある。

「ありがとうございます。変に取り繕われるよりも、ずっと信用出来ます。俺は、リゼル先輩を信じてます」

「ユート……」

　リゼル先輩の宝石のような美しい瞳がうるんで、より輝きを増した。

　見つめ合うのが恥ずかしくて、俺は前を向く。

「なんか……魔王を目指すのも、いいかなって気になってきました。人間が魔王とか、矛盾してるかも知れないですけど」

「私はユートは人間だからこそ、次期魔王に相応しいと思うわ」

「へ？」

「他の魔王候補は全員貴族。みんな己の栄華のために魔王になろうとしている。でも、愛の魔王であるユートなら、二つの世界を愛で支配できる。私はそう信じているの」

「リゼル先輩……」

「もっとも」

　と付け加え、先輩は可愛らしく片目をつぶった。

「それには厳しい特訓を受けて、実力を付けてもらう必要があるけど」

「……前向きに検討します」

　まったく。飴あめと鞭むちの使い分けが見事だ。

　結局のところ、俺はこの美しい悪魔な先輩の手の平の上で、転がされているだけなのかも知れない。

　それはそれで、悪くない気もした。

「それじゃ、後は体育館を覗のぞいたら教室に戻りましょう」

　角を曲がると、渡り廊下があり、その先に体育館があった。

　俺たちは体育館の前まで行き、扉を開ける。

「……あれは!?」

　体育館の真ん中で、血だらけの男が倒れていた。

　さんざん嬲なぶられたのだろう。制服はボロボロで、顔の形も変わってしまっている。だが、辛うじてそれが誰だか分かった。

「ゲルト!?」

　倒れたゲルトを見おろしている男が顔を上げた。

　屈強な肉体を持つ大男だった。身長は百九十センチ以上、肩幅が異常に広く、首の太さが顔の幅と同じくらいある。

　そして片手には鞘さやに入った剣を携えている。真まっ直すぐで両刃の西洋風の剣のようだ。

「貴様が、盛もり岡おか雄ゆう斗とか。昨日、ゲルトが世話になったそうだな」

「世話にって……お前は」

「俺は『世界ワールド』のカード、騎士ナイトのキルガ」

「ってことはゲルトの仲間か。一体何があったんだ？」

　大男は右足を上げると、ゲルトの胸を踏みつけた。ミシッと音がして、ゲルトの口から鮮血が噴ふき出た。

「やめろ!!　お前、ゲルトの仲間なんだろ!?　何でそんなことをしてんだ!?」

「人間如ごときに後れを取った此こ奴やつは『世界ワールド』の面汚し。栄光あるアスピーテ様の顔に泥を塗るような真似まねをした罪、許し難がたい。よって制裁を加えている。余計な口出しをするな」

　キルガは剣を抜いた。

　冷たく光る刃やいばが、それが本物の剣であることを証明していた。

「よせ!!」

　俺は咄とつ嗟さに飛び出していた。

「ユート!?」

　先輩の焦った声が後ろで響いた。

　俺は『豪炎フアイガ』の魔法を出そうと、右手を前に出す。しかし──、

　魔法を発動するよりも、剣を振り下ろすという単純な動きの方が圧倒的に速い。

　──しまった!!

　近付きすぎた。

　魔法で攻撃するのならば、むしろ距離を取るべきだった。

　こんなことを実戦で覚えていたら、命が幾つあっても足りない。先輩に鍛えてもらっていたら、こんなことにならなかったのに。

　そんな後悔を胸に、迫り来る白刃を為なす術すべもなく見つめ──、

　目の前で火花が散った。

「!?」

　いつの間にか、俺の前に小さな体があった。

　自分の体よりも長い日本刀を構え、キルガの剣を受け止めている。

「お怪我けがは！　お怪我は、ないですか!?」

「れいな!?」

　──小こ岩いわ井いれいな。

　昨日、リゼル先輩や雅と共に、俺のカードになりたいと言った、中等部の小岩井れいなだった。

「はっ！」

　れいなは長い銀髪をなびかせ、キルガの剣を押し返した。

　返す刀でキルガを斬り付ける。

「ぬっ！」

　キルガは大きく後方へ飛び、れいなを警戒するように剣を構える。

「小岩井れいな……まだ中等部ながら、剣の腕は相当なものと聞いている」

「ユートさんには、指一本ふれさせませんっ、ですです！」

　俺は、俺を守ろうとする小さな背中を見つめた。そして、近くに倒れている、無残な姿のゲルト。

　俺のせいで、みんな──、

「れいな、待ってくれ」

「ユートさん？」

　前に出ようとする俺を、れいなはきょとんとした瞳で見上げた。

「これは俺が自分でまいた種だ。それなのに、みんなに戦わせて、守ってもらうなんて間違ってる」

　リゼル先輩が驚きの声を上げる。

「な、何を言ってるのユート！　あなたはまだ──」

「これくらいの危機を乗り越えられなくて、何が魔王候補だ！　奴はこの俺が倒してみせる！」

　先輩は、はっと息を吞のむと、目を大きく見開いた。れいなは、さっきまでのカッコ良さはどこへやら。あわあわと汗をかいて、うろたえている。

「や、やめて、やめてくださいっ。ユートさんは大切な体なんです！　れいななんか、れいななんか気を遣って頂かなくても、ぜんぜんっ！」

「待ちなさい、れいな」

　リゼル先輩が俺に近付いて来た。

「もう止めないわ。でもね、ユート」

　リゼル先輩は俺の手を取り──自らのおっぱいに導いた。

　手の平に、この世のものとは思えない柔らかさと弾力を感じる。

「リ、リゼル先輩っ!?」

　慌てて手を引っ込めようとするが、先輩は俺の手をがっしりつかんで放さない。さらに胸を突き出して、俺の指を胸に沈ませる。その柔らかさと弾力は、限りない優しさと慈愛、そして母性に満ちている。

「ユート、今日魔法を使ったわね？」

「あ……」

　そういえば今朝、教室で三条に煽あおられて『豪炎フアイガ』の魔法を使った。

「キルガ相手には、全力の魔法でなければ勝てないわ」

　先輩のおっぱいから、俺の指先を通って魔力が充じゆう塡てんされてゆく。

「それと、優しさは禁物よ。相手の身を案じて手加減をしたら──死ぬわ」

「……はい」

　先輩は、ふっと微笑ほほえむと、俺の手を胸から離した。

「勝つのよ、ユート」

「はいっ！」

　俺が前に進むと、キルガを足止めしていたれいなが道を空ける。俺の姿を見つめ、キルガは顔を歪ゆがめた。

「愚かな……女の陰に隠れていれば、今日は生き延びることが出来たものを」

「みんなとは、まだ正式に契約を交わしていない。俺のために戦わせることなんて、出来るかよ」

「妙なことにこだわるものよ……にしても、貴様が腹を立てる理由が分からん。ゲルトは敵だぞ？　しかも、貴様を相当に侮辱したと聞く。そんな奴のために、なぜお前が怒りをぶつける？」

「確かにゲルトの偏見は許せない。だが、こいつなりに仲間のために戦おうとしてたんだろ？　負けたからって、こんな目に遭わせるのは、もっと許せねえ！　そんなの仲間でも何でもないじゃねえか!!」

　キルガは怒りの形相で、剣を俺に向けた。

「ぬるいっ！　ぬるすぎるわ!!　あきれ返ってものも言えぬ！　やはり人間ッ！　我ら魔族の末席を汚すことすら許されんッ！」

　剣の切っ先に魔法陣が浮かんだ。

「『獄魔炎フアイザード』ッ!!」

　それは『豪炎フアイガ』よりも複雑な魔術式で描かれている。

　すなわち、より高度で、より破壊力を持つ上位魔法。

　俺のまだ知らない魔法だ。

　アルカナに頼めば、修得出来るかも知れない。しかし、新たな魔法を覚えても、ちゃんと使えるかどうかも分からない。だから──、

「今の俺には『豪炎フアイガ』しかないんだ!!」

　俺も右腕を前に出し、指を広げる。同時に魔法陣が展開した。その魔法陣を見て、キルガは顔をしかめた。

「そのような初心者が使うような魔法……とことん失望したわ」

　さすがに実力者。俺の魔法陣を一目見ただけで、どんな術式か理解したらしい。

　キルガの魔法陣が輝きを増し、吠ほえた。

「死ね!!　盛岡雄斗ッ!!」

　そして俺もまた、唸うなり声を上げる。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　今もらったばかりの魔力を惜しげも無く魔術式に流し込む。

　俺の魔法陣が輝きを増し、一気に巨大化した。

　それはキルガの『獄魔炎フアイザード』をはるかに凌しのぐ。

　キルガは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「な……これが『豪炎フアイガ』だとッ!?　信じられんッ！　この巨大さ、ありえ──」

「『豪炎フアイガ』!!」

　俺の魔法陣から、炎が爆発したように吹き出した。

「ぐぁあああああああああああああああああああああああああっ!?」

　キルガも剣で防ごうとしたが、それも一瞬。あっという間に炎に飲み込まれた。

　体育館の床と壁が炎で燃え上がる。そしてキルガの体は壁に叩たたき付けられ、顔面から床に倒れた。

　防御術式が編み込まれた制服のおかげで死にはしない。しかし、その制服ももう限界なのだろう、焼け焦げて煙を上げている。

「すごいです！　すごいです！　ユートさんっ!!」

　れいながぴょんぴょん飛び上がって喜んでいた。

　俺はお伺いを立てるように、リゼル先輩を振り向いた。そこには、満足げな笑みを浮かべるリゼル先輩がいた。

「満点よ♡　ユート」

　れいなはまだ興奮が収まらないのか、ぴょんぴょん跳び続けている。

「ほんとにほんとに凄すごいです！　あんな『豪炎フアイガ』初めて見ました！　あれって本当に『豪炎フアイガ』なんですか!?」

　俺が答えに困っていると、リゼル先輩が代わりに答える。

「あれが、普通の魔族と王の差よ」

「ほえええ～」

　れいなは口を菱ひし形がたにして、感嘆の声を上げた。

「とにかくパレスに戻りましょう。先生に伝えて、午後の授業はお休みに──」

　リゼル先輩の顔色が変わった。

「これは……」

「どうかしたんですか？　せんぱ──」

　背筋に寒気が走り、総毛立った。

　なんだ？　これは。

　人間である俺にも分かる。

　何か、とてつもない巨大な存在が近付いてくる。

　恐ろしく強大で、

　とんでもなく危険な、

「これは驚いたな」

　体育館の壁に突然穴が開いた。

　壊したのではない。まるで壁の素材が、突然柔らかいゴムになってしまったように変形して、入り口を作っていた。

　その男が入ってくるための、入り口を。

　灰色の髪に険けん吞のんな目つき。只ただ者ものではない魔力を放つ男子生徒には、見覚えがあった。

　──アスピーテ。

『世界ワールド』のアルカナを持つ魔王候補。

　アスピーテは俺には目もくれず、リゼル先輩を一いち瞥べつしてから、キルガの元へ向かった。

「ア、アスピーテ様……」

　キルガは傷だらけの体で、何とか体を起こし、ひざまずく。

「貴様がゲルトに罰を与えていると聞いて来てみたのだが……だいぶ話が違うようだな」

「は……これは」

「リゼル」

　アスピーテは首だけを傾け、リゼル先輩の方を見つめた。

「どういうつもりだ？　俺の召喚を断るだけでなく、俺のカードにまで手を出すとは」

　リゼル先輩の頰ほおに冷や汗が流れる。

　このアスピーテという男は、それほどの悪魔だということなのか。

「……私じゃないわ。やったのは、そこにいるユートよ」

「なに？」

　アスピーテは今初めて、俺に気付いたように視線を向けた。

　そして怪け訝げんそうな顔をすると、キルガに訊きいた。

「キルガ、本当か？」

「……は」

　そう答えた瞬間、アスピーテを取り囲むように、球体の魔法陣が一瞬だけ現れた。

　……何だ、今のは？

　複雑なだけじゃない。恐ろしいほどの、凄味を感じさせる魔術式だった。たとえるなら、人知の及ばぬ世界の真理を魔術式で表したような。

「立て、キルガ」

「はっ！」

　苦痛に脂汗を流しながらも、キルガは立ち上がった。

「キルガよ、貴様は『世界ワールド』の騎士ナイトという自覚はあるのか？」

「ほ……誇りに、思っております」

「俺はいずれ魔王となる男だ。人間も悪魔も、全ての存在は俺の意に沿わねばならん。そのためには、絶対的な力で相手を踏みにじる必要がある」

「……は」

「──なのに、俺の騎士ナイトである貴様が、この体たらく。どうしてくれるのだ？」

「ま、まだ戦いは終わってはおりません！　必ず勝ってみせます！　この剣にかけて!!」

「ほう。しかし人間に後れを取るような剣に何を誓う？　むしろ、そんなもの持っていても必要あるまい」

「恐れながら……この剣は我が家の家宝でして……」

　アスピーテは軽く足を上げると、キルガの持つ剣を軽く蹴飛ばした。

　たったそれだけで、鋼鉄の剣が砕け散った。

「な……」

　俺は思わず声を漏らした。

　何だ、今の？

　キルガも信じられないものを見るように、粉々になった剣の破片を見つめた。

「わ、我が剣が……絶対に折れないはずの、家宝の剣が……」

「キルガよ、貴様に俺のカードでいる資格は無い。消えろ」

「お、お待ちくださいっ！　今一度、チャンスを──」

　アスピーテはゆっくりと手を伸ばし、キルガの胸板を押した。

　次の瞬間、キルガの体が消え、爆発したような激しい音が轟とどろいた。

「な……っ!?」

　体育館の壁が砕け、外の校庭が見える。校庭の真ん中に、倒れているキルガの姿があった。

　ぞくり、と背筋が寒くなった。

　あれがアスピーテの力なのか？　どれだけの破壊力を持つ打撃なんだ。軽く触れただけで、剣を砕き、あの巨体を吹き飛ばす。

　だが、本当にそうなのか？

　何か打撃とか、物理的な攻撃とか、そういったものとは違う次元の何か──そんな気がした。

　アスピーテはリゼル先輩を睨にらむように見つめた。

「リゼル。もう一度言う。俺のもとへ来い」

「残念だけど、もう仕える先が決まったの」

「何だと……」

「あなたは他人を力尽くで押さえ付け、服従させることに喜びを見いだす人。私とは相あい容いれないわ」

　じろり、とアスピーテは黒目だけを動かして、俺を見た。

「……俺は常に世界一位、すなわち支配者だ。今までも、これからも。そして俺以外の存在は全て下僕。俺に逆らったところで、いずれは下僕となる未来が待っている。それが分からんのか？」

　リゼル先輩はアスピーテを警戒しながら答える。

「私は、私たちの望む未来を期待しているわ」

「……後悔するぞ」

　アスピーテは俺たちに背中を向けると、壁に向かって歩き出した。そして壁が自ら歪ゆがんだかのように穴を開け、アスピーテの道を造った。

　まただ。

　アスピーテが外へ出ると、壁は元に戻った。

「あれが……『世界ワールド』のカードを持つ、アスピーテか……」

「ええ……強敵よ」

　れいなも、はーっと大きく息を吐ついた。

「とにかくとにかく、何ごともなく済んで良かったです……」

「リゼル先輩、それにれいなも……迷惑かけて、すまな……か──」

　今まで緊張感で何とか意識を保っていたが、それも限界のようだった。魔力を使いすぎたせいで、意識が遠くなる。

　目の前が真っ暗になった。





◇　　　　　◇　　　　　◇






「……ん」

「あ、目が覚めたですです」

「ここは……」

　天蓋付きのベッドに寝ていた。答えを聞くまでもない。『恋人ラバーズ』のパレスだ。

　右側にリゼル先輩が寄り添い、左側には雅、体の上にはれいなが腹ばいになって乗っていた。本当に乗っているのか疑いたくなるような軽さだった。

　俺が気を失っている間に、『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』をしてくれていたのか……。

「みんな……迷惑かけて、ごめん」

　リゼル先輩は優しく俺の頭を撫なでた。

「どうして謝るの？　あなたは自分の力でキルガに勝ったのよ？」

「ですです！　とてもかっこよかったです！」

　そう言われても、素直にはうなずけない。実際こうして今、みんなの世話になっている。魔力が尽きた俺は、電源が切れたように気を失ってしまう。

「みんな、ありがとう。俺が勝手にやったことなのに……しかも敵のために敵かなわない相手に挑むだなんて……バカだよな」

　リゼル先輩は枕に頭を乗せたまま、少し首を横に振った。

「いいえ、そんなところがステキだと思うわ」

「え？」

「それでこそ、『恋人ラバーズ』のアルカナを持つ魔王候補……私たちの魔王様よ♡」

　少し頰を染め、熱っぽいまなざしで言われると、何だかその気になってしまう。リゼル先輩の綺き麗れいな瞳を避よけるように、反対側を向くと──、

「なんか大人しそうだと思ってたのに、思ったより熱血なんだね！　あー、アタシも見たかったなーっ。ユートがズバババーってやって、ドッカーンってやったところ！」

　やめてくれ、恥ずかしい。

　雅から視線を外して、天井を見上げると、

「やっぱりやっぱり！　ユートさんは愛の魔王です！」

　そこには無む垢くな笑顔のれいながいた。

　なんだこれ。完全に逃げ場がない。どっちを向いても、美少女じゃないか。

　……っていうか、

　もう覚悟を決めるべきじゃないのか？

「みんな──」

　俺はさりげなく訊いた。

　心の中に燃える心と、既に固めた決意を隠して。

「俺は、みんなが自慢できるような魔王になれるかな？」

　三人は顔を見合わせて、くすくすと笑った。

　そして俺から体を離すと、ベッドの上に座る。俺も体を起こした。

「ユート、それでは正式な契約を結びます。この私、姫ひめ神かみリゼルを『恋人ラバーズ』のカードに加えて頂けますか？」

「ああ。俺が魔王になるために。貸してくれ、リゼル先輩の力を」

　リゼル先輩の顔が近付いてくる。

　って、ち、近過ぎ──!?

　俺の唇に甘く柔らかい感触が広がった。

　俺のファーストキス。

　そのときアルカナから声が聞こえた。

『姫神リゼルが《女王クイーン》となりました』

　唇が離れる。

　リゼル先輩は指先で自分の唇に触れた。そしてうっとりした顔で誓約する。

「誓います。姫神リゼルは全てを捧ささげ、ユートのために尽くします」

　次は雅だった。

　さすがに照れているらしく、顔が赤い。

「えへへ……ちょっと緊張するね」

「ああ。俺だって──!?」

　不意を突いて、雅は俺の唇を奪った。

「……っ！」

『夕顔瀬雅が《王女プリンセス》となりました』

　さっと雅の顔が離れる。

「あ、あはは……その、とにかく、ヨロシクねっ！　ユートっ！」

「ああ。こちらこそ」

　最後はれいな。

「あ、あ、あの、あの、ふふふふつつかものですですが、よろよろ──」

　ガチガチに緊張していた。

　なんか緊張がこちらにまで伝染しそうだった。俺は自分の方から顔を近付け、目を固くつぶっているれいなの小さな唇にキスをした。

『小岩井れいなが《騎士ナイト》となりました』

　唇を離すと、れいなは茹ゆで上がったような顔で、ふらふらと体を揺らしていた。

　これで、もう後には引けない。

　俺はこの魔王学園で次期魔王を目指す。

　みんなのために。そして俺自身のために。
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『世界ワールド』の控え室パレスは、贅ぜいを尽くした会議室であった。

　王の座に座るのはアスピーテ。ライン侯爵家の御曹司である。

　細長いテーブルには、十四人分の座席が用意してある。

　座っているのは十一人。全員がアスピーテのカード──すなわち眷けん属ぞくである。

　魔王候補はカードを十四人まで持つことが出来る。

　２から10までの序列を持つ九人の組札スートカード。

　主力である『女王クイーン』『王女プリンセス』『王子プリンス』『騎士ナイト』の四人で構成される宮廷コートカード。

　そして文字通りのエースである、エースカード。

　──以上の十四人である。

「盛もり岡おか雄ゆう斗と……人間の分際でキルガを倒すとはな……」

　席に座るカードたちは生きた心地がしなかった。いつアスピーテが怒り出すか分からない。腹いせに魔法でも使われたら、自分たちの命も危険だ。

　そんな中でただ一人、恐怖心を感じていないのか、麻ま痺ひしているのか、皮肉な笑みを浮かべている男がいた。

「アスピーテ様、お耳に入れたいことがあるんすけど」

「廃はい田だか……言ってみろ」

　廃田と呼ばれた男は、制服の上にフード付きの上着を羽織っている。フードを深く被かぶっているので、目元は分からない。しかし三日月型につり上がる口からは、どこか狂気が感じられた。

「奴やつは既に三人のカードを揃そろえたそうですよ？　しかもそのメンツってのが、姫ひめ神かみリゼル、夕ゆう顔がお瀬ぜ雅みやび、小こ岩いわ井いれいな……」

　その名前を聞き、アスピーテが忌々しそうに顔を歪めた。

「リゼルめ……この俺の誘いを断っておきながら、正式に契約までしただと？」

　アスピーテの体から魔力が吹き出した。

「俺は、力尽くで相手を屈服させ、意に反することを強要する。泣き、苦しみ、怨うらみ、しかし俺にひれ伏す。その姿を見ることこそ俺の喜び。そうすることで、俺は己の力を実感出来る。そして、真の意味で相手を支配することになるのだ。それを……あの女め」

　廃田以外のカードたちは震え上がった。魔力の波動を感じるだけで、震えが止まらない。それは本能的な恐怖だった。

　アスピーテの機嫌一つで、自分たちの命が消し飛ぶ。

　危険な主人ではあるが、実力は疑う余地もない。次期魔王の最有力候補だ。もしアスピーテが魔王になった暁には、自分たちにも栄えい耀よう栄華が約束される。

　但し、それまで生き残っていれば、だが。

「ねぇ、ボス。許せなくないっすか？　うまそうなメスばっか手に入れて、許せねえっすよね？」

　アスピーテは目を細め、廃田を睨にらむ。

　その瞳には殺気、そして廃田以上の狂気が滲にじんでいた。

「あんな奴はいつでも潰せる……奴本人はどうでもいい。それよりも、奴のカードだ。姫神リゼルを俺の前にひざまずかせるのだ。他の魔王候補に、使えるカードを取られるのは面白くない。それに──」

　アスピーテは嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮かべた。

「リゼルを俺のカードにした上で、この俺に逆らった罪の深さを、永遠に思い知らせ続けてやる」

「そうっすよね！　じゃあ、もしユートを倒して、女を攫さらってきたら、姫神リゼルはあんたにやる！　でも夕顔瀬雅は俺にくれ！」

「夕顔瀬……？」

「あの女、あんなドエロい体で校内を歩きやがって！　けしからんっすよね？　だってめちゃくちゃ犯したくなるじゃないっすか!?」

　フードの下から、爛らん々らんと光る瞳が現れた。

「だから俺が教育してやるんすよ！　首輪を付けて監禁して、徹底的に教え込んでやるんす！　てめぇがただのメスブタだってことをなぁ！　きひひひひひ」

　やや顔をしかめ、アスピーテはどうでもよさそうに答える。

「好きにしろ」

「っしゃあ！　うちのボスは物わかりが良くて、助かるぜ！」

「その代わり失敗は許さん。貴様はうちのエースだ。敗北は死を意味すると心得ろ」

　廃田の口元に残虐な微笑みが浮かぶ。

「任せといてください！　必ずユートを殺し、姫神リゼルをアスピーテ様の奴隷にしてみせますよ！　そして夕顔瀬は……俺の、性奴隷だ！　ヒャハハハハハハ！」
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「おきて♡　ユート♡」

　ん……あぁ、朝か。

　まったく、『恋人ラバーズ』のアルカナも律儀に毎朝起こしてくれる……でも、今日はいつもと、少し雰囲気が違うような……？

「も～ねぼすけさんだねっ。シャキッとしてくれないと、いたずらしちゃうぞ♪」

　……誰っ!?

　がばっと起き上がると、となりに金髪の美少女がいた。

　しかも──全裸。

　顔も、胸も、腰つきも派手というか……実にエロい。グラビアアイドルのように横たわったポーズで、にかっと笑う。

「おはよ♡　ユート」

「みっ！　雅っ!?」

　先日俺のカードになったばかりの夕顔瀬雅が、なぜか俺のベッドの中にいた。

「なっ！　何でこんなとこにいるんだよ!?　朝っぱらから!!」

「え～なにソレ？　夜だったらベッドに連れ込む気ってことぉ～？」

「違うわ！　つか、もう入ってるじゃねえか!?　一体、どっから入ったんだよ!?」

「そんなの転移魔法に決まってるじゃん」

「そんな便利な魔法あるの!?」

　雅は小さな舌を唇の隙間から出し、いたずらっぽく微笑む。

「ごめん、うそ」

「噓うそかよ!?」

「そんな超高度な魔法なんて、アタシには無理無理。だってアタシ、バカだし」

「じゃあ、どうやって？」

「浮遊魔法。窓の鍵開いてたから、入っちゃった。でもユート寝てるし、アタシも眠くなってきたから、ベッド借りようと思って」

　まさか俺たち……一晩中一緒に寝てたのか!?

「に、にしても……だな！　何で服着てないんだよ？」

「えー？　だってアタシ、寝るときはいつもハダカだよ？」

「だからって人のベッドで──」

　そのとき階段を上がってくる足音が聞こえた。

「何を騒いでいるんだ？　ユート」

「まずい！　父さんだ！　ど、どこかに隠れてくれ！」

　慌てる俺だが、雅は悠然と寝そべったまま笑顔で答える。

「えー？　どーして？」

「どうしてって！　いや、当たり前だろ!?　こんなとこ見られたら……っ!!」

　だが非情にもドアの開く音が響く。

「ユート、誰かい……」

　父さんの手からタブレットが滑り落ち、足の上に落ちた。

「と……父さんっ、これは……」

　雅はいつの間にかシーツを体に巻いて、大事な部分を隠していた。

「初めまして、お父様。こんな格好で失礼致します。アタシは夕顔瀬辺境伯の娘、夕顔瀬雅と申します。以後お見知りおきを」

　予想外にしっかりとした自己紹介だった。ただし格好が全てを台無しにしているが。

　父さんは冷や汗を流し、唇を震わせている。

　奥手だと思っていた息子が、突然女を連れ込んで、しかも全裸で朝チュンとか、そりゃあショックだろう。

「あの、父さん。落ち着いて聞いて欲しい。これは誤解なんだ。雅は──」

「かっ！　かあさぁああああんっ！　たいへんだぁあああああああああああ!!」

　だから落ち着けと！

「夕顔瀬のお嬢様が！　わ、我が家にいらしてるぞぉおおおおおおおっ!!」

　──へ？

　再び階段を駆け上がる音がして、母さんが部屋に飛びこんで来る。

「まあまあまあまあ！　もうこんな関係に……どうしましょう？」

　おろおろする母さんを見て、雅はよそ行きの顔で答える。

「お母様、アタシはユートくんと将来を誓い合った仲なんですの。契約も致しましたし、ご心配には及びませんわ」

　それって次期魔王になることを約束したってことだよね!?　契約ってカードになって一緒に戦うって意味だよね!?

「ゆーくん！　もう婚約したの!?」

「違う！　そうじゃない！」

「えっ!?　じゃあ結婚しちゃったの!?」

　いかん、母さんが暴走している。

　そしてさらに、階段を駆け上がる音が聞こえた。今度は一体何だ!?

　バン！　と扉が開いて、艶やかな黒髪の美少女が登場した。

「リゼル先輩!?」

　先輩は部屋を見回すと、俺の両親に視線を留めた。

「勝手に上がり込んで申しわけありません。私は姫神侯爵家のリゼル」

　父さんは口を大きく開けて絶句した。そしてうわごとのようにつぶやく。

「そ、そんな……姫神様のお嬢様が、こんなところへ来るわけが……」

　リゼル先輩は申し訳なさそうに頭を下げると、

「無礼は承知しております。しかし、息子さんの危険を察知しましたので、緊急事態と判断しました」

　危険!?

「まさか、他の魔王候補が襲撃とか!?」

「いいえ」

　リゼル先輩は恐こわい顔で雅を睨んだ。

「まったく油断も隙も無いわね……軽率な行動は慎むように言ったはずよ？」

「えーいいじゃん♪　どうせ魔力の回復に必要なんだし」

「今はする必要がないでしょう？　私たちがそうするのは、あくまで魔力を注入してユートを回復させる必要があるとき。それ以外は、自重しなさい」

　雅は少しムッとしたように言い返す。

「リゼル先輩だって、何でユートの家にいるの？　何しに来たの？」

「そ、それは……」

　痛い所を突かれたように、リゼル先輩が後ずさる。

「ユートを学園まで送るから……ついでに起こしてあげようって……思っただけよ」

　微かすかに頰ほおを染め、怒ったように答えた。

「きゃあああっ！　姫神のお嬢様が照れてる！　カワイイっ!!」

　母さん……お願いだから空気を読んで。
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「母さんも父さんも、とりあえず一階に下りて。俺も起きるから──」

　突然、俺の腕に凄すさまじい弾力を持つ物体が押し付けられた。

「み、雅っ!?」

　雅はリゼル先輩に見せつけるように俺に抱きつき、おっぱいを腕にこすりつける。シーツ一枚挟んだだけのそれは、肌触りを除けばただの生乳だ。

「今日はアタシが送ってくから、センパイは先に行っていいよー。もっとイチャコラしたいし！」

「離れなさい！　雅！　ユートは私の車で送って行くんだから！」

　二人の争いはヒートアップ。そして母さんのテンションもダダ上がり。

「ああっ！　夕顔瀬家と姫神家のお嬢様に二股だなんて！　いつの間にそんな甲か斐い性しようのある子に育ったの!?　凄すごいわ、ゆーくん！」

「お願いだから、母さんは黙ってて……」

　炎上する二人に薪まきをくべる母に、俺は為なす術すべもなかった。
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　今日は雅も一緒に、リゼル先輩の車で送ってもらった。

　教室に入ると、俺に対するみんなの反応は相変わらず。何だか腫れ物に触るような感じ、といったところか。

　まあ、今は仕方ない。そのうち、仲良くなるタイミングもあるだろう。

　それよりも、今はやることがある。

　次期魔王を決める魔王大戦。その準備をすることだ。

　今日から放課後に特訓をすることになっている。講師は、リゼル先輩と雅が順番に務めるそうだ。

　特訓という言葉にビビリながら、放課後を迎えた。

　──そして、

「それじゃ、もう一度やってみましょう」

　今日の講師はリゼル先輩。体育館での魔法指導だった。

「はい！」

　もう何度も使った魔術式を起動し、魔力を送り込む。

　手の平の先に展開した魔法陣は、今までで一番大きく、光り輝いている。

「『豪炎フアイガ』!!」

　吹き出した炎は、魔法陣の出来に比例して威力を増していた。その炎の渦が、牛の頭をした悪魔に命中し、一気に蒸発させる。

　本物の悪魔ではなく、練習用のダミーである。体育館の床も、焦げ跡は残らない。

　それは体育館の床や壁、天井などに魔術防御が施されているからである。生徒たちは、体育館で戦闘訓練をすることも多い。よって対策が施されている。

「それにしても驚きね……初歩的な『豪炎フアイガ』でそこまでの威力を出せるなんて」

　呆あきれ顔のリゼル先輩に、俺は首を傾かしげる。

「そうなんですか……？」

「同じ炎の魔法でも上位魔法の『獄魔炎フアイザード』と同じか、それ以上よ」

『獄魔炎フアイザード』というと、キルガが使っていた魔法だ。

「それって……修行を続けると、魔法の威力がどんどん上がるってことですか？」

「ええ。でも限界があるわ。普通は上位の魔法の威力を超えることはない。ユートは規格外ということになるわね」

　規格外……と言われると、ちょっと恥ずかしい。人間なんだし、何かしらのイレギュラーが起きているだけなのかも知れないし。

「きっとリゼル先輩の教え方がいいんですね」

「そ、そんなことないわ。ユートの才能よ」

　と口では言うものの、リゼル先輩は見るからにご機嫌のご様子。にっこり微笑ほほえむと、俺に向かって両手を開いた。

「さあ、いらっしゃい。まだまだ特訓は続くんだから、魔力を回復しないと」

　さっき回復してもらったばかりの気もするが……まあ、せっかくそう言ってくれてるのだから、ここは素直に従っておこう。その方が先輩の機嫌も良い。

「それじゃ、失礼します……」

　近付く俺を先輩は迷わず抱きしめ、『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』を開始する。

　リゼル先輩からは、花か果物のような甘い香りがする。そして密着する体は、とても柔らかく、しなやか。こんなに気持ちの良い感触があったことに驚く。

　そして背中に回された腕から、肩にうずめられた顔から、押し付けられて形を歪ゆがめるおっぱいから、引き締まったお腹なかから、俺の体に密着した部分全てから先輩の魔力が流れ込んでくる。

　中でも一番流入量が多いのが、おっぱいだ。

　口で吸っているわけではないが、何だか先輩から母乳を吸っているような、なんて妙なことが頭を過よぎってしまう。

　先輩は俺を抱きしめたまま、耳元で囁ささやいた。

「魔術式はアルカナが教えてくれるかも知れない。けれど、それを繰り返し訓練をすることが大事なの。魔法を使うということは、体の中に魔術機構を作り上げることよ。そこに魔力を流すことで初めて機能する。何度も使うことで、その機構が体に定着し、魔法の起動も速く、威力も大きくなるわ」

「なるほど……魔法も反復練習が大切なんですね」

「ええ。でも、普通は魔力を消費するから、一日にそう何度も魔法は使えない。だから上達には時間がかかるの。ユート以外は」

「あ……」

　そうか。俺は先輩たちに魔力を回復してもらうことが出来る。

「俺は他の人よりも、一日にこなせる練習量が多い。つまり、成長が早い……」

　リゼル先輩は体を離した。

「そういうこと。それじゃ、練習再開よ。次はいよいよ中級魔法ね」

　中級魔法──つまり『豪炎フアイガ』に慣れたので、次は『獄魔炎フアイザード』というわけだ。

「難易度が上がっているから、最初は成功しないと思うわ。でも、やってみて」

「はい」

　俺はアルカナに触れて、願う。

　──『獄魔炎フアイザード』の魔法を教えてくれ。

　わずかな間があって、アルカナの声が響く。

『「獄魔炎フアイザード」の魔法を覚えました』

「……よし」

　俺は十メートルほど離れた所に現れた、ダミーの悪魔に向かって指先を伸ばす。

　確かに『豪炎フアイガ』よりは複雑で高度だ。しかし、扱えないほどじゃない。それに体中にリゼル先輩の魔力がみなぎっている。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　光に満ちた魔法陣から、灼しやく熱ねつの炎が打ち出された。

　それは『豪炎フアイガ』とは明らかに格が違う、巨大な炎の奔流だった。目が開けていられないほどのまぶしい炎は、まるで光線の如ごとくダミー悪魔を飲み込んだ。

　燃えるでも焼けるでもなく、ダミーが消滅する。

　炎が消えると、防御結界が張ってあるはずの床までが微かに燃えていた。

「こんな感じで、どうでしょうか？　先輩」

　振り向くと、リゼル先輩は無表情で煙を上げる床を見つめている。

　あれ……何かまずいところがあったのか？

　先輩の沈黙が俺の不安を煽あおる。

　やがてリゼル先輩が独り言のようにつぶやいた。

「まさか初回から成功するなんて……それに、何？　この威力は……」

「あ、あの先輩？　もしかして威力が弱かったですか？　悪かったところは直します！　何でも言って下さい！」

　先輩は、はっと気付いたように俺を見ると、

「いいえ。威力は申し分ないわ、というか……こんな『獄魔炎フアイザード』初めて見たわ」

「え？　じゃあ、合格ですか？」

　リゼル先輩は優しい顔で微笑む。

「満点よ」

　よかった──あれ？

　足がふらつく。安心したら、体中から力が抜ける。魔力を使いすぎたせいだ。

　倒れそうになった俺を、リゼル先輩が抱きとめてくれた。

「……すみません。一発撃って、これじゃ……全然ダメですね」

「そんなことないわ。ユートは普通の悪魔に比べたら、異常な成長速度なんだから」

「え……そうなんですか？」

「ええ。普通は一度で成功なんて無理。魔術式を組み上げるだけでも上出来な方なのよ？　まして、こんな威力を出すなんて普通は有り得ないわ」

　そう言ってくれると、救われる気がする。しかし──、

「でも先輩、初めて見たときは分からなかったけど……この前、アスピーテが現れたとき気付きました。他の魔王候補の強大さに」

「ユート……」

「前に先輩が言ったことは脅しでも誇張でもない。魔王大戦は、魔界から選ばれた二十二人……とびきりの化物共との戦争なんだって実感しました。だから俺は──」

　言いかけた俺の口が、先輩のおっぱいでふさがれる。

「……っ!?　むぐぅ!?」

　リゼル先輩は俺の頭を抱きしめ、豊かな胸にうずめさせた。顔全体で感じる、先輩の柔らかさ。先輩のおっぱいの香りで胸がいっぱいになり、甘い恍こう惚こつに気が遠くなりそうだった。

　そして頭に感じる優しい感触。抱きしめた俺の頭を、頭頂部から後頭部にかけて優しく撫なでてくれた。

「大丈夫よ。『恋人ラバーズ』のアルカナの真の力はこんなものじゃないから」

「……？」

「無限の力を得ることが出来るようになるわ。その内にね」

　え……無限の力、だって？

「でも、魔王大戦が本格的に始まったら、他の魔王候補も容赦なく襲ってくる。だから、その前に実力を伸ばす必要があるのは確かよ。だから、もう少しユートには無理をしてもらうことになる。あなたの才能に頼ってしまうことになるわ……ごめんなさい」

　謝る必要なんて、これっぽっちもありませんよ。むしろ、こっちからお願いしたい。もっと厳しく特訓して下さいって。一日でも早く他の魔王候補に近付けるように。

　──と先輩に告げたいのだが、この世のものとも思えない柔らかい物体が、形を変えて俺の顔に張り付いている。口も鼻もふさがれて息が出来ない。

　魔力を回復してもらっているのに、なぜか……気が遠く……なって……きた。

「ユート？　あっ……ユ、ユートっ!?」

　マンガとかでよくある、おっぱいで窒息しそうになる──というのが、実はリアルだと俺はこのとき初めて知った。





◇　　　　　◇　　　　　◇






　次の日の講師は雅だった。

　場所は体育館ではなく、トレーニングルーム。ウエイトトレーニングのマシンやバーベル、ランニングマシン等が取り揃そろえてあり、まるでフィットネスジムのようだった。

　一通り筋トレのメニューをこなしてゆく。

「うお～疲れた……」

　全身の筋肉をまんべんなく酷使し、俺はストレッチ用のマットの上に腰を下ろした。

「はーい、それじゃ五分休憩ねー。ぐったりしてよーし」

　雅が笑顔でスポーツドリンクを差し出した。

「ああ……サンキュ」

　受け取ると、さり気なく雅から視線をそらす。

「べつにいいんだよー？　ジロジロ見たって♡」

「しかしな……」

　当然俺は運動着なのだが……雅はなぜかストレッチ素材のスパッツ。上も、やはり同じ素材のスポーツブラ。光沢のあるピンク色が、艶なまめかしさを助長している。

　一応服は着ているのだが、ボディラインはまったく隠せていない。

　はっきり言ってエロい。

　さっきからウエイトトレーニングのサポートをしてくれるのはありがたいのだが、胸の谷間は見えるし、ちょっと動く度におっぱいが揺れるので、集中出来ない。

「そんなに恥ずかしいなら、後ろ向いてようか？」

　からかうように笑って、雅はくるっと背中を向ける──が、後ろは後ろでヤバい。うっすら谷間が浮かぶ大きなお尻に目が吸い寄せられる。

「何で普通の運動着じゃないんだよ」

「それはねー……」

　雅は俺に覆おおい被かぶさるように抱きついた。

「うわ!?」

「このカッコの方が、バリバリ回復するから！　効率いいでしょ？」

　マットの上に押し倒され、リゼル先輩以上のボリュームと弾力を持つおっぱいが俺の胸を圧迫する。

　おっぱいだけじゃない。こいつの体は、何でこんなに柔らかいんだ！

「さーいくよー。ぎゅーって」

　雅は俺の首に手を回し、強く抱きしめた。すると疲れ切った体に、再び力がみなぎってくる。

「どう？　元気になった？」

「あ、ああ……まあな」

　曖昧な俺の返事が気に食わなかったのか、雅は眉を寄せて何やら考え込んでいる。

「ねえユート、アタシのお尻揉もんでみてよ」

「え!?」

「ほら、その方が早く元気になれるかも知れないし」

　出来るか！　と思ったが、これも気のない返事をした罰か。雅も真ま面じ目めな奴やつだからな。より早く回復する方法を検討しているのかも知れない。

「分かった。じゃあ……いくぞ？」

　手を雅の背中へ回し、下の方へ。

　手の平に、ふかふかのクッションのような、すごいボリューム感のある物体が触れた。

　ここか！

　俺は思いきって、指を思いっきり広げて雅のお尻をつかんだ。

「ひっ♡！　んにゃぁああああああああああああああああああ♡」

　って！　妙な声を上げるなよ！　俺も妙な気分になっちゃうだろうが!!

「ちょ、ちょっと……ユート、んぁああんっ!!」

「やるからには、マジメにやるからな。より効率的な『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』を研究だ」

「なっ、そ、そこまでは別に……ふ♡　う、うぅんんんんっ！」

　俺は雅の反応を見ながら、指先に力を込めた。それにしても、何という触り心地の良さだろうか。低反発枕なんかメじゃない。指が沈み込むと同時に押し返してくる力が、何とも言えず極楽だ。

　そして何より、自分の手で確かめてみて初めて実感する、雅のお尻のボリューム感。まさに驚異。

「ふにゃぁ……あっ、いっ、ゆ、ゆーとぉ……♡」

　その間もちろん、雅のお尻を揉んでいる手の平から、じんわりと温かいものが俺の体の中へ伝わってくる。それは密着している体全体のどこよりも、熱い。

「も、もう……」

　雅の腰が、ぶるっと震えた。

「だめぇえええええええええええええええええええええっ!!」

　突然大きな声を上げると、雅は俺の上から転げ落ち、ゴロゴロ転がって俺から離れた後に、ばっと立ち上がった。

「ゆ、ゆ、ユートのへんたいっ!!」

「はぁっ!?」

「あ、あ、あ、あんなに、もっみっもっみ、することないじゃない！　もう、イ……き、き、気がおかしくなるかと思ったじゃん！」

「いや……でも、より効率的な魔力回復の手段を探していたんだろ？　触れと言ったのは雅じゃないか」

「限度があるよ！　あんな……ひ、人に触られると、あんなに……い、いいとか、知らなかったし！」

　もうちょっと、手加減すればよかったのか……？

　俺は思わず自分の両手を見つめ、感触を思い出すように指を動かした。

　それを見つめる雅の顔が、真っ赤に染まった。

「お、思い出すなぁああああああっ!!　それより十回ワンセットを三セット!!　は、早くするしっ！」

　汗を飛ばしながら、雅はトレーニングマシンを指さした。

　やはり雅はスパルタだった。

　それらをこなして、ぐったりしてると、

「……今度は、ユートは立ってるだけでいいからね。アタシが触るのはいいけど、ユートはダメだよ？」

　少し照れたように言うと、またもや雅がえっちな体を押し付けてきた。

　スポブラとスパッツに包まれた体を、惜しげも無くすり寄せ、削り取られた俺の魔力と体力を回復させる。

　自分から触らなくても、二人っきりのトレーニングルームで抱きしめられていると、真面目に修行をしているつもりなのに、どうしても妙な気分になってくる。何か別のことでも話して、意識をそらさないと、色々大変なことになりそうだ。

「えっと……雅？　別に不満があるわけじゃないが……地道な筋トレって、やっぱり魔王大戦でも役に立つものなのか？」

「うーん、直接は関係ないんだけどね」

「ないのかよ!?」

「えへへ、でもアタシとベタベタ出来て、嬉うれしいでしょ？」

「いや……もうちょっと真面目にだな──」

　文句を言おうとする俺を制して、

「アタシが教えるのは、体術と格闘だからね。筋トレも無意味じゃないよ。だってユート、今まであまり運動してこなかったでしょ？」

　う……それは、確かに。体育の授業か、球技大会やマラソン大会などの学校行事くらいしか、体を動かす機会はなかった。

「バトルをするときには、もちろん魔法で体を強化するんだけど……体が動かなければ、どうにもならないっていうか……そうだなー分かりやすく言うと、ほら、いくらパワーアップしても、寝たきりじゃ攻撃出来ないでしょ」

「……これ以上ないくらい、分かりやすいな」

「やっぱり軸になるのはそれぞれの肉体だから、ズバッとパンチを出せなきゃ効果も発動できないんだ。だから、ある程度動けるような体になっていないとね。まあ、魔法一本で勝負するってならイイけど」

「いや、了解だ。それじゃ、もう三セット……」

「あ、待って。次は実践的な訓練をするから。そこでじーっと見てて」

　雅は体を離すと、ボクシング用のサンドバッグが吊つるされている一角を睨にらんだ。

　──これは、

　雅の体に魔力があふれるのを感じる。次の瞬間、雅の足下に魔法陣が輝いた。

　だがそれだけじゃない。魔力が体を巡っている……それも二種類か？

　ってことは、三つの魔法を同時に起動していることになる。

「はぁっ!!」

　気合いと共に、雅の姿が消えた。えっ？　と思った時には、すでにサンドバッグの前。引いた拳を一気に突き出し、美しいフォームでパンチを繰り出していた。

　重さ五十キロを超えるサンドバッグが天井まで跳ね上がる。

「すげ……」

　戻ってくるサンドバッグをひらりと避よけて、雅が笑顔を見せた。ダブルピースのオプション付き。

「まーこんなカンジ。シュパッと行って、ガキンとしておいて、ドゴーンってするの。分かった？」

「ああ。全然分からん」

「えーっ!?　ちゃんと今教えたじゃない！」

「どこがだよ……擬音から理解しろってのは、俺には難易度が高いぞ」

「いやーこういうのは、何て言うの？　フィーリング？　ほら、考えるな、感じろ、みたいな」

　実力はともかく、雅は講師としては問題がある。特に深刻な語彙力不足が。

　……とにかく、見本は見せてもらったのだから、自力で推測してみるか。職人の世界では、技は教わるものではなく盗むもの、という言葉もあるしな。

　俺は雅のもとへ向かいながら、考える。

　足下に広がった魔法陣。そして体を流れる魔力……いや、内側と、表面の二種類。

　──そうか！

「使った魔術式は三つ。最初のは足下に展開して魔法陣として現れた。あれは出だしの加速。そして体の内を流れていた魔力は、恐らくパワーアップ。だがもう一つ使っていた表面に流れていた魔術式は……」

「防御魔法！　なーんだ、ちゃんと分かってるじゃん！　さすがユート!!」

「凄すごいのは雅だろ？　よく並列処理なんて出来るな……」

　褒めると、雅はドヤ顔で胸を張った。おっぱいがさらに大きくなったように見える。

「ふっふーん♪　まあね～でも、ユートにもやってもらわないと」

「ええー……」

　正直、自信がない。そんな複雑なことが、俺に出来るのだろうか？

「一つ一つはそんなに難しくないよ。でも、同時となると難しいんだ。それに状況に応じて、魔力をぎゅーんって振り分けたり、術式の数値をぐぐっと調整したり……もう体に覚え込ませるしかないんだけどね」

　そうか……やはり、体術に関しても特訓は必要なのか。

「雅、使った魔法の名前を教えてくれないか？」

「えっとね、最初の加速は『駿足鬼ストライド』。パワーアップの魔法でも代用できるけど、別々の方が効果が高いから。で、パワーアップは『魔導力マキシマイズ』。防御は『装甲鬼アルマード』」

　ん？　俺が知っている防御魔法と違うな。

「なあ、防御魔法って『魔障壁バリカーデ』じゃないのか？」

「それは楯たてみたいに使う場合。『装甲鬼アルマード』は身にまとうもの。カンタンに言うと、魔法の鎧よろいね。いくら攻撃力を上げても、耐久力を上げていないと、こっちの体が壊れちゃう」

「それは……恐ろしいな」

　雅は人差し指を、俺の胸に突き付けた。

「じゃ、ちゃっちゃと『恋人ラバーズ』のアルカナに訊きいてみて」

「分かった」

　俺は言われたとおり、アルカナに尋ねると、すぐに答えが返ってくる。

「……よし。全部の術式は理解した。一応だけど……」

　雅は不満そうな顔で腕を組む。

「まったく……なんでそんなに理解が早いの？　かわいくないなー」

　え？　怒られるのか？

「いや……でも、実践出来るかどうかは別だ。正直、俺は全然自信ないからな」

「だねー。いきなり出来ちゃったら、アタシの立場がないもん。マスターするのに、何年も修行したんだから」

「そうだったのか……実は真面目で努力家だったんだな。雅は」

「な……」

　雅の頰ほおが、ぽっと赤くなった。

「あ、アタシのことは別にいいし！　もうっ！　じゃあ次は実戦形式でいくよ！　ボッコボコにしちゃうからね！」

「えっ!?　マジで!?」

　スパルタ過ぎるだろ。と文句を言ったが、雅は聞く耳を持たない。照れているのか、怒っているのか分からない顔で、三つの魔法を発動する。

「練習試合だからね！　本気でかかってこないと、ズーンって後悔するからね！」

　雅はやる気満々で、シャドーボクシングをしている。その拳が速過ぎて全然見えない。

「やらなきゃ俺がサンドバッグにされちまうな……」

　まずは『駿足鬼ストライド』の術式に魔力を送り込む。体の中に作ったばかりの魔術機構が活性化し、それにより発生するのが、魔法陣。

　魔術式が目に見える形で表現されたもの、とも言い換えることが出来る。すなわち、魔術式と魔法陣は、ほぼイコールだ。

「お、さすがユート！　もう『駿足鬼ストライド』を実行させたんだね！　でも、気を付けてよ。『装甲鬼アルマード』を発生させずにドッカーンとぶつかると、ぐちゃぐちゃだからね！」

「それはシャレにならないな……」

　既に発動している『駿足鬼ストライド』を維持しながら、『魔導力マキシマイズ』を実行する。

　今ひとつ実感はないが……体の中の魔術機構が動き出しているのを感じる。

　ん？　これは……？

　体の中の魔力の流れを追ってみる。それらは細かな部品を経由して、一つのつながりになっているようだ。しかし、その途中で『駿足鬼ストライド』の魔術機構を流用している。

　──なるほど。今までは一つの式で一つの塊だと思っていたが、それは違う。魔術機構は一つ一つが細かなパーツの集合体なのだ。

　魔術式の文字や図形の一つ一つに対応したパーツが組み合わさることで、魔術の効果を発動させる。

　いわば、魔術式は設計図。

　そして魔術機構は部品だ。

　部品を組み合わせることで、一つの魔法となる。その設計図が複雑であればあるほど、魔術機構の部品が多ければ多いほど、出来上がる魔法は巨大で、強大なものとなる。

　──コツがつかめてきた。

『魔導力マキシマイズ』の魔術式も完成させ、魔法陣が体の内側を流れる。

「よし、行くぞ！　雅っ！」

　床を蹴ると、一瞬で雅の前に迫った。

「えっ!?」

　慌てる雅に向かって、手の平を出す。さすがに女の子にパンチは気が引ける。手の平で体に触れたら、勝ちということにさせてもらおう。

「うそ！　もう出来てるっ!?」

　驚いた顔で、雅は俺の手を払った。

　もし『装甲鬼アルマード』が働いていなければ、その一撃で腕の骨など粉々になっている。

　よし！　一応三つの魔法を同時に運用出来ている！

　だが、まだ雅のレベルには達していない。俺の攻撃は完全にガードされ、こちらの手足の方が痛くなってきた。

　しかし──、

「もうっ！　アタシにもメンツがあるんだからっ！」

　雅が攻撃に転じた瞬間、隙が出来た。

「そこだぁああああ!!」

　唯一開いた扉、そこに迷わず手の平を突き出す。

　すると、全ての衝撃を吸収するような弾力、そして手の平を包み込むような柔らかさを感じた。

「なっ!?」

　敵の攻撃を和らげる緩衝魔法──ではなく、おっぱいだった。

　──しまったぁあああああ!!　ガードの開いた先に何があるかまで、考える余裕がなかった!!

　雅のパンチが途中で止まっている。俺に握られた自分のおっぱいを見おろす顔が、かーっと赤くなってゆく。

「きゃぁあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　俺から離れ、おっぱいを守るように自分の体を抱きしめる。

「だ、だからっ、あれほどユートから、さわんないでって！　言ったのにっ!!」

「す、すまん！　ごめんっ！　わざとじゃないんだ」

　だが……よく考えてみると妙だな？

「あー……でも、雅？　俺がこう言うのも何だが、普段自分からあれだけ押し付けておいて、何でそんなに恥ずかしがるんだ？」

「じ、自分からするのはいいの！　心構えもしてるし！　さ、されるのは、は、ハズかしいし、よ、予測出来ないから、か……感じ、過ぎ、る……というか……」

　最後の方はよく聞こえなかったが、とにかく本当に恥ずかしそうだ。もしかしたら、いつもは結構無理してるのか？

　そんなことを考えながら雅の赤い顔を見つめていると、その表情が怒りを含んだものに変わる。

「もー今日は厳しくいくんだから！」

　大股で俺に近付くと、手首をつかまれた。

「うわっ!?」

　俺の体が宙に浮いた。

　投げられる!?

　やはり雅の技は凄い。まだまだ学ばなければならない。だが、ついて行けば、必ず俺は強くなる。

　──偶然、投げられた俺の足が、雅の足を引っかけた。

「!?　ひゃぁっ!!」

「うおぉっ!?」

　床に倒れた俺の上に乗っかるように、雅も倒れる。

　しかも、頭の位置が逆。俺の股間に雅が顔をぶつける。そして俺の顔にも、スパッツの股が押し付けられ──、

「んんんぅ!?」

「きゃぁあんっ♡　や、そこグリグリしないでっ！」

「す、すまない！」

「あぁん！　もうっ！　大人しく投げられなよっ!!」

「ぐ、偶然なんだ！　雅の投げを防ぐなんて、俺には出来ない」

「そんなこと言って、アタシのこと大したことないとか思ってるんでしょ！」

「むぐっ!?」

　勢いよく、俺の顔にお尻を落としやがって！

　さっきこの手で確認した、巨大な尻が俺の顔を容赦なく押し潰す。もう『装甲鬼アルマード』が起動していないので、正直かなりこたえる。息が詰まりそうになりながらも、俺は必死で弁明した。

「違う！　雅のことは尊敬している。俺に出来ないことが出来る。それに教え方だって上手うまい。雅のおかげで俺は強くなれる！」

「ふぁうっ♡！　う、うれしいけどぉ、そこで喋らないでぇ！」

　雅が腰を浮かせると、息が楽になった。代わりに、股間のドアップが俺の目の前数センチのところで止まっているが。

「で、でも……ユート。アタシのことビッチとか思ってるんでしょ？」

「思っていない。雅は格好は派手でも、中身は違う。さっきのやり取りでも、それは分かる。雅はとても真ま面じ目めで、本当は身持ちの堅い女の子だ。見た目で判断して、雅をビッチなんて言う奴やつは、人を見る目がなさ過ぎる」

「ユート……」

「俺にビッチっぽく迫っていたのも、多分俺を試していたんだろ？　立場を利用して、欲望を満たすような人間なんじゃないかって」

「……」

「すぐに信用してもらえるなんて思っちゃいない。でも、もう自分の体を張るようなことはやめてくれないか？　雅は俺の大切なカードだ。嫌な思いをして欲しくない」

「べつに……アタシは……」

「だから、どいてくれないか？　特訓の続きを頼む」

　雅からの返事は、なかなかもらえなかった。

　やがて、かなり時間をおいてから、ぽつりとつぶやく声がした。

「……やだ」

　へ？

　再び俺の股間に、雅が顔をうずめた感覚。

　そして、先程よりはそっと、俺の顔に雅の股間が押し付けられた。

「み、雅？　だからもう、こんなことしなくても──」

「う、うるさいっ！　ユートは黙ってアタシにされてればいいんだから！　そう、これは、おしおき！　おしおきなんだから！　それに……ついでに『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』で癒やす！」

「おしおきなのか、癒やしなのか、どっちなん──ぐぅっ!?」

　再び強く、顔に乗られた。

　拷問か!!

　十五分後にやっと解放され、それからたっぷり二時間、組み手と癒やしを交互に行った。

　そのときの雅は妙に嬉うれしそうで、なんとなく今までの笑顔とは、少し違う気がした。

　……が、正直、疲れ果てた。
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　雅との特訓を終え、トレーニングルームのシャワーを浴びながら、俺は不安に苛さいなまれていた。

　俺は本当に強くなれるのだろうか？

　この特訓を続けて、あのアスピーテに勝てる日が果たして来るのだろうか？

　全然、そんな気がしない。

　確かに進歩はしていると思う。だが、それ故に分かる。俺とアスピーテとの差が。

　一ヶ月や二ヶ月特訓をしたところで、どうにかなるものではない。

　一体、リゼル先輩たちはどう思っているんだろう……？

　もしかしたら、本当はもうあきらめているのではないか。

　そんな思いに駆られたとき、外で話をする声が聞こえた。

　雅？　一体誰と話をしているんだ？

　シャワーのお湯を出しっぱなしにして、そっと扉に耳を付ける。

「それで、ユートの進歩はどう？」

　……この声は、リゼル先輩？

「想像以上だね。さすが魔王候補だよ」

「そうなると目ざとい敵は、そろそろ襲ってくるかも知れないわね……」

「ですです！　れいなも、昨日の夜の警護で妙な気配を感じました！」

　れいなもいるのか……って、夜の警護って何の話だ？

「ねーセンパイ。今日からユートの警護は、人数増やした方がいいんじゃない？」

「そうね……ひとまずうちの配下の悪魔を手配しましょう」

「アタシ二日連続くらいならいけるよ？」

「れ、れいなも、れいなもです！」

　まさか……俺が寝ている間、みんなが寝ずの番で俺を守ってくれていたのか？　じゃあ、雅が俺のベッドにいたのも、俺を守るため……？

　ショックだった。

　何も知らず眠っている間、みんながそんなことを……。

　どこまで俺はみんなに助けられ、守られているんだ。

「それも検討するけど、いざという時に私たちが力を発揮出来ないと意味がないわ」

「だけどさ、ユートがやられちゃったら……アタシたち終わりだし」

　──え？

「次の魔王大戦で、また『恋人ラバーズ』が負けたら……れいなたちも、貴族の資格を失っちゃうですよね……？」

　な……なんだって？

「ええ。特定のアルカナに帰属している家の宿命よ。安定した身分が保障されるけど、一定以上の敗北が続くと貴族の資格を失う。そういうルールよ」

「あーあ。そしたらアタシは、どっかのスケベな貴族のおっさんに売られちゃうのかな」

「それは私も同じよ。どこかの貴族に買われる──れいな、泣かないで。まだそうなるって決まったわけじゃないわ」

　なんだよそれ……そんなの、一言も──、

「でも、このことはユートに言ってはダメよ。変に気を遣わせちゃうから」

「そうだね。今は強くなることに集中してもらわないと」

「ですです」

　俺は──何てバカなんだ。

　みんなが寝ないで守ってくれているとも知らず、吞のん気きに寝ていた。

　みんながそんな追い詰められた状況にいるのも知らず、アスピーテとの差に泣き言のようなことを考えていた。

　俺は……俺は、なんて甘ったれの、ダメな男なんだ！

　一度でも、みんなはもうあきらめているのでは？　なんて疑った自分を、ぶん殴ってやりたい。

　すぐに扉を開けて、謝りたい。

　でも──、

「でもさーアタシ、なんかユートは魔王になるって気がしてるんだ」

「あら？　どうしたの？　ユートのこと誘惑するようなことをして、あんなに疑っていたのに」

「あ、あれは、ちょっと試しただけっていうか……そ、そういうセンパイはどうなのさ!?」

「私？　私は確信してる」

　──リゼル先輩。

「次期魔王は──ユートよ」

　……俺がすべきことは、ここで飛び出して行くことでも、みんなに謝ることでもない。

　ここまで俺に知られないように気を遣ってくれている、その気持ちに水を差すことでもない。

　──俺が誰よりも強くなることだ。

　そして、なるのは次期魔王。

　みんなを救うために。

　俺はそっとシャワーに戻り、お湯を止めた。

　わざとらしく物音を立てて、着替えをし、これから出て行くアピールをする。

　ドアを開けて外へ出ると、俺は今気付いたように驚いた顔をする。

「あれ？　リゼル先輩……」

「ユート、お疲れ様。ちょっと様子を見に来たの」

「ユートさん、ユートさん。お疲れじゃないですか？　どこか痛めてないですか？　マッサージでも──」

　相変わらず、心配し過ぎというか過保護というか。

「はは、大丈夫だよ。ありがとう。れいなも来てくれたんだ」

「ですです。ユートさんに教えるのはまだ先ですけど……」

「え？　れいなも俺の講師になってくれるの？」

「ですです！　れいなは剣を教えます」

「へえ……それは楽しみだ」

　そう微笑ほほえみかけると、れいなは顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

「そ、そんな、そんな！　は、恥ずかしいです……」

　急に雅の腕が首にからみ、ヘッドロックをかけられた。

「こらーユート！　れいなのロリボディに癒やされるのを期待してるなー？」

　へ……あぁっ!?

「ち、違うんだ、れいな！　そんな意味じゃなくて！　雅も放せって！」

　でかいおっぱいが顔にあたる！

　その後、リゼル先輩と雅が言い争いをして、れいながいつも通りわたわたしていた。

　これが今の俺の日常。

　俺は雅に首を絞められながら、決意を新たにしていた。

　みんなが俺を守ってくれるように、俺もみんなを守れるようになるんだ。

　そして、魔王大戦に──勝利する。
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　翌日、またもリゼル先輩の車で送ってもらい、俺は教室に入った。

「……あ」

　今まで空席だと思っていた席に、包帯を巻いた男子生徒が座っていた。

　相手は俺に気付くと、忌々しそうな顔で目をそらした。

　俺はその男子生徒に近付くと、声をかけた。

「ゲルト。もう大丈夫なのか？」

「……うぜえな」

　まあ、そうだろうな……。

　きっと俺に話しかけられるのも、ムカつくんだろう。そっとしておく方がいい。

　そう思って自分の席に戻ろうとすると、

「何で……俺を助けようなんて思ったんだよ」

　そっぽを向いたまま、独り言のようにゲルトがつぶやいた。

　俺もまたゲルトに背を向け、誰にともなく言った。

「──別に。お前も主人の力になろうと思ったんだろうし、認めて欲しかったんだろ？　それなのに、あいつらはその気持ちを踏みにじった。負けた仲間を助けるどころか、逆にリンチにかけた。それが許せなかった。ただそれだけだよ」

　吐き捨てるようなゲルトの返事がした。

「ケッ、きれいごとを言いやがって」

　振り向くと、俺を睨にらむゲルトの目があった。

「きれいごとついでに、戦いが終わったらノーサイドってのはどうだ？　同じクラスなんだし、友達になってもいいんじゃないか？」

「んだそりゃぁ!?」

「いや……ほら、よくあるじゃないか。拳で語り合って、お互いを理解して友達になるって展開」

「いつの時代の少年マンガだ！　馴なれ合うなら、他の連中としろ！」

　やっぱり、そう簡単にはいかないか。

「トボケた人間が……ったく、余計なことしやがって」

　そうつぶやくと、ゲルトは俺を無視するように顔を背けてしまった。

　俺は肩をすくめると、今度こそ自分の席に向かった。

　その背後で、

「何がダチだ……ふざけやがって」

　という声が聞こえた気がした。
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　その後もゲルトは大人しく授業を受けていたが、三時間目が終わるとカバンを持って堂々と出て行った。サボり方が堂に入っていると、妙な感心をしてしまった。

　俺はといえば、普通に授業を受け、放課後はリゼル先輩との特訓。ありがたいことに、車で家に送ってもらった。

「いつもすみません」

「気にしないで、ゆっくり休みなさい。それと危ないから、夜は外を出歩かないこと。いいわね？」

　普通なら子供じゃあるまいし……と思うところだが、恐らくは俺を狙う魔王候補を警戒してのことだろう。

　俺は素直にうなずくと、家の中へ入った。

「あら。お帰りなさい。ちょうどご飯が出来たわよ」

　リビングを覗のぞくと、父さんもいる。今日は早めに帰ってきたようだ。

　早く着替えようと、二階の自分の部屋へ上がる。

　腹が減っているので、妙に気が急せいてしまう。慌てて制服の上着を脱ぎ、部屋着を出そうとした。そのとき、ふと窓の外の様子が目に入り──、

　──？

　外は真っ暗だった。

　思ったより早く日が暮れた──と、最初は思った。しかし次の瞬間、その異様さに気が付いた。

　窓の外が、本当に黒い。まるで墨で塗りつぶしたように。

「何だ、これ……」

　窓を開けようとするが、ビクともしない。

『警告──』

　突然、頭の中で『恋人ラバーズ』のアルカナの声が響いた。

『脅威が近付いています。危険指数４。速やかな撤退を推奨』

「……まさか」

　──他の魔王候補の襲撃!?

「母さん！　父さん!!」

　階段を駆け下りる。リビングに飛びこむと、床に倒れた母さんと父さんを前に、夕食の唐揚げを食っている男がいた。

「いい歳としして、かーちゃん、とーちゃんとか言ってんじゃねーよ。クソ人間」

「てめえ……」

　魔王学園の制服にフード付きのパーカー。フードを深く被かぶっていて、顔がよく分からない。しかしどこか病的で、三日月のようにつり上がった笑みが不気味な男だった。

「一体何の用だ!!　俺に用があるなら、直接来い！　家族を巻き込むな！」

　その男は、食いかけの唐揚げを、ペッと吐き出し、おかずの載った皿を壁に投げつける。皿が割れる音が響き、破片と唐揚げが飛び散った。

「イキってんじゃねーよ、クズが。ここ数日てめーのことを見てたけどな、魔王候補だなんてウソだろ？　ただの人間にしか見えねーぜ」

「ただの人間を何日も監視かよ。ずいぶんと警戒するじゃないか」

「あ？　てめーなんぞどーでもいいぜ。ったく、ゲルトもキルガもクソの役にもたたねークソ野郎どもだ。何でこんなクズに……」

　──とすると、

「お前はアスピーテの手下か」

　そいつはテーブルの端に手をかけると、思いっきりひっくり返した。母さんが作ってくれた夕食が床にぶちまけられた。

「口の利き方がなってねーな！　『様』をつけろやぁああ！」

　フードの下から狂気に歪ゆがんだ瞳が覗く。

「俺様は『世界ワールド』のエース、廃田クルザ」

　エースだと!?　ってことは、『世界ワールド』のナンバー２ってことか！

　恐怖と焦りが俺の中で沸き上がり、冷や汗が滲む。

「……そんな実力者が、何日もご苦労なことだな」

「あー？　利いた風な口きいてんじゃねぇぞ。リゼルたちに気付かれないように、この家に術式を仕込める奴やつなんて、そういねーんだよ」

　家に術式？

「外が真っ暗なのも、窓が開かないのもそのせいか」

「ったりめーだ。この家はいわば別空間よ。外からは入れるが、中からは出られねー」

　そうか……れいなが感じていた妙な気配は、こいつだったのか。

「この家は罠わな。てめーはエサだ。クソみてーなエサだけどな、あのメスどもを呼び寄せるには十分だろうぜ」

「な……」

　こいつの狙いは俺じゃない。リゼル先輩たちか!!

　その時、勢いよく玄関の扉が開く音がした。

「ユート!!　大丈夫!?」

「ユートっ！」

「来ちゃダメだ！　先輩!!　雅っ!!」

　そう叫んで廊下に飛び出したときには、リゼル先輩と雅はもう家に上がっていた。

「はぁ～い、二名様ごあんなーい」

　廃田の声に反応し、金庫の扉が閉まるような重厚な音を響かせて、玄関の扉が閉まった。

「先輩！　雅！」

　駆け寄る俺を見て、リゼル先輩は安心したように笑みを浮かべた。

「ユート、よかった……無事だったのね」

「ここにいちゃマズいです！　敵の魔術式で、家全体が罠に──」

　突然、全身の力が抜けたように、リゼル先輩と雅が膝をついた。

「ど、どうしたんですか!?」

「わ、分からないわ……魔力が、吸い取られているみたい……」

「ア、アタシも……体に、力が入らないよ……早く、脱出しないと……」

　そう言う間にも、二人の声から力が失われてゆく。

「ひゃははははっは！　この魔術式はなぁ、その二人の魔力を吸い取るように出来てるんだよぉ」

　廃田が廊下に姿を見せた。

　今や完全に床に倒れたリゼル先輩が、険しい顔で廃田を見上げる。

「廃田……やはりアスピーテの差し金ね」

「ひひひひひひ、お前はアスピーテ様に献上するがな……みやびぃ、おめーは俺のものだ」

「ひぅっ!?」

　倒れた雅の顔が、一瞬恐怖に歪む。

「クソエロい体で誘惑しやがってよぉ。望み通り、徹底的に調教してやっからな」

「な……そ、そんなの望んでるわけないでしょ！　バカじゃないの!?」

　くそ……っ!?　どうすればいい!?

　今動けるのは俺だけだ。俺が何とかしなければ！　あんな野郎に二人を奪われてたまるか!!　考えるんだ！　二人を助けるために!!

「ユート……」

　弱々しい声で、リゼル先輩が俺の名を呼んだ。

「先輩!?」

「この魔法は、外からなら脆もろいわ……脱出して、外から家の一部を破壊するの……そうすれば、みんな助かるわ」

「でも、完全に閉じ込められてるんですよ！」

「ひゃははははは！　そのクソの言うとおりだぜ。空間が一方通行になってんだ。転移でもしねー限り、無理無理」

　──転移？

　そういえば、雅が俺のベッドにもぐり込んだときに言っていた。

『そんなの転移魔法に決まってるじゃん』

　確か、超高度な魔法で雅にも無理だって……そんなの、俺に出来るはずが……。

　──だが、やらなければならない！

　俺は胸のアルカナに手を触れた。

「教えてくれ！　『恋人ラバーズ』のアルカナよ！　俺に、転移魔法を!!」

　廃田がバカにしたような表情を浮かべた。

「はぁ？　そんなもんアルカナが教えてくれるワケねーだろぉ」

　俺の耳に、アルカナの声が響く。

『「空間転移トランザート」を覚えました』

　だがその声は廃田には聞こえていない。

「そもそもてめーに使いこなせるわけねー。膨大な魔力もいるしなぁ。ひははははは！」

「……ユート」

　リゼル先輩と雅は必死に体を起こすと、俺の右足と左足にすがり付いてきた。太ももに二人の胸の感触。その柔らかさを通して、温かい力が流れ込んでくる。吸い取られ、わずかに残った魔力。その全てを俺に送り込んでくる。

「あなたを……信じてるわ」

「できるよ……ユートならっ！」

　二人の体から力が抜けた。俺から腕を放し、意識を失ったように廊下に倒れる。

　──先輩、雅。

　なけなしの魔力を、俺に……。

「く……っ!!」

　俺は奥歯を嚙かみしめ、覚えたばかりの魔術式に二人の魔力を流し込む。

　雅が言っていた通り、複雑で広大な魔術式だった。この世の摂理を違たがえる魔法だけのことはある。だが──出来る！

　俺には、みんながついているから!!

　術式の隅々に魔力が行き渡った瞬間──、

「うあっ!?」

　俺は庭先に立っていた。

「……く」

　魔力を使いすぎて、目まいがする。

「まだだ！　ここで倒れたら、全てが手遅れになる！」

　威力は小さくていい。燃やすのではなく、爆破する魔法を！

『「爆裂デトネイト」を覚えました』

　俺は残った魔力をかき集め、魔術式を作り上げる。

　玄関に向かって、手を広げた。

「『爆裂デトネイト』!!」

　玄関に魔法陣が輝き、次の瞬間、光が弾はじけた。

　爆音が轟とどろき、玄関が吹き飛ぶ。

「やった!!」

　これで廃田の術式を破ったはず……っ！

「先輩!!　雅!!」

　俺の呼びかけと同時に、二階の屋根が吹き飛んだ。そして夜空に、二つの影が舞う。

　廃田、そしてもう一つは肉感的なシルエット。

「俺に逆らうんじゃねぇ！　雅ぃ!!」

「あんたなんか、名前を呼ばれるだけで寒いわよっ!!」

　拳が交錯し、火花が散った。

　二人の影は弾かれるように離れ、別々の家の屋根に着地する。

「次こそ俺のモノにしてやっからな！　体を磨いて待っていやがれ！　クソビッチ!!」

「な……」

　雅が怒りを爆発させる前に、廃田の体が消えた。

「ユート！」

　煙が舞う玄関から、リゼル先輩が飛び出して来た。

「先輩！　良かった、無事だったんですね」

「ええ、ユートも……ありがとう。助かったわ」

「そんな……お礼を言うのはこっち──」

「あーもう！　ごめん！　逃がしちゃった」

　雅が庭に降りてきた。

「何にせよ、二人とも無事で良かったよ……」

　ぐらりと、視界が傾く。

　魔力の使いすぎだ。地面に倒れる衝撃に心の準備をしたが、代わりに柔らかい感触が俺を受け止める。

「先輩……雅」

　二人が、左右から俺の体を支えてくれていた。

「よくやったわね。偉いわ、ユート……文句なく満点よ」

「ホントだよ！　まさか『空間転移トランザート』まで使えちゃうなんて！」

「はは……二人のおかげだって。でも……まさか家が襲撃されるなんて」

　リゼル先輩は険しいまなざしで、玄関を爆破された俺の家を見つめた。

「お披ひ露ろ目めが近いから、その前に手を打とうとしたのね……」

「お披露目、ですか？」

「ええ。ユートが正式に魔王候補になったことを、他の候補たちに認めさせるの」

「そんなのが……あるんですか？」

「校長の指示よ。人間が魔王大戦に参加するのは初めてだから、後から文句を言われないように、最初に他の参加者の承認を得た方が良い、という判断らしいわ」

　とすると、他の候補者の前に出て、注目を浴びたりするのか？　二十一人もの、化物たちの前で？

「なんか、緊張しますね……あ」

　足に力が入らなくて、膝をついた。

「詳しいことは後で話すわ。今はユートを癒やすのが先よ」

　リゼル先輩が体を密着させると、雅も同じように体を押し付けてきた。

　膝をついたので、ちょうど二人のおっぱいに顔を挟まれる格好になる。四つのおっぱいからは、甘くとろけそうな香りがした。

　何という至福。

　何という気持ちよさ。

　身も心も癒やされる。

　しかも、先輩に頭をよしよしと撫なでられる。

　控えめに言って最高だ。

　顔の左右から、マシュマロのような柔らかい物体が、意外なほどの重量感と圧力をもってむにむにと押し付けられる。

「センパイ。そんなにおっぱい押し付けないでよ。アタシの面積が小さくなるし」

「雅、あなたこそ少し控えめにして。同じように押し付けると、あなたの方が広くなるんだから」

　……なんか言い争いを始めたぞ？

　俺の顔を土俵にしたおっぱい相撲は、近所の人が通報した消防車が駆けつけるまで続いたのだった。
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　一週間後、ついにお披露目の夜がやって来た。

　場所は魔王学園の体育館。

　俺はめちゃくちゃ緊張して、入り口の扉の前に立っていた。

「だいじょーぶ？　ガッチガチみたいだけど」

　緊張をほぐすように、雅みやびが後ろから肩を揉もんでくれる。

「さんきゅ……正直、緊張してるけどな」

「が、がん、がんばって……く、下さい、で、ですですっ！」

　れいなも健けな気げに応援してくれる。でも何だか、俺よりも緊張してるみたいだが。

「それじゃみんな、行くわよ」

　リゼル先輩が扉を開き、俺に入るように促す。激しく脈打つ心臓を押さえながら、俺は体育館へと足を踏み入れた。

　……暗いな。

　明かりの消された夜の体育館は真っ暗だった。その中に青緑色の光がまっすぐに伸びている。それが俺が歩く道筋らしい。

　俺は覚悟を決め、歩き出す。

　──確かに、いる。

　暗い体育館の中に、微かすかな明かりが灯ともっている。それは、床に浮かび上がった紋章。それぞれのアルカナ固有の紋章がほのかに光り、その上に立つ人影をうっすらと照らし出している。

　顔までは分からないが、その姿が他の魔王候補であることは確かだ。

　魔王のアルカナは全部で二十二枚。しかし、ここに集まっているのは、その半分以下。

　他の魔王候補はどうしたのかは分からない。俺のような人間なんか、見に来る価値もない、ということなのかも知れないが。

　光の線の上を歩いて行くと、紋章だけが光り輝く場所があった。

　あれが、『恋人ラバーズ』の紋章。

　その上まで行くと、俺は足を止めた。大体、体育館の真ん中あたりだろうか。

　俺の後ろには、リゼル先輩、雅、れいなが並ぶ。

「ユート。口上を」

　リゼル先輩に促され、俺は声が震えないように気合いを入れて、腹から声を出した。

「俺は盛もり岡おか雄ゆう斗と！　『恋人ラバーズ』のアルカナに導かれ、魔王候補となりし者なり。この身が滅びて悔いはなく、心折れて悲哀なし。我が望みは魔王大戦に挑み、王座を得ることなり。恐れなくば、我が参戦を認めたまえ」

　静寂。そして──、

「気のせいかしら？　身分の紹介がなかったんだけど？」

　どこからともなく、綺き麗れいな声が響いた。

　やっぱり、そこをツッコまれるか……。

「身分はない。敢あえて言うなら、人間だ」

　また静寂。しかし今度は、どこか空気が波打つような気配を感じる。

　人間の魔王候補は認めない、って言われたらどうしよう？

　そう思った時、リゼル先輩の心ここ地ち好よい声が聞こえた。

「我が主あるじ、ユートは紛れもなく『恋人ラバーズ』のアルカナに選ばれ、魔王大戦への参加資格を有しています。その選択に異を唱えるのは、魔王のアルカナ、ひいては魔王大戦そのものを疑うということ」

「──へえ。姫ひめ神かみリゼルともあろう者が、随分とその人間を高く買っているのね」

　紋章の一つが輝きを増し、綺麗な声の主を浮かび上がらせた。

　それは恐らく俺と同学年の少女。

　プラチナブロンドに近い薄茶色のロングヘア。暗闇で光る勝ち気そうな緑の瞳。その立ち姿からは、自信が滲にじみ出ている。

　周りで星が輝いているかのような、美しく、華のある美少女だった。

　最近はリゼル先輩をはじめ、美少女と触れ合うことが多いのでだいぶ耐性が出来ているが、この子はオーラが違う。人を惹ひき付ける、不思議な魅力にあふれていた。

　……でも、どこかで見たことがあるような？

「リゼル先輩、あの人は……？」

　先輩の横顔に緊張が走る。それだけで、あの少女が只ただ者ものではないと分かる。

「『星スター』のアルカナを持つ魔王候補……本物の怪物よ」

　ぞくりと俺の背筋に寒気が走った。

「あら、怪物だなんてステキな褒め言葉ね」

　そう言ってその少女は、長い髪を梳すくように払い、挨拶をした。

「あたしは星ほしガ丘おかステラ。『星スター』のアルカナを持つ魔王候補よ。以後よろしく。『恋人ラバーズ』の魔王候補さん」

　透き通るような白い肌。人間離れした美しさ、そして色素の薄そうな容姿には見覚えがある。

「星ガ丘……ステラ？　って、まさか!?」

「あら？　やっぱり知ってる？」

　ぱちりとウインクをしてみせた、その顔は間違いがない。

「知ってるも何も、アイドルの星ガ丘ステラ!?　え？　何で、こんなところにっ!?」

　今一番の売れっ子アイドルだ。テレビでもネットでも、彼女の出演する番組やＣＭを見ない日はない。

　唄を歌えばオリコン一位。映画に出れば興行収入ナンバーワン。文句なく、国民的アイドルの一人だ。そんな彼女が、何で魔王学園に!?

　慌てる俺を見て、星ガ丘ステラは笑い出した。

「あははははは、いいリアクションありがと。キミいいね、ちょっと気に入っちゃったわ」

　笑いすぎて涙が出たのか、星ガ丘ステラは指先で目じりを拭きながら答える。

「なぜあたしがここにいるかっていうとね……そんなの、あたしが魔王候補だからに決まってるでしょ？」

　それは当然の答えだった。けど、それが何よりも驚きだ。

「まさか……星ガ丘ステラが魔族だったなんて」

「あ、でもこれオフレコだからね？　ＳＮＳとかでつぶやいたら……」

　ふっと微笑ほほえむアイドルスマイル。しかしその瞳に、死の星が輝いた。

「殺しちゃうからね♪」

「……っ!?」
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　凄すさまじい恐怖が俺を貫き、ナイフのような殺気が俺を斬り付ける。

　すかさず、リゼル先輩が俺の前に立ちふさがった。

　それを見て、星ガ丘ステラは肩をすくめた。

「大丈夫よリゼル。今ここでやり合う気はないから。それと、あたしのことはステラでいいわ。いちいちフルネームで呼ばれるのは、ちょっとね」

「あ、ああ……」

　先程の殺気がウソのように、ステラは広告や番組で見せる笑顔を振りまいた。その輝かしさは、まさにスターだった。

　ステラは周囲の闇を見回した。

「あたしは認めるわ。だって否定する必要はないもの」

　闇からの反応はない。

「みんなもそうでしょ？　だって、人間ならおいしいじゃない。自動的にライバルが一人減ったようなものだし」

　──な。

　驚く俺の顔を見て、ステラは片目をつぶってみせた。

　……確かに、その通りだ。

　俺は他の悪魔たちと比べて大きく劣っている。だから、単なる星稼ぎ要員と思われても仕方がない。むしろ、今はそう思われて上等。

　他の候補が舐なめてかかってくれれば、俺はスタートラインに立てる。

　ステラが言ったことは事実であり、そして他の候補も、俺も、反対する必要のない発言だった。

　星ガ丘ステラ……頭も切れる。底が知れないな。

「あの……承認、します」

　随分と控えめな声だった。

「ほら、ネイトは認めたわよ？　他の連中は後れを取っていいの？」

　ネイト……という悪魔なのか。ステラと顔見知りらしいが、どんな人なんだろう？

　紋章がもうちょっと明るくなれば、姿が見えるんだけどな……と思っていると、

「承認する。だが『恋人ラバーズ』はアルカナの中では最弱。参戦は自由だが、早めに降参することを推奨しよう」

　闇の中から、そんな声がして紋章が一つ消えた。

　誰かが一人、帰ったということか……それにしても、最弱とか言われたけど、マジ？

「承認」

「承認します。それにしても人とは……せめて強いアルカナであれば、まだ戦えたものを……」

「どんなアルカナでも、人間じゃ……承認」

　続けて声が上がり、次々と紋章が消えて、残ったのは──、

「認めてもいい……だが、条件がある」

　紋章が明るく光り、『世界ワールド』のアスピーテを浮かび上がらせる。

「うちのカードが、どうしても手合わせしたいそうだ。もしカード一人に後れを取るようであれば、魔王大戦など元より無理な話。もし勝てば、参戦を承認しよう」

「他の魔王候補はみんな賛成しているのよ。一人だけ反対したところで、そんな条件飲めるわけが──」

　反論しようとしたリゼル先輩を俺は押おし止とどめる。

「分かった」

「ユート!?」

　驚くリゼル先輩、雅、れいなだが、俺は引くつもりはなかった。なぜなら、俺もそいつと戦いたいと思っているからだ。

「それで、手合わせはいつにするんだ？」

「今からにきまってんだろぉおがぁああああああああああああああああっ!!」

「!!」

　天井から廃はい田だが襲いかかってきた。

「みんな伏せて!!」

　咄とつ嗟さにリゼル先輩が上に片手を伸ばす。瞬間的に防御魔法の『魔障壁バリカーデ』が張られた。

「それがどうしたぁあああああっ!!」

　廃田が叫ぶと『魔障壁バリカーデ』が歪ゆがんだ。魔法が反発し合っているのか、廃田の体は宙に浮かんでいる。

　俺の体に、ぞくりとした寒気が走る。周囲の様子がおかしい。妙な魔力に取り囲まれているような、追い詰められているような感覚があった。

　リゼル先輩の顔色が変わった。

「!?　雅っ！　ユートを!!」

「らじゃっ！」

「うおぅ!?」

　雅に襟首をつかまれ、引っ張られる。

　瞬間的にもの凄すごい加速度を感じ、気付けば十数メートルを移動していた。れいなも、少し離れた所にいる。それを確認すると、リゼル先輩も真横に飛んだ。

　次の瞬間、さっきまで俺たちが立っていた床が、ごっそりと削り取られた。

「何だ……あれは」

　見えない巨大なスプーンで、床をアイスの如ごとくくり抜いた──そんな印象だった。

　半球形にくり抜かれた床は宙に浮き、その上に廃田が立っている。

「ひゃはははっは！　驚いた？　驚いたかよ、これが俺の固有能力『禁止結界キープアウト』よ！」

　雅が廃田に対して、拳を上げて構える。

「アイツ……結界を武器に使ってる」

　結界だと？　あれが……か？

　リゼル先輩が廃田から視線を外さずに、俺たちのところへやって来た。

「ええ、恐ろしく強力な結界よ。強引に結界の中と外を分ける力を持っている。もし、あれに体の半分だけを取り込まれたら……」

　れいなが震え上がった。

「ま、まさか、体が、はんぶんに……」

　地響きを立てて、くり抜かれた床が落下した。

「ははははっははは！　そのとおーりだ!!　体のどこだってくり抜いてやるぜ？　どうよ、みやびぃ？　そのでかい胸をくり抜いてやろうか？　ひゃははははっ！」

「く……そんなこと、させるわけないでしょっ！」

「出来るんだよ、俺には。ったく、いつもドエロい体を見せつけやがって、このビッチが。素直に俺のモノになりゃあ、可愛かわいがってやるけどよぉ……逆らったら、二度と男を惑わせないようにエロいパーツだけくり抜いてやるぜ」

　雅の頰ほおに冷や汗が流れる。

「あんた……サイテー……」

「何とでも言え。あと一時間後には、てめーは俺の性奴隷だ。どっちにしろ、そこの人間が負ければ、お前は売られるんだ。早いか遅いかの違いだろーが」

「……っ!!」

　雅が奥歯を嚙かみしめる。前に出した拳が震えている。

　確かに雅は強い。でも、どれだけ強くたって、恐怖を感じないわけじゃないんだ。

　リゼル先輩の顔に、明らかな怒りの感情が浮かんでいる。

「覚悟しなさい、廃田……あなただけは、許さない。生まれてきたことを、後悔させてあげる」

　リゼル先輩の瞳が青く輝いた。

　その殺気に、その迫力に、正直ビビッた。でも──、

「待って下さい、リゼル先輩」

「ユート？」

「ご指名ですから、俺がやります」

「……っ！　アスピーテの言うことなんて聞く必要はないわ！」

「ですですっ！　戦うにしても、れいなたちカードも一緒に戦います！」

　だが、俺は一人で前に出る。

「廃田、よくも俺の家を襲ってくれたな。関係のない父さんや母さんまで巻き込みやがって……」

「巻き込む？　てめーは歩くとき、足下の虫や微生物のことを心配すんのかよ？」

　──この野郎。

　俺は体の中で魔術式を組み立ててゆく。

　一つ、二つ、そして……三つ！

　次の瞬間、俺は廃田の目の前にいた。

「──へ」

　渾こん身しんのパンチを廃田の顔面にブチ込んだ。

「ぐはぁおおおぁあああああっ!!」

　廃田の体が奇妙な回転をして、体育館の壁に叩たたき付けられた。

「ユート！」

「やったぁ！　バシッとキメたね！」

「すごいすごいです！　ユートさんっ!!」

　みんなから喜びの声が上がる。

　しかし油断するには早い。

「てめぇ……クソが」

　廃田が立ち上がった。唇の端に滲にじんだ血を手で拭い、狂気にあふれた目で俺を睨にらむ。

「このクソヤロウがぁあああああああああああああああああああああっ!!」

　廃田が右手を前に出し、魔法陣を展開させた。俺もすかさず手を前に出す。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　廃田の炎を俺の障壁が防ぐ。凄まじい炎の量だ。防御魔法で防いでいるものの、俺の横と上、一メートルほどのところを炎が通り過ぎてゆく。それだけで、猛烈に熱い。このままじゃ炙あぶり殺される。

「ユートっ！　今助けに──」

「待ってくれ！　リゼル先輩!!　俺は自分の力で勝ちたいんだ！」

「な……何を言ってるの!?　そんな意地を張ってる場合じゃないわ！」

「そうだよ、ユート！」

「ユートさんっ！」

　しかし俺はうなずくわけにはいかない。返事をする代わりに、『駿足鬼ストライド』を発動させ、床を蹴る。

「う!?」

　俺の姿を見失った廃田に、俺は側面から殴りかかる。

「クソが！」

　さすがに今回は直撃は出来なかった。しかし、廃田の『獄魔炎フアイザード』を止めることには成功。廃田は一気に距離を取って、俺から逃れる。

　俺は廃田から目を離さず、背後のみんなに向かって話しかけた。

「みんな、俺を信じてくれ。アスピーテの言う通り、確かにあんな奴やつに勝てないようじゃ、他の魔王候補に勝つなんて夢のまた夢だ」

「……分かったわ」

「ちょ！　センパイまで!?」

　食ってかかる雅を、リゼル先輩は手で制した。

「でも、もし危なければその時は手を出すわ。それでもかまわない？」

「ああ」

「その時は、あなたはその程度のもの。みんなの王である資格なんてない……それでいいのね？」

「それでいい」

「な、何言ってんの!?　センパイもユートも!!」

「ですです！　れいなは……れいなは、そんなのいやです!!」

　れいなの涙混じりの声に、俺は心の中で詫わびた。

　でも、俺は──

「ユート」

　俺の背中に、リゼル先輩の手が触れた。魔力と共に、熱い想おもいが流れ込んでくる。

「勝ちなさい。絶対に！」

「はい!!」

　リゼル先輩の強い意志が、俺に気合いを入れた。

　俺は雅に教わった『駿足鬼ストライド』『装甲鬼アルマード』『魔導力マキシマイズ』を並列起動し、廃田に仕掛けた。

　しかし──、

「なに!?」

　俺の拳は空を切った。そして、背後で声がする。

「クソが！　んなもん、誰だって出来んだよ！」

「ぐあっ!!」

　背中に感じる衝撃。俺の体は前に吹き飛ばされ、床を転がった。

「ユートさんっ!?」

　れいなの心配そうな叫びに、俺はすかさず立ち上がる。

『装甲鬼アルマード』がなければ、背骨をへし折られていた。

「いくぜオラァ!!　人間の実力を見せてみろやぁ!!」

　廃田が信じられない速度で接近し、むちゃくちゃに拳と脚を叩き付けてくる。それは特に武術のようなものではないが、単純に速度とパワーが凄い。

　さすがは『世界ワールド』のエース。性格は最悪でも、実力は相当なものだ。

「ぐっ……!!」

　防御しきれず、パンチを食らう。

「ひゃぁはははっはは！　思い知ったか！　てめぇの身の程をよっ!!」

　雅に教えてもらった技術を、廃田はいとも簡単に、それも俺以上の魔力でやってのけた。クラスの一般の生徒には難しいものであっても、魔王候補やそれに仕えるカードにとっては、基本的な技術なのだ。

「てめぇも、てめぇを担ぐリゼルも雅も、無駄なんだよ！　魔王大戦に参戦すること自体が無駄なんだよクソが!!」

　俺は腕を振って、必死に廃田の拳をさばく。

「無駄かどうかなんて、やってみなきゃ分からないだろうが！」

「分かるに決まってんだろおが！　『恋人ラバーズ』のアルカナは最弱だ！　今までまともな戦績なんざ残したこともねえ！　完全な貧乏くじなんだよ!!」

「な……」

「あの女どもに騙だまされてんだよ！　てめーも『恋人ラバーズ』のアルカナも魔王の器じゃねえ。勝ち目がねえことくらい、あの女どもも分かってる。だからてめーを勝たせる気なんてねーんだよ。ただの暇つぶしと、俺たちへの当てつけだ!!」

　廃田のパンチを俺は手の平で受け止め、つかむ。

「違う」

「あ？」

「みんなは本気だ。そうでなければ、俺なんかを必死に説得したり、毎日訓練したり、夜も寝ないで守ったりしてくれない！」

　廃田の拳を握りしめる指に力を込める。乾いた音がして、廃田の拳がぐしゃぐしゃに潰れた。

「ぎゃぁあああああああああああああああっ!?」

　俺が手を放すと、廃田は信じられないものを見るような目で、砕けた手を見つめた。

「な……なんだ、てめぇ、この力は……」

「あんなに一生懸命、俺を支えてくれるみんなを、バカにするのは許せねえ!!」

　再び前に踏み込み、廃田を殴り付ける。

　ガードをするが、その腕をへし折った。

「ぐあああああああっ!?」

　明らかに『魔導力マキシマイズ』のパワーが格段に上がっている。

　俺の中にある魔力が明らかに変質していた。たった一滴の魔力──本来は小さな炎を灯ともすような魔力、それが町を破壊するような爆弾へと変わっていた。

　理由は分からない。

　だが、今は悩む時じゃない。

　今はただ、目の前の男を叩たたきのめす！

「く……調子にのんじゃねぇえぞ！　クソがぁああっ!!」

　廃田が折れた両手で魔法陣を作り上げる。さすがに凄すごい精神力だ。エースの称号はダテじゃない。

「気を付けてユート！　『禁止結界キープアウト』が来るわ!!」

「もう遅おせえ！」

「これは……っ!?」

　廃田の前に、幾つもの『禁止結界キープアウト』が浮かび上がる。

　一体幾つあるんだ!?　五個、いや十個……いつの間にこれだけの結界を用意したんだ。これに囲まれたら……逃げられない!!

「バックグラウンドでこいつを処理してたせいで、他の魔法が使えなくてよ……腕をこんなにされたがなあ！　百倍にして返してやっからなぁああっ!!」

　空間が歪ゆがんでいるせいか、耳鳴りがする。

　背筋が寒くなり、冷や汗が噴き出す。

　見えない恐怖がじりじりと迫ってくる。

「てめーにやられた体は、雅の体で返してもらうぜ。あの尻軽ビッチを徹底的に調教して肉便器にしてやるからよぉ！」

「ふざけんな！」

「んぁ？」

「雅は尻軽でもなければビッチでもない！　あいつのことをこれっぽっちも知らないくせに、自分の想像で他人を語るんじゃねえ！　雅は真ま面じ目めで他人のことを真剣に考えることの出来る、いい奴なんだ！」

　雅の方を見ると、目をうるませて俺を見つめていた。

「ユート……」

「知るかぁああ！　どっちにしろ、てめーはもう死ぬんだよ!!　先週の戦いで、てめーの力はもう見切ってる！　お前の魔力も魔法も、底が見えてんだよ!!」

『禁止結界キープアウト』が俺を取り囲む。もう逃げ場はない。だが──、

「それは一週間前の俺だろ？」

「なにぃ？」

　俺はこの一週間で身に付けた魔術式に、魔力を送り込む。

　何度も繰り返し練習して、今や破壊力も増大している。

「教えてやる！　人は成長するものだ!!」

　足下に魔法陣が展開。それは、俺が今まで使ったどの魔法よりも、大きく広がった。

「なっ!?　なんのつもりだ！」

　廃田は慌てて、俺の足下に目を凝らす。そして安心した顔で、せせら笑った。

「バカが！　この魔法陣『轟爆砕デトネーシヨン』だろうが！　そんなもん、『禁止結界キープアウト』に通用するかよ!?　別の空間として切り取るって学習できねーのかよ！　やっぱ人間はサルと変わらねーなぁ!!」

「確かにな。だが、お前ごと吹っ飛ばせば問題ない」

「……な!?」

　その瞬間、魔法陣が体育館の端いっぱいまで広がった。

　当然、廃田の足下も攻撃範囲だ。

「な、あり得ねえ！　こんなデカい『轟爆砕デトネーシヨン』なんざ、発動するわけ──」

　足下の魔法陣から、凄すさまじい閃せん光こうが走る。

　そして衝撃波が真上に向かって駆け上がった。

「なゃぐっ────────っ!!」

　巨大な爆発は、『禁止結界キープアウト』もろとも廃田の体を一気に天井まで跳ね上げた。

　廃田の全身にかかった圧力は想像を絶する。そして結界を施してあるはずの天井を突き抜け、屋根に巨大な穴を穿うがつ。

　まさに、領域限定の巨大な爆弾。

　丸く開いた天井から月の光が差し込み、体育館の中を銀色の光が照らし出した。

「ユート……」

　リゼル先輩が俺を見つめている。

「先輩、特訓の成果は……どうでしたか？」

　ふっと笑って、先輩は首をわずかに傾ける。

「満点よ」

「ユートぉおおおおおおおっ!!」

　走って来た雅が、そのまま俺に飛びついた。

「うわぁあっ!?」

　魔力を使い果たしてヘロヘロの俺は、そのまま床に押し倒される。

「ユートっ！　ユート！　ユートぉおおおおおお!!」

「お、落ち着けって」

「ユ、ユートが、ガツンって言ってくれて、ふにゃって、きゅーんって、それでドガガババーンって!!」

「……相変わらず、語彙不足が深刻だな」

　でも何となく気持ちは伝わった。

　俺は胸に顔をうずめる雅の背中を撫なで、落ち着かせるようにやさしく叩いた。

「ユートさぁああんっ！」

　れいなも傍らに座ると、俺の手を取り、胸に抱きしめた。

「ありがとうございます！　ございます！　嬉うれしかったです。れいな、一生ユートさんのために尽くします！」

　みんな──、

「ふうん……なるほど。これが新しい『恋人ラバーズ』の魔王候補……しかも人間とはね……」

　腕を組んだ星ガ丘ステラが、にやにやと俺を見つめていた。

「……ステラ。俺、戦いに必死で……爆発には巻き込まれなかったか？」

「え？　ああ、巻き込まれたわよ」

「っ!?　す、すまない！　俺は──」

　言い訳しようとする俺に、ステラはどうでもよさそうに手を振った。

「ああ、いいわよそんなの。ってゆーか、あの程度でこのあたしをどうにか出来るわけないでしょ？　ね、ネイト？」
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　──ネイト？

　さっき声だけ聞こえていた……あの人か。

　月明かりの下に姿を現したネイトは、褐色の肌を持つ、金髪の美人だった。どこかオリエンタルな雰囲気を持っている。

「う、うん……平気。全然」

　さすがは魔王候補の二人、というわけか。

　しかしそうはっきり言われると、それはそれで少し傷付くが……何にせよ、良かった。

「私は……ネイト・カルナック。『戦車チヤリオツト』の魔王候補……よ、よろしく……ね」

　ずいぶんと控えめな戦車だな……。

　俺が見つめると、恥ずかしそうにもじもじしている。

　対照的にステラは俺に対する好奇心を隠そうとせず、近付いて来た。

「あなた面白いわね。今まで存在したことのない魔王候補だわ。ちょっとつき合ってよ」

　瞳には星が輝いている。

　ファー付きの制服と相まって、北の空に輝く星を連想させた。

　だがステラの前に、リゼル先輩が立ちふさがる。

「ダメよ。ユートは疲れている。また今度にして」

「あら、リゼル。独り占めしたいの？」

「──なっ!?」

　リゼル先輩の頰ほおが、さっと朱に染まる。

「ち、違うわ。私はユートの体調管理を──」

　意地の悪そうな笑みを浮かべると、ステラは俺の頰を人差し指でつついた。

「へー、近くで見ると、結構カワイイじゃない♪」

「だ、ダメ！　さわっちゃダメ！」

　リゼル先輩が子供のようだ──なんて本人には絶対に言えない感想を抱きながら、俺の意識は徐々に消えていった。





◇　　　　　◇　　　　　◇






　目が覚めると、バスルームにいた。

「……って、ここどこ？」

「控え室パレスよ」

「え!?」

　リゼル先輩に後ろから抱きかかえられていた。

　バスタブに横になり、先輩に寄り掛かる姿勢だ。なんか超ゴージャスなクッション。というか、この姿勢は先輩に対して失礼なんじゃ。

　体を起こそうとする俺を止めるように、リゼル先輩の腕に力が入る。

「ダメよ。まだ魔力を補給中だから。ゆっくり体と魔力を癒やして」

「すみません……俺、また気を失ったんですね」

「ええ。でも、廃田を倒してから、まだ三十分しか経たっていないわ」

「そうなんですか……ステラとネイトは？」

　薄れゆく意識の中で、なにやら言い争いをしていたような。

「彼女たちのことは、どうでもいいしょう？」

　……あれ、ちょっと不機嫌そうな。

　俺の胸に回された手に力が入り、強く抱きしめられた。

　背中全体で、先輩の体の柔らかさを感じる。特に、おっぱいの弾力が凄すごい。というか、すべすべした肌の感触が……一応、水着を着てるっぽいけど、やけに肌面積が広いような気がする。

「とりあえず、魔王大戦への参戦資格も得たし、これでスタート地点に立てましたね」

「ええ……」

　先輩の声が沈んだ。

「どうかしたんですか？」

「……ごめんなさい」

「？　どうして謝るんですか」

「本当は参戦を辞退するのが、あなたにとって一番安全。それなのに、私たちの都合であなたに危険を強いている。だから……ごめんなさい」

「先輩……」

「今からでも遅くないわ。もしユートが魔王大戦から降りても、私たちは──」

「嫌です」

　きっぱりと、強い意志で俺は言った。

「俺は魔王大戦で勝ちたい。みんなと一緒に。そして手に入れるんです。新しい未来を、可能性を。俺や両親が家畜扱いされたり、みんなが奴隷になる未来しかないなんて、俺は嫌だ。自分たちの未来は、自分たちで手に入れたいんです」

「ユート……」

　俺の後頭部に、先輩の額がこつんと当てられた。

「本当に……いいの？」

「リゼル先輩。さっきの、俺の戦いぶりはどうでしたか？　見込みナシですか？」

「とても……ステキだったわ」

　首筋に熱い息がかかる。

「魔王候補としても、一人の男の子としても……もし私が『恋人ラバーズ』のアルカナに従属する家系でなかったとしても……私は、きっと──」

　先輩の腕が緩んだ。

　俺はバスタブの中で振り向き、先輩と見つめ合う。

　お湯で温まったせいか、他の理由か、先輩の頰は上気し、瞳はうるんでいる。うっとりとした顔は、まるで恋する少女のようだ。

　頰に張り付いた黒髪が、とても色っぽい。清せい楚そさと妖艶さが交じった顔は、俺に魔法をかける。

「先輩……」

「ユート……」

　自然と顔が近付いた。あと少しで唇が触れ合──

「お待たせ──っ!!　ねーユート目さましたー!?」

「遅れて遅れて、スミマセンです!!」

　けたたましく開く扉の音がして、雅とれいなの声が飛びこんでくる。

　思わず俺は扉の方を向きながら、立ち上がった。

「……っ!?!!!!」

「ひぅっ!?!!!?」

　雅は俺を見ると慌てて顔をそらし、れいなは顔を手で覆った。

　むしろ目を背けなければいけないのは、俺の方。

　二人とも、ギリギリもいいところなマイクロビキニ。

　紐ひものようなビキニでは雅の巨大なおっぱいを、どうやっても支えきれない。ぶるんと揺れると、乳首が見えてしまいそうでヒヤヒヤする。そして、下乳どころか上乳、横乳、全方位で頂点以外が全て明らかだ。

　そして下腹部も当然のように申し訳程度の面積で、色々見えそうな上、後ろを向いたら多分お尻は丸見えだろう。

　れいなも同じデザインのサイズ違い。よってこちらも、雅とは別の意味で危険過ぎる。

　微かすかに盛り上がった微おっぱいの頂点だけを隠している。下半身も股間の頂点だけを隠しているようなギリギリライン。

　──ってことは、まさかリゼル先輩も同じ水着を？

　考えるよりも先に、先輩を振り返った。

「──っ!?」

　リゼル先輩は目を大きく見開いて、固まった。

　お湯の中に揺れる先輩おっぱいは、間違いなく同じデザインだ。

　──と、いかん。本能に従って、つい見てしまった。

「すみません。リゼル先輩……つい」

「え……い、いえ……」

　どこか上の空で答えながら、先輩の視線は俺の股間から離れない。

　ん？　雅とれいなといい、何か反応が変な──、

　下を見ると、

　俺だけは、水着を着ていなかった。

　よく考えたら、そりゃそうだ。

　俺、水着なんて学校に置いてないし。風呂は普通ハダカで入るものだし。

　そして、寝起きのせいか知らないが、俺の下半身も本能に忠実な形になっていた。

　だから雅とれいなも!?

　振り向くと、雅は顔を横に向けているが、目だけはこちらをガン見。

「すご……あ、あんなのなんだ……」

　そしてれいなは顔を手で覆ってはいるが、開いた指の間から瞬まばたきもせず俺を見ている。

「ひゃー……」

「うわぁああああああああっ!!」

　今さらながら、俺は股の間を押さえてバスタブに身を沈めた。

　み、見られたっ!?

「わ、悪い！　みんな、へんなもん見せちゃって!!」

　雅は頰を赤くして、太ももをこすり合わせるようにしながらやって来る。

「ちょ、ちょっと……すごいデザインだなって……思っただけで、あははは……」

　れいなも頭から湯気を上げ、おどおどしながらも近付いてくる。

「で、でもでも、その……かっこいい、かなって、思いました……ですです」

　後ろからリゼル先輩が、肩に優しく手をかける。

「ごめんなさい。その……勝手にそんな格好にしちゃって。魔力の消耗が激しすぎて、普通の方法じゃ回復しそうになかったから……」

「い、いえ！　先輩が悪いわけじゃないですから」

「そうそう……だから、ユート。その、もっと見せても、いいからね？」

「れいなも、れいなも……イヤじゃありません……です」

　いそいそと湯船に入ろうとする二人。

「え、みんなで入るの？」

　確かに広いバスタブだから、四人くらい入れそうだけど。

「うん。確か、肌で直接触れる面積を増やして、水を媒介とすることで……えーっと、もうー何でもいいや!!」

　勢いよく雅は湯船に体を沈めた。

「きゃっ」

　そのせいで飛沫しぶきが飛び、リゼル先輩が顔をしかめる。

　俺は──お湯に浮かぶ、小さなビキニのブラに目を奪われた。それは役目から解放され、お湯の上を自由に漂っている。

　となると、守りを失った雅のおっぱいは、ありのままの姿でお湯に浮いていた。

　白くつるっとした肌と魅惑の曲線美。そして薄いピンク色に色づいた乳首。

　そうか、おっぱいってお湯に浮くんだ──なんてことを考えながら、つい見つめていると、雅は慌てて胸を隠した。

「あ、あははは、アタシも……見せちゃった。これで、おあいこ……かな？」

　雅は上目遣いで俺を見つめると、甘えるように微笑ほほえむ。

「せ、せっかくだから……アタシはこの格好で、癒やしてあげるね？」

「え!?　いや、それはやり過ぎじゃ……」

「で、でしたら……れいなも」

　れいなまで、背中に手を回しブラを解こうとする。俺は救いを求めるように、リゼル先輩を振り返る。

「先輩、何とか言ってやって下さい。みんな──」

「だったら、私もせざるを得ないわね……」
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　リゼル先輩までもが、ビキニのブラを外そうとしていた。

　先輩もですかぁあああああああああああああああああああああああっ!!

　そしてこの後、

　未いまだかつて経験したことのない、極上の癒やしが待っていたのだった。







[image: 第五章　はじめてのお買い物]

　今日は日曜日である。

　悪魔のための学園である魔王学園も、人間と同じく今日は休み。よってリゼル先輩にも会えない──と思っていたのだが……。

「れいなから連絡があったわ。もうすぐ到着するそうよ」

　リゼル先輩はスマホをしまうと、コーヒーに口を付けた。

　ここは大通りから一本入った、閑静でお洒落しやれな雰囲気のカフェである。

　近くにショッピングモールがあり、今日の目的はズバリ買い物だ。

　──夏休みには海へ合宿へ行くから、水着を買いに行きましょう。

　というお達しが一昨日あった。

　先輩に誘われたら、一も二もなく承知するのが後輩の嗜たしなみだ。おかげでこうして、目の前で先輩の私服が拝めている。モノトーンを基調とした、シックなコーディネイト。それでいて不思議と華やかさがあるのは、さすがリゼル先輩だ。

　その隣に座っているのは夕ゆう顔がお瀬ぜ雅みやび。

「そっかー。やっぱ、れいなの部屋へ迎えに行けばよかったかなー」

　こちらはダメージジーンズのホットパンツに、胸の谷間とへそ出しの上着。水着を買いに行くのに、既に水着のような格好だ。

　そんな出いで立たちで、雅は昼食前だというのに大きなパフェを迷わず頼み、生クリームとアイスとイチゴのタワーを笑顔で切り崩し中である。

「雅……私が口を出すことでもないけれど、そんなに食べて大丈夫なの？」

「へ？　ああ、だいじょーぶっ！　甘いものは別腹だから、お昼もドカッと食べるよ！」

　リゼル先輩はあからさまに顔をしかめた。

「太るわよ？」

「うーん……確かに、ちょっと気にはなるけど」

「いい？　贅ぜい肉にくというのは信頼を失うのと一緒よ。贅肉を付けるのも、信頼を失うのも簡単。でも、一度ついた贅肉と不信感をそぎ落とすのは、とても大変なの」

　リゼル先輩が妙に熱く語っている。

「あーわかるー」

　雅はスプーンを置くと、自分のおっぱいを下から持ち上げた。

「アタシ、おっぱいとお尻から太るんだけど、ダイエットしても顔から瘦せちゃって、なんかヤなんだよね」

　ガチャン！　と大きな音を立て、リゼル先輩がコーヒーカップを叩たたき付けるように置いた。

「あ、あら……ごめんなさい。つい、強く置いてしまったわ」

　リゼル先輩は動揺を隠すように、髪をかき上げる。

　何だかイラついたオーラをリゼル先輩から感じるのだが、雅は特に何も感じていないのか、再びスプーンを取って、パフェと唇の間を往復させ始めた。

「センパイはどのあたりから太るの？」

　ギリッとリゼル先輩の奥歯が鳴った気がした。

「憎い……この二の腕と、ふくらはぎが憎い……」

　呪いの声が聞こえたような気もしたが、何も聞こえなかったことにした。

「ユート？　言っておくけど、私はダイエットなんてしていませんから。別に体形が気になったりしていないわ」

　……せっかくスルーしたのに。

「そ、そうですよね。先輩は完璧なスタイルだと思います。モデルでもグラビアでも、何でもこなせそうですし」

「まあ……ふふふ♪」

　ご機嫌な笑顔で、コーヒーに唇を付ける。

　こう言っては失礼だが……意外とチョロ──ではなく、素直な人だよな。先輩って。

「でもねーセンパイもポンコツなとこあるよー」

　って雅！　せっかく穏やかな空気にしたのに、何ぶっ込もうとしていやがる!?

「聞き捨てならないわね。私のどこがポンコツ……問題があるというの？」

「だってセンパイ、恐こわいの苦手でしょ？　お化け屋敷とか。前にホラー映画を観みたとき、泣きそうになってたじゃん」

「──っ!!!!!?」

　……噓うそだろ？

　しかしリゼル先輩は顔を引きつらせて、固まった。

　……マジで？

「それに暗いところ苦手だし。この前のお披ひ露ろ目めも泣き出さないか、心配してたんだよ？」

「な、泣くわけないでしょ!?　そ、それに言いがかりよ！　暗いところくらい、平気なんだからっ！」

「だって寝るときも真っ暗にしないで、小さな明かりつけてるって」

「そ、それは……よ、夜に目が覚めて、お手洗いに行くときとか、こ、困るからよ！」

　えーっと……俺の記憶が確かなら、先輩って悪魔だよね？　暗いところとか、ホラーが恐いって、意味分からないんだけど……。

「ユート!!」

「は、はいっ!?」

「この駄肉の言うことなんか信じちゃダメよ！　頭が悪くなるから！」

「なにそれ!?　ヒドくないっ!?　もーこうなったら他のもバラしちゃう!!　聞いてよユート！　センパイってさー」

「いやぁあああああああああああっ!!　ウソよ！　デタラメよ！　フェイクニュースよ!!　絶対に信じちゃダメぇええええっ！」

　俺はどうすればいいんだ!?

　そこへ救いの天使が窓の外を駆け抜けた。

　れいな!!

　可愛かわいらしいワンピースで、斜めに巨大な日本刀を背負って──って、え？

　入り口の扉を開け、れいなが飛びこんで来る。

「遅くなって、ごめんなさいですで──あうっ!?」

　背負った日本刀が入り口に思いっきり引っかかった。れいなの小さな体だけが、前に飛び出そうとして、手足が前に伸びる。そして後ろへ引っ張られるようにして、ひっくり返った。

　俺は席を立つと、れいなの元に駆け寄った。

「れ、れいな？　大丈夫か？」

「は、はい……」

　目を回しながら、れいなは立ち上がった。俺は、れいなの背中にそびえる、異様な存在感を放つ日本刀を見上げる。

「それ、家から背負ってきたのか？」

「ですですっ！」

　とてもいい笑顔といい返事。

「それは……大変だったな」

　というか、よく警官に職質されなかったな。

「いえいえ、大丈夫です……けど、玄関と改札でさっきみたいに引っかかっちゃいました」

　てへへと笑う笑顔は、幼さを残す女の子そのもので、イヤでも庇ひ護ご欲が湧いてくる。まあ、めちゃくちゃ強いんだけど。

　とにかくリゼル先輩たちの席へ案内し、れいなは俺の隣にちょこんと座った。背負っていた物騒なモノは、壁に立てかけてある。シャレオツなカフェに不似合いなこと、この上ない。

「なあ、れいな。何でわざわざ背負って来たんだ？　隠しておけるんだろ？」

　前に教えてもらったことがあるのだが、どうやら悪魔はそれぞれ異空間を持っていて、そこに武器などをしまっておくことが出来るらしい。

　普段はれいなも手ぶらだが、その時はこの長い日本刀をその空間にしまっている、ということになる。

「でもでも、どうしても抜くのが遅くなってしまいます。今日はお出かけですので、慣れた学園とは勝手が違いますから……ユートさんに危険がせまったとき、対応が遅れたら大変なので！」

　気合いが入っているのか、胸の前で二つの拳を握りしめ、ふんすと鼻息も荒い。

「気持ちは買うけれど、少し目立ちすぎよ？」

　リゼル先輩はやんわりとたしなめるが、れいなは納得いかないような表情だ。

「……でも、れいなのせいで何かあったら……」

「ありがとう、れいな」

　俺はれいなの頭を撫なでた。

「ふわわぁ！」

　れいなはバネが弾はじかれるように背筋を伸ばした。頭の横で結んだ髪までが、真上に逆立ったように見えた。

「ふにゃ……きもちい、ですですぅ」

　れいなの銀髪は髪質が柔らかく、撫でてる俺も気持ちいい。

「むむぅ……」

　雅が口をへの字にして唸うなっていた。何か言いたそうにしているが、何だろう？

　リゼル先輩も腕を組み、眉を震わせている。

「そ、そろそろ行きましょうか。それと、れいな。あなたの気持ちは分かったわ。でも、扱いには気を付けなさい？　今度どこかにぶつけたら、大人しく異空間にしまうこと。いいわね？」

「分かりました!!」

　とても良い返事だった。

　そして一分後。店から出るとき、

「あうっ!?」

　店に入ったときと同じように、出入り口に刀を引っかけた。
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　四人で連れだって目的地であるショッピングモールへやって来た。目指すは水着専門店である。

　リゼル先輩は真まっ直すぐ前を向いて、目的地に向かって一直線。れいなは、お店や設備の一つ一つに「わー」と感嘆の声を上げ、小動物のようにきょろきょろと忙せわしない。

　そして雅は、通り過ぎる店にいちいちコメントする。

「あ、このパスタ屋おいしそうー」

「へえーパティシエ自慢のオリジナルスイーツ！」

　ただし食べ物率が高い。まあ、女の子らしいメニューだけど。

「おおーとんかつ屋。いいなあ、とんかつ……」

「え、こんなところにラーメン屋が!?　ねえ、買い物の前に食べていかない？」

　訂正しよう。女の子っぽい店も、ガッツリ系も一緒くた。しまいには、リゼル先輩も足を止めて振り返った。

「あのね雅。よく考えてご覧なさい。これから私たちは何をしに行くの？」

「水着買いに」

「当然、試着をするわよね？　私はユートの意見を訊きこうと思っているのだけど」

「──はっ!!」

　咄とつ嗟さに雅はお腹なかを押さえた。

「そ、そうか……考えつかなかった」

「食べ過ぎてぽっこりしたお腹を晒さらす勇気……私にはないけれど、雅がいいなら先に昼食にしてもいいわ。でも、お腹いっぱいは食べられないでしょうね」

「あ、後にする！　アタシがまんするから！」

　リゼル先輩は満足そうにうなずくと、再び歩き始めた。

　ふと気付くと、他のお客さんが俺たちの方をちらちらと見ている。中には、ガン見している人もいた。

　一体何なんだ？　と思ったが、よく考えてみると、学園でもリゼル先輩たちは注目を集めているではないか。理由は一緒だ。悪魔の貴族ということは知らないにせよ、その美しさに見み蕩とれているのだ。

　リゼル先輩も、雅も、れいなも、普通に町中で見たら誰だって二度見したくなる美少女たちだ。そう気付いてみれば、何の不思議もない。

　ただ、気後れはする。あんな美少女軍団に交じっている男は何者だ、とか思われてるんだろうな……。

　そんな気持ちを振り払い、俺は斜め前を歩くリゼル先輩に話しかけた。

「合宿の予定って、もう立ってるんですか？」

「大体はね。細かい調整はこれからよ。ユートの成長具合によっても、行き先が変わるわ」

「え、そうなんですか？」

「へーじゃあアタシ、ハワイがいいな！　ワイハ!!」

　雅はキラキラした目で、俺に迫る。

「俺に言われても……どういう条件で行き先が決まるのか、全然知らないんだけど」

「は、はわはわ、はわい……れ、れいな……そんなお金ないです、です……」

　れいなは怯おびえたようにガタガタと震えていた。

「大丈夫よ。行き先がどこになろうと、旅費は私が持つから」

　リゼル先輩の言葉に、れいなはほっと溜ため息いきを吐つくが、すぐに困ったように眉を寄せた。

「でもでも、申し訳ないです」

「気にしないで、ユートもね」

「はい……何だかすみません」

　にしても、れいなも貴族のはずだが……経済的に裕福というわけではないのか？　少し気になるが、人の家の経済事情を訊くのも悪い。

「あ、ここね」

　目的の店に到着すると、リゼル先輩の後に付いて中へと入って行く。

「うわ……」

　店の中は、女性用の水着であふれかえっていた。白く清潔感のある内装に、色とりどりの水着が展示されていて、何となくキャンディー屋さんを連想させた。

　しかし女性用水着が並ぶ中を進むのはいたたまれない。

「えっと、じゃあ俺はメンズの方へ……」

　方向を変えようとした俺の腕を、リゼル先輩はすかさずつかんで、腕を組む。俺の腕が、表現のしようもない柔らかさに包まれた。リゼル先輩の私服に包まれた形の良いおっぱいが、俺の腕の形にふにゃっと歪ゆがんでいる。その眺めが妙にいやらしい。

「ダメよ。一緒に来て」

「いや、でも……男が女性の水着売り場にいるのって、何か犯罪を犯しているような気分に……」

「何を言っているの？　王様が家来の衣装を決めるのが、どうして犯罪になるの？」

「まだ王様になってないですけど……って、え？　決める？」

　と驚いていると、今度は反対側の腕を雅が抱え込む。

　リゼル先輩以上のボリューム感。圧倒的な圧力が俺の腕を押さえ付ける。胸の谷間に完全に腕が挟まれていた。

「ゴハンをガマンしてまで来たんだから、絶対にユートに選んでもらうからね！　バシッとキメてよ！」

「いつの間にそんな重要な役目が!?」

　二人の胸の感触を左右の腕に感じながら、俺は強制連行される。そして天国のような、拷問のような、何とも言えないショッピングタイム。

　三つ並んだ試着室の前で待つ俺。

　他のお客さんや店員さんの視線が気になって仕方がない。

「ねー、ユート」

　試着室の一つの扉が開き、雅が手招きをした。

「ん？　どうかし──っ!?」

　手首をつかまれると、あっという間に試着室に引き込まれた。そして扉を閉められる。

「お、おい──」

　何をするんだ、と訊こうとすると、雅は人差し指を唇に当てて、静かにしろという意思を伝えてきた。

　試着室は意外と広く、四畳半近くある。よくあるカーテンで仕切られた簡易なものではなく、ちゃんとした部屋の体裁を整えていた。

「隣にはセンパイもれいなもいるから、しーっ、とね♪」

「何も、こんな強引に──」

　雅の姿を見て、思わず息を吞のんだ。

「へへ……どうかな？　コレ」

　ピンクの派手なビキニ。胸は半分以上露出し、下半身もかなり下腹部が見えている。

「あと決め手はバックなんだよね」

　くるりと後ろを向いて、お尻を見せた。

「うぉぅ!?」

　思わずヘンな声が出るくらい、凄すごい露出度だった。柔らかさと重量感を併せ持つ、量感たっぷりな雅のお尻がほぼ丸見え。

「ブラジリアンビキニっていうんだって。足がぎゅんと長く見えるし、お尻もほら、アタシのつるつるすべすべだから、余計にキレイに見えていいらしいよー」

　そう言いながら、上半身を少し屈かがめ、俺に向かってお尻を突き出してみせた。

　確かに染み一つない美しい肌だ。そして圧倒的なボリューム感……にしても、ちょっと露出し過ぎじゃないか？　もう、ハダカに近いだろ、これ。

　上半身に関して言えば、風呂に入ったときのマイクロビキニよりはまだマシだ。しかし下半身はより過激で危険。

　そもそも、控え室パレスの風呂に入るのとはわけが違う。

「念のため訊くが、これで海水浴場とか……人目のあるところへ行くわけだよな？」

「うん。そうだよ」

「うーん……」

　思わず腕を組んで唸った。

「あれ？　あんまし良くなかった？」

「いや……いいけど、他の大勢の人に見られるのは、ちょっと抵抗あるなって」

「それって……ユート以外の人に見せたくない、ってこと？」

　雅は正面を向くと、一歩俺に近付いた。

「まあ、そうなる……かな。独占欲丸出しみたいで、かっこ悪いけど。何で俺にそんなこと言われなきゃいけないんだ、って感じだよな？　気を悪くしたなら──」

　じりっと雅は俺に近付く。というか、水着に包まれたおっぱいの先が俺の胸に当たった。

「ううん。イヤな気は……しないかな。というか」

　雅の頰ほおが、さっと赤く染まる。

「……う、うれしい、よ？」

　さらに雅は顔を俺に近付けた。おっぱいに突き飛ばされるようにして、後ろへ下がった。背中が壁に当たるが、雅はそれでもおっぱいを押し付けて来る。

「だから、ユートが見たいなら、アタシ何でも着るし……嫌がるなら、他の人には見せたりしないよ」

「み、雅……」

「アタシの水着姿……どう、かな？」

「あ、ああ……いい、と思う」

「やっぱりお尻とか？」

「そ、そうだな」

　雅は嬉うれしそうに笑うと、俺から体を離す。ほっとしたのも束つかの間ま、今度は背中を向けて俺に寄りかかった。そしてお尻を俺の股間に押し付ける。

「ま、待て！　そこは、そこはヤバい！」

「ええ～どうしてぇ？　アタシのお尻気に入ってくれたんでしょ？　ね、ここでコッソリ魔力補給しちゃおーよ♥」

「こんなところで!?」

　慌てる俺を見て、雅はさらにいたずらっぽい笑みを浮かべる。その顔はまさに小悪魔のそれ。実に淫いん靡びな表情だった。

「じゃ……いくよ」

　前まえ屈かがみになり、お尻を突き出す。当たりは柔らかいが、強烈な圧力だった。大きなお尻が円を描くようにして回転する。上から見おろすその腰つきは、とてつもなくいやらしい。

　いやそれより、傍はたから見たらこの絵面はヤバ過ぎる!!　もう、何というか、やってるようにしか見えないし！

「わ、分かったから、雅！　早く離れてくれ！　こんなところを人に見られたら──」

　ガチャリと扉が開いた。

「!?」

　黒いビキニを身に着けたリゼル先輩が、じっとりしたまなざしで睨にらんでいた。

　リゼル先輩の水着姿も、背筋がぞくぞくするほどセクシーだった。真っ白な肌に黒の水着がよく映えて、妙に艶なまめかしく妖しげな艶っぽさが──って！　そんな場合じゃない!!

「りっ!?　リゼル先輩っ……こ、これはっ!?」

「まったく……油断も隙もないわね」

　いかにも不機嫌そうなオーラを振りまきながら、試着室に入ってくる。さすがの雅も俺から離れ、あははと誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべている。

「雅、ところかまわず発情するのはやめなさい」

　は、発情!?　何か凄い言葉が飛び出したな……。

「私たち『恋人ラバーズ』のカードには、『愛魔献上ヒーリング・ラバーズ』という行為がついて回るわ。でもそれはあくまで信頼関係に基づいた儀式。もう少し理性と品位というものを持ってもらわないと、いらぬ誤解を受けてしまうわ」

　雅は少しムッとした顔をすると、俺の腕に抱きついた。

「別にそういうつもりじゃないし。アタシは自分の気持ちに素直になってるだけだし。センパイはこーゆーこと本当はしたくないんでしょ？　だったらしなければいいじゃん。でも、アタシはしたいんだから」

「な……」

　リゼル先輩は口を開けたまま、驚きの表情で固まった。しかしすぐに俺に近付くと、雅とは反対側の腕に抱きついた。

「いつ私がしたくないだなんて言ったの？　私がどれだけ我慢してるか、雅に分かる？」

「そんなの知るわけないし！」

「あ、あの、二人とも……落ち着いて──」

　しかし二人は俺の言うことになど耳を貸さない。俺自身も、両側から抱きしめられ、異常に気持ちの良い体で挟まれているので、いまいち頭が働かない。

「私はユートが魔王大戦に勝つことを最優先に考えているの。そのために耐えているし、色々なことを我慢しているのよ！　なのに、どうして雅は自分勝手なの!?」

「そんなのアタシだって考えてるし！　でも自分の気持ちに噓うそを吐つくのも無理だから！」

「ユートと私たちの未来のため、世界のためなのよ!?　少しは忍耐というものを覚えたらどうなの!?」

「センパイはエッチに興味がないんだから、別にいいじゃん!!」

　リゼル先輩はぎゅっと唇を嚙かんだ。そして、我慢していたものを破裂させるように叫んだ。

「エッチなんて！　……したいに決まってるじゃない!!」

　はっとして、リゼル先輩が固まった。

　思わず口走ってしまった自分の言葉に、先輩自身が驚いているようだった。ゆっくりと視線を下げ、恥ずかしそうにうつむいた。長い黒髪から覗のぞく耳が真っ赤だ。

　照れ隠しか、落ち着かないのか、指先をしきりに動かしているが、結果的に俺の腕をもみもみ揉もんでいるのでくすぐったい。

　雅も驚きの顔で、うつむいたリゼル先輩のつむじのあたりを見つめている。

　試着室に充満したこの空気、どうしたものか。

「え、えっと……」

　打開策が見いだせず、冷や汗が滲にじんだとき扉が勢いよく開いた。

「け、ケンカはケンカは、だめだめですっ！」

　真っ白な競泳水着を着たれいなが、飛び込んで来た。

「み、みんな、みんな、なかよくっ!!」

　目に涙を浮かべ、ぷるぷる震えながら訴えている。

「あ……」

「……」

　先輩と雅は気まずそうに視線をそらすと、俺から離れた。

「じゃ、じゃあさ……せめて、アタシとセンパイのどっちの水着がいいか、決めてよ」

　そう来るか!?　くそ、雅の奴やつめ。無む茶ちや振りしやがって。

　俺はわずかな逡しゆん巡じゆんの後、真まっ直すぐ前に歩き、れいなの細い手首をつかみ、ボクシングの勝者のように腕を上げさせた。

「れいなの勝ち」

「へ？」

　れいなはきょとんとした顔を、かくっと傾けた。

「ま……しょうがないっか」

「やむを得ないわね……」

　渋い顔をする二人を前に、チャンプはおろおろと挙動不審。

「れ、れいなの水着、そんなにいいですか？」

　分かっていなかった。

　が、しかし。薄い競泳水着はれいなの幼い体のディテールを、これでもかと浮かび上がらせているのも事実で……はっきり言うと透けているので、それは実に背徳的な妖艶さを漂わせていた。

　端的に言うなら、犯罪の香りだった。

　わずかに盛り上がった胸のさきっぽの形とか、へその窪くぼみとか、その下の……とか。

　後でサポーターというものの存在を教えてやらなければ、と俺は心に誓った。
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　せっかくなのでそれから少し他の買い物をした。と言っても、ほとんど見て回るだけのウインドウショッピング。荷物持ちでもしようかと思ったが、特に役に立つチャンスは訪れなかった──でも楽しかった。

　日が傾きかけた頃に解散となった。俺は「送って行くわ」という、リゼル先輩のありがたい申し出に甘え、車で送ってもらうことになった。

「あら？」

　リゼル先輩はスマホの液晶を見つめると、申し訳なさそうな顔で俺を見た。

「ごめんなさい。少し電話をしてくるから、待っていてくれるかしら？」

　もちろん良いに決まってます──そう答えると、俺は近くの本屋を覗いて時間を潰すことにした。

「お……」

　店頭に見覚えのある顔が並んでいる。

　──星ほしガ丘おか、ステラ。

　新しい写真集が発売されたらしく、大々的に宣伝がなされている。

　以前は人気のあるアイドルとして、それなりに気にはなっていたし、もちろん可愛かわいいとは思っていた。しかし、実は悪魔だと知った今では、受ける印象がまるで違う。

　ふとその一冊に手を伸ばそうとしたとき──、

「君、ちょっといい？」

「え？」

　振り向くと、あからさまに怪しい人がそこにいた。

　帽子を被かぶり、目にはサングラス、口にはマスク。一歩間違えれば変質者だ。

「私よ」

　マスクをずらし、サングラスを下げたその顔は、

「ほっ!?　星ガ丘ステラ!?」

「シッ！　声が大きい！」

　俺は慌てて周りを見回すが、幸い誰にも聞かれていないようだった。写真集を見ようとしたら、まさか本人が登場するとは思わなかった。俺は口元に手を当てて、囁ささやくようにして訊きいた。

「写真集から飛び出して来たのかと思いましたよ……大スターがこんなところで何してんですか」

　ステラはにんまり微笑ほほえんだ。

「いいわね、大スターって響き。もっと言っていいわよ？」

　思わず苦笑いを浮かべると、ステラはサングラスとマスクを元通りにして、俺の手首をつかんだ。

「ちょっと、こっちへ来て」

「は？　いや、俺はいま……」

「そこの角よ。人のいないところで話がしたいだけ」

　強引に連れて行かれると、そこはバックヤードへの入り口で、確かに人目に付かない場所だった。帽子を脱ぐと、さらりと長い髪の毛が流れ出る。サングラスとマスクを外せば、国民的大スターの星ガ丘ステラのお出ましだ。

「どうしてこんなところに……オフですか？」

「あなたに会いに来たのよ」

「俺に？」

「ええ。同じ魔王候補としてね」

　緑色の瞳が光る。

　もしかして、ステラは俺を……？

「──ああ、別にあなたを殺すつもりはないわ。ちょっと訊きたいことがあるだけ」

　その言葉をそのまま信じて良いものか分からないが、今の俺には選択肢がない。

「俺がステラに教えられるようなことなんて、何もないと思うけどな」

「そう言わないで。売れっ子アイドルとお喋しやべりを楽しむと思えば、お得じゃない？」

「売れっ子アイドルとしての星ガ丘ステラとならな。でも、魔王候補として……だろ？」

　ステラは、ふふんと見下すような笑みを浮かべた。そして俺を値踏みするような目で見つめる。

「お披ひ露ろ目めでは、ほとんどの魔王候補が欠席だった。あなたが人間だって事前情報は回っていたから、見に行く価値もないってね。でもね、あたしはあなたに興味がある」

「それは光栄だけど……なぜ？」

「姫ひめ神かみリゼルが見込んだ男だからよ」

　──リゼル先輩が……か。

「ステラは、リゼル先輩を高く評価してる……ってわけだ」

「それはそうでしょ。あなたは知らないかもしれないけど、リゼルの実力は相当なものよ？　彼女自身が魔王候補に選ばれるんじゃないかって噂うわさだったし、あたしもそう思ってた」

「そう、だったのか……」

　もちろん俺だって先輩は凄すごい人だと思っている。しかし他の魔王候補から見ても、やはり評価が高いというのは初めて知る事実だった。

「それがまさかの人間。で、他の候補に乗り換えるかと思いきや、その人間のカードになっちゃうんだもん。もーびっくりよ」

「乗り換え……？」

「ええ、そりゃリゼルの家は代々『恋人ラバーズ』のアルカナに仕えてきたけど、別に乗り換えたっていいんだしね」

　──え？

「そ、そうなのか？」

　ステラは怪け訝げんな顔で俺を見上げた。

「あなたには悪いけど、正直他の候補に乗り換えた方が、爵位を剝はく奪だつされるリスクは減ると思うんだけどね」

　……何だよそれ。

　みんな、助かる確率の高い方法があるんじゃないか。

　それなのに、

　そんなこと一言も言わないで、

　俺を信じて──、

　目頭がじわりと熱くなった。

「ん？　なに？　泣いてるの？」

　俺は慌てて目を閉じて、顔を伏せる。

「い、いや別に。ちょっと目にゴミが入ったみたいで」

　俺は慌てて目をこすった。

　くそ、気付かれたら恥ずかしいな──と思ったが、幸いステラはあまり気にしない様子で話を続けてくれた。

「ねえ、そもそもあなたは、どうやってアルカナを手に入れたの？」

「俺にもよく分からないが、朝起きたら枕元にあった」

　そう答えると、ステラは突然吹き出した。

「あははは、なによそれ!?　サンタさんがプレゼントしてくれたとでもいうの？」

　笑い声を上げるステラだが、目が笑っていないのが恐こわい。

「ほ、本当のことなんだ。正直なところ、何で枕元にあったのか、俺が知りたい」

「……ま、いいわ。でも人間にしては、魔法を覚えるのも早いし、魔力も強いわね」

「それは『恋人ラバーズ』のアルカナとリゼル先輩たちのおかげかな……俺は普通の人間だし」

　ステラは俺に顔を近付けて、匂いを嗅ぐように鼻を鳴らした。

「確かに人の匂いしかしないわね……」

　匂いで分かるのか？　つか、近くで見ると本当にキレイだな……。

　じっくり鑑賞する間を与えず、ステラは体を離した。

「リゼルのおかげって言ってたけど、魔法はリゼルに教えてもらってるの？」

「ああ、特訓してもらってる……けど、魔法自体はアルカナに教えてもらってるかな」

　ステラはぎょっとしたように、美しい瞳を見開いた。

「……どういうこと？」

「どうって……そのままの意味だよ。アルカナが喋しやべって教えてくれる」

「しゃべ……？」

　大きく見開かれていたステラの目が、鋭く細められた。

「それも信じろっていうの？」

　……そういえば。

　リゼル先輩が前に言ってたっけ。魔王候補でも、アルカナの声は聞こえないって。あれは本当だったのか。

「……なあ、俺からも訊きたいことがあるんだが。いいか？」

「恋人ならいないわよ」

「そういうことじゃなくて……ステラは悪魔の貴族なんだろ？　しかも魔王候補。それなのに、なぜ人間のフリをしてアイドルをしているんだ？」

　ふっと鼻先で笑うと、ステラはその場でくるりとターンをした。たったそれだけで、思わず心が引き込まれそうだった。

「あたしは歌や踊り、お芝居で人々の感情を動かすことでエネルギーを吸い上げている。より大勢の人間からね」

「そうか……それで」

　にこっと笑うと、ステラはポーズをキメた。

「あたしは空前絶後のスターでありたいの。全ての生き物が、あたしの魅力の前にひざまずく。全ての悪魔と人間の心を虜とりこにする、それって全ての支配者と同じだと思わない？」

「なるほど……それは魔王に近そうだ」

「でしょ？　だからあたしは──」

「おい！　見ろよ、星ガ丘ステラだぞ!!」

　通路の先で、数人の客がこちらを指さしていた。

「本当だ！」

「やべえ！　早く撮れよ！　つかサインもらいに行こうぜ!!」

　ちっと舌打ちすると、ステラはバックヤードの扉に飛びこんだ。

「あっ！　逃げた！」

「追っかけようぜ!!」

　五、六人の男たちが後を追ってバックヤードへ飛びこんでゆく。また、騒ぎを聞きつけた他の客たちが騒ぎ出し、辺りは騒然となった。

　これが星ガ丘ステラの影響力か。

　ライブや芝居を通して、ファンの心からエネルギーを得ている。そんな魔王候補もいるのか、と目から鱗うろこが落ちる思いだ。

　他の魔王候補は、どんな性格や特徴を持っているのだろうか？

　そういえば、お披露目の時に会ったネイト・カルナックという金髪褐色肌の少女……ずいぶん恥ずかしがり屋で控えめそうに見えたな。あまり魔王候補っぽく感じられないところが、ちょっと面白い。

　しかし、それは一面に過ぎない。一皮剝むけば、みんな怪物。次期魔王を目指す、最強の悪魔たちだ。

　俺はそんな連中に勝たなければならない。自信なんて全くない。でも、俺を信じて、敢あえて茨いばらの道を選んでいるリゼル先輩たちのために……俺は、やらなきゃいけないんだ。

　そんなことを考えながら、俺はリゼル先輩を待った。

　──しかし、

　その後、いくら待ってもリゼル先輩は戻って来なかった。
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「……ここは」

　姫ひめ神かみリゼルが目を覚ますと、そこは見たこともない屋敷の中だった。

　自分が横たわっているのは、赤いベルベットのソファ。頭上には大きなシャンデリア。暗い部屋にかすかなろうそくの明かりが揺れている。クラシカルな内装は、フランス貴族でも住んでいそうな雰囲気だ。

「目が覚めたか」

　薄暗い部屋に浮かび上がる、灰色の髪に白い制服。寝不足のように沈んだ目の周り。そして世界の全てを見下したような微笑ほほえみ。

「アスピーテ……あなたの仕業なの？」

　リゼルは上体を起こそうとしたが、まだ頭が朦もう朧ろうとしている。手を頭にやると、じゃらりと鎖が音を立てた。手首に金属製の手て枷かせがはめられ、鎖でつながれている。

「……ずいぶんと趣味の悪いアクセサリーね。これがライン家のしきたりなのかしら？」

「凶暴な野犬は鎖でつないで調教する。当然の手段だ」

「こんな仕打ちも、あなたの家に訪問することにも、同意した覚えはないのだけど」

「気にすべきは俺の意思だけだ。他人の意思など、どうでもいい」

「相変わらず傲慢ね」

「だが、許される」

　アスピーテはリゼルが座っているソファの肘掛けに足をかけた。

「お前は俺のものだ。俺のカードになれ」

「お披露目で見たでしょ？　私はもう『恋人ラバーズ』のカード。ユートのものなの」

　リゼルは挑戦的な瞳でアスピーテを見上げ──すかさず片手を前に伸ばす。

「はっ!!」

　攻撃魔法が展開するはずだったが、何も起きない。

「……これは」

　ぞくっと、全身に震えが走った。

　アスピーテは、勝ち誇った微笑みでリゼルを見下す。

「『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』──これが俺の、『世界ワールド』の固有魔法だ」

　アスピーテを中心にして、直径五メートルほどの球体が現れた。それは球体に見えるが、幾何学的な図形や魔術文字で出来た球体──立体魔法陣だった。

　リゼルは自分の周囲に展開した立体魔法陣を見回した。

「そう……この中では私の魔法も使えない、ということね」

「誰の魔法であろうとな。これが俺の、俺が支配する世界、俺が絶対的な存在である世界だ」

　ふっと、リゼルは鼻で笑った。

「随分と小さい世界ね。自分一人で引き籠もるには丁度良いサイズだけど」

　アスピーテの目が怒りに歪ゆがんだ。

　肘掛けにかけていた足に力を入れ、思いっきり蹴飛ばした。

「あっ!?」

　ソファが倒れ、リゼルが床に倒れる。そしてアスピーテはリゼルに向かって手の平を向ける。リゼルの魔法は起動しなかったのに、なぜか今度は魔法陣が展開した。

「きゃぁあああああああああああああああああああああっ!!」

　リゼルの全身を、アスピーテの雷撃の魔法が襲う。

　凄すさまじい衝撃と痛みが、リゼルの体を痙けい攣れんさせる。そして数秒の後、雷撃が止やむとリゼルは動かなくなった。

　服は焼け焦げたように破れ、煙を上げている。

「あ……う……あぁ」

　喋しやべることすら出来ないリゼルを見下し、アスピーテは嗜し虐ぎやく的に微笑んだ。
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「『世界ワールド』のアルカナは最強だ。俺は既に魔王であり、お前はお前の意思とは関係なく、俺のモノ。『恋人ラバーズ』など相手にもならん」

　アスピーテはつま先でリゼルの体を軽く蹴る。すると、リゼルの体は体重がなくなったかのように、浮かび上がった。

「う……た、確かに……あなたの力はすごい……けど、私は……決して、あなたのものには、ならないわ」

「そうか。だが『恋人ラバーズ』の魔王候補がいなくなれば、お前は俺に従わざるを得ない。もし貴様が俺に屈するのであれば……土下座をして、俺のカードにして欲しいと懇願するのであれば、俺が魔王になった暁には、姫神家の存続は約束してやろう」

　立体魔法陣が消えた瞬間、リゼルの体が床に落ちた。その体を、アスピーテは容赦なく踏みつける。

「がっ!?　ぐぅ……うっ!!」

「お前のためにパーティを企画してやろう。あの人間を『世界ワールド』の全員でもてなしてやる。奴やつがみっともなく命乞いをする姿を拝ませてやる」

「!?　や、や……め」

「誰が次期魔王なのか。誰のカードになるべきか、よく考えろ」

　アスピーテはリゼルに背を向け、部屋を出てゆく。その後ろ姿がかすみ、リゼルは意識を失った。
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「リゼル先輩は一体どこへ……」

　いつまで経たっても戻って来ないリゼル先輩に異変を感じた俺は、雅みやびとれいなを呼び戻し、ショッピングモールと辺り一帯を探した。姫神家でも配下の悪魔を使って捜索を開始したが、リゼル先輩の手がかりは何一つ見つからなかった。

　明け方近くに控え室パレスで仮眠を取った俺たちは、一いち縷るの望みをかけて月曜日の朝を迎えた。

「やっぱり……来てないね。リゼル先輩」

　雅が元気のない声でつぶやく。

　俺たちはリゼル先輩のクラスの前で待ち構えていたが、無情にも廊下から人気がなくなり、授業開始のチャイムが鳴った。

　もう探す当てがない。

「これから……どうしよっか？」

　雅とれいなが、すがるような目で俺を見上げた。

　だが、俺も同じ問いを自問している。そして答えはない。

「せ、先輩、先輩のことが……し、心配です……です」

　瞳に涙を浮かべるれいなを慰めるように、小さな頭に手を置いて優しく撫なでる。

「大丈夫さ。リゼル先輩のことだ。きっと、ひょっこり戻ってくるよ」

「──そうはいかねーと思うぜ」

　誰もいない廊下を、一人の男子生徒が歩いてくる。

「ゲルト……」

　まだ包帯や絆ばん創そう膏こうの取れていないゲルトが、俺たちの前にやって来た。

「このままじゃ、姫神リゼルは戻ってこねえ」

　思わず俺はゲルトの胸ぐらをつかみ、壁に叩たたき付けた。

「どういうことだ!?」

　ゲルトは苦しげな表情を浮かべ、かすれた声で答えた。

「ア、アスピーテだ……姫神リゼルを、攫さらった」

「……っ!?」

　俺はゲルトを放した。

「アスピーテ……あいつが」

　ゲルトは咳せき込む首を手でさする。

「げほっ……ったく……いいか、よく聞け。アスピーテは姫神リゼルを自分のカードに加えるつもりだ。お前を殺してな」

「狙いは俺、ってわけか……」

「ああ。今お前たちを罠わなにかける準備をしている」

　──なに？

　訝いぶかしそうな顔をする俺たちにかまわず、ゲルトは話を続けた。

「明日、招待状が届くはずだ。学園の競技場へお前らを呼び出し、姫神リゼルの目の前でお前を殺すって趣向だ。そして姫神リゼルの心を折り、屈服させる」

「……そんなことをバラしていいのか？」

　ゲルトは自嘲的な笑みを浮かべた。

「バラしついでにな、これがアスピーテの隠れ家の場所だ」

　そう言って内ポケットからメモを取り出し、俺に差し出した。

「姫神リゼルは、ここに監禁されている」

「……いいのか？　ゲルト。こんなことをしたら、お前──」

「しゃーねーだろ。だってよ……その」

　言いづらそうに、少し照れたような顔で横を向いた。

「ダチ……なんだろ？　俺たちはよ」

「ゲルト……お前」

　雅が驚きの声を上げた。

「デ、デレた!?」

　れいなも目をキラキラさせて俺とゲルトを交互に見つめる。

「すごいです、すごいです！　これが男の友情ってものですか!?」

　ゲルトは顔を真っ赤にして怒鳴った。

「う、うるせえぞ！　ああ、もう！　さっさと受け取りやがれ！」

　俺に押し付けるようにメモを突き出す。俺はそのメモを受け取り、

「恩に着るぜ。ゲルト」

「そんなことより、忍び込む方法を考えるんだな。手薄になるのは夜中から明け方にかけてだ。気いつけろよ」

　意外と細やかな気遣いをしてくれるのが、何となく可笑おかしかった。

「ニヤけてる場合かよ。いいか？　アスピーテはバケモンだぞ」

「……化物か」

「ああ。魔力もハンパねえし、魔術式の精度もムチャクチャ高え。それだけでもバケモンなのに、あの固有魔法……『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』はヤベえ」

　──『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』？

「それは、一体どんな魔法なんだ？」

「一種の結界魔法……らしい」

「……はっきりしないな。結界というと、廃はい田だの『禁止結界キープアウト』みたいなもんか？」

「あんなもんじゃねえ！　と言っても、俺もアスピーテが何をしているのか、よく分からねえ……ただ、その結界の中ではアスピーテは無敵だ。ありゃ魔王、或あるいは神だ」

　魔王にして、神だって？

「……俺が出来るのはここまでだ。まあ、健闘を祈ってるぜ。でなきゃ……お前の次に殺されるのは俺だろうからな」

　そう言い残し去ってゆくゲルトの背中に、

「ああ。リゼル先輩は必ず助ける。そして、お前も殺させやしない」

　そう言葉を投げかけると、ゲルトは背中を向けたまま、親指を立てた拳を上げた。
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　日付が変わり、いよいよ俺たちは救出へ向かうことにした。

　アスピーテの屋敷は、学園から三キロほど離れた場所にあった。近くまでは夕ゆう顔がお瀬ぜ家の車で送ってもらい、今は歩いて目的地へ向かっている。

「もうそろそろだな……」

　ゲルトのメモに、屋敷の簡単な間取りと、普段使われていない部屋の場所が書いてあった。おかげで、恐らく潜入自体は問題がない。

「戦わずにリゼル先輩を救出するのがベストだが」

「ですです。でもアスピーテに見つかったら……」

「うーん、そうなったらサッと逃げるか、ゴリゴリ押し切るかじゃない？」

「ああ……しかし」

　ゲルトにああ言ったものの、相手は貴族。それも優勝候補とすら言われている『世界ワールド』のアルカナを持つ男。

　人間で、しかも駆け出しのこの俺が敵かなう相手じゃない。

　この三人で、果たして勝てるのだろうか……？

　そんな不安に押し潰されそうになりながら、明かりの少ない道を進んでゆく。やがて、アスピーテの屋敷の壁が見えてきた。

　その前で、腕を組んで立っている人影があった。

　──まさか、待ち伏せ!?

　その影がゆっくり俺たちの方へ歩いてくる。街灯の下にやって来た姿は、

「お揃そろいで夜の散歩かしら？」

　──星ほしガ丘おかステラ!?

「ステラこそ……どうしてこんなところに？」

　すると『星スター』の魔王候補ステラは、見透かしたように微笑ほほえむ。

「アスピーテからリゼルを取り戻しに行くんでしょ？」

「っ!?　どうしてそれを!?」

　やれやれとでも言いたげに、ステラは肩をすくめた。

「舐なめてもらっちゃ困るわ。あたしだって魔王候補なのよ。そのくらいの情報は入ってくる。で、勝算はあるの？」

　答えに詰まった俺に、ステラは眉を寄せる。

「『世界ワールド』のアルカナは強いわよ。次期魔王の最有力候補とも呼ばれてるんだから」

　そんなに……なのか。

　俺の背中に、じっとりと冷や汗が浮かんだ。

「もう一度訊きくわ。勝算はあるの？」

　正直なところ、そんなものはない。だが──、

「行かなきゃならないんだ」

　俺の答えに、ステラはふふんと笑みを漏らした。

「なるほどねー、悲壮な決意ってわけだ」

　踊るような足取りで俺の横にやって来ると、親しげに肩に手をかける。

「アスピーテなんだけど……」

　緑に輝く瞳が、妖しげに光った。

「──あたしが、ぶっ殺してあげましょうか？」

「えっ!?」

　アスピーテを？　ステラが？

　つまり、俺たちに協力してくれるってことだ。

　雅とれいなを見ると、二人とも百万の味方を得たように、嬉うれしそうな顔をしている。

「そ、それって、ホントに!?」

「ですです!?」

　もう一度俺は、自信満々なステラの微笑みを見つめた。

　俺にはよく分からないが、ステラにはアスピーテに勝つ手段があるのだ。俺は以前、リゼル先輩がステラのことを「怪物」と呼んでいたことを思い出した。

　俺の声も自然と弾んでしまう。

「ありがとう！　助かったよ。ステラが力を貸してくれるなら、きっと助けられる」

　ステラはにっこり笑って、人差し指を立てた。

「但し、一つ条件があるの」

「何だ？　俺に出来ることなら──」

「リゼルは、あたしがもらうわ」

「──っ!?」

　リゼル先輩を……って、え？

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　どういうことなんだ、それ！」

「だからアスピーテを倒してあげる代わりに、リゼルはあたしのカードになってもらう、ということよ」

「そんなの！　俺はリゼル先輩を助けたいからで……っ!!」

「だから助けてあげる」

「いや、そういうことじゃなくて──」

「アスピーテの性格は知っているでしょ？　自分に逆らう者は許さない。それにだいぶリゼルに夢中だったからね。きっとリゼルも調教され、性奴隷のような扱いを受ける。それでもいいの？」

「……っ!?」

「あたしならリゼルを大切に扱う。それは約束するわ」

　──どうすればいいんだ？

　確かにステラに頼むのが、リゼル先輩をアスピーテから救い出すには最善だ。

　でも、そうしたら……俺はリゼル先輩を失う。

　だがそこに固執して、リゼル先輩を救えなかったら……それどころか、雅とれいなまでアスピーテの手に落ちたら……!!

「ふふっ、分かったようね。それじゃ、握手で契約成立としましょうか」

　ステラは営業用スマイルを浮かべ、右手を差し出す。

「握手会のおまけ付きなんて、お得じゃない？」

　そうだ。何よりもリゼル先輩の身の安全が第一。

　俺は右手を前に出し──、

「……いや」

　空をつかむように、拳を握りしめる。

「申し出はありがたいけど……自分で何とかするよ」

「へーえ……」

　白けたように半眼に目を閉じるステラを、俺は真まっ直すぐに見つめ返した。

「リゼル先輩は言ってくれたんだ。俺は魔王になれるって。そして自分の全てを、俺に賭けてくれた。ただの人間だったこの俺を、悪魔の貴族であり、自ら魔王候補にだってなれるようなリゼル先輩がだぞ？　そんな先輩の救出を人に頼んで、代価として先輩自身を渡すなんて……そんなのリゼル先輩に対する裏切りだ！　俺には出来ない!!」

　溜ため息いきを吐つくと、ステラは腰に手を当てた。

「お手並み拝見するわ」

　俺はステラに背を向けると、雅とれいなに手を差し出した。

「すまないな。勝手に決めて」

「ううん。バシッと良かったよ！」

「ですです！　ステラさんにお願いしてたら、リゼル先輩は怒ったと思います」

　俺は二人に笑顔で応えた。そして二人は俺の手を握り──、

　俺は計画通り、魔法陣を足下に展開させた。

『空間転移トランザート』が起動し、次の瞬間──俺たちはアスピーテの屋敷の中へ転移した。
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　転移した先は空き部屋らしく、人気もなければ家具もない、がらんとした部屋だった。広さは十畳ほど。

「く……」

　三人一緒に転移するのはさすがにキツい。思わずふらつき、俺はその場で膝をついた。

「だ、大丈夫ですか、ユートさん。どこか痛みますか？　お水飲みます？」

　れいなは慌てた様子で、俺の体をさすったり、熱がないか額に手を当てたりしてくれる。相変わらずの過保護ぶりが、良い意味で緊張感を和らげてくれた。

「魔力を使い果たしただけだよ。申し訳ないけど、回復をお願い出来るか？」

「も、もちろんもちろん、です」

　とはいえ、れいなは中学生で幼児体型。無理なことを言ってしまったのでは？　と、少し心配になった。

　れいなは正座をすると、俺の頭を引き寄せた。

「横に横に、なって下さいです」

「こっ……これは」

　ひざまくら!?

　そういう手もあるのか！

　れいなの足は細い。だが、子供ならではの柔らかさと頼りなさが、何とも言えない安らぎをもたらし、優しい魔力が俺の中に満ちてくる。

　しかも小さな手が俺の頭をそっと撫なでてくれる。その手の平から、俺に対する気遣いと親愛が伝わってくる。

　いかん……安らかすぎて、こんな状況なのに寝てしまいそうだ。

「もう、ユートったらだらーっとしたカオしちゃって」

　雅が俺の横に膝をつき、俺の手を自分のおっぱいへ導いた。素肌がむき出しになった胸の谷間に俺の手が挟まれる。つるつるの素肌は俺の手に張り付くようで、異様に気持ちが良い。

「お、おい。雅……」

「んっ♡　二人同時攻撃の方が、一気に回復するっしょ？」

「おい、今攻撃とか言わなかったか？」

「へへ、時間がないから……ぎゃるっと加速するよ」

　両手でおっぱいを左右から寄せる。そして俺の手が柔らかく圧迫される。ふわりとしているのに高圧力。何と表現して良いか分からないが、とにかく凄すごい。

　膝と胸に癒やされながら、俺はあっという間に魔力を回復した。
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　屋敷の中は暗く、人気がない。

　もう全員寝静まっているのだろうか？

　俺は足を忍ばせ、一番大きな広間へと向かった。ゲルトによれば、リゼル先輩はここに囚とらわれている。

　音を立てないように扉を開けて、中を覗のぞき込む。

「──っ!!」

　広間の奥に、両手を高く掲げたリゼル先輩がいた。天井から伸びる鎖で両腕を拘束されている。着ている服は、昨日の買い物のときと同じだが、ボロボロに破けて下着が覗いていた。

　──くそっ！

　アスピーテへの怒りをこらえながら、俺は広間へ入った。雅とれいなも、周囲に気を配りながら付いて来る。

　広間の真ん中まで来たとき、リゼル先輩が顔を上げる。虚うつろな瞳に一瞬で生気が戻った。

「ユート？」

　俺は我慢出来ず、走り出した。

「リゼル先輩！」

「来ちゃダメっ!!」

　切迫した叫びに足が止まる。

　俺の鼻先を何かが通り過ぎ、床に深い溝が刻まれた。

「!?」

　目に見えないギロチンが、上から降ってきたかのようだ。危うく、真っ二つにされるところだった。

「残念だったな。楽に死ねたものを」

　天井に穴が開き、そこから灰色の髪をした男がゆっくりと降りてくる。

「アスピーテ！」

「誰が俺の名を呼ぶことを許した？」

　唐突に重力が戻ったかのように、アスピーテは勢いよく床に着地した。

「逃げて！　ユート!!」

　リゼル先輩に俺は笑顔で応える。

「心配しないで下さい！　一緒に帰りましょう」

　俺は一人じゃない。俺の右では雅が拳を構え、左には異空間にしまってある日本刀を抜くれいながいる。

「ふん。人間風情には過ぎたカードだな」

　アスピーテが指を鳴らすと、扉を開けて十人ほどの男女が入って来た。全員魔王学園の制服を着ている。

「こいつら、アスピーテのカードか……数が多いが、頼めるか？」

　俺の問いに、雅が明るい声で応える。

「あれくらい、超よゆーだよ。アタシらにどーんと任せて！」

「でもでも、ユートさんこそ一人で大丈夫ですか？」

　心配そうなれいなに、俺は力強く答える。

「ああ。リゼル先輩は、俺が必ず助け出す！」

　俺の返事と同時に、雅とれいなはアスピーテのカードたちへと向かって駆ける。

　油断をしたのか、『世界ワールド』のカードの一人が雅のパンチをもろに喰くらい、上体がのけぞった。がら空きになった胴を、れいなの剣が斬り払う。

「ぐあぁ……っ!!」

　制服が破け、白目を剝むいて昏こん倒とうした。制服に防御魔法が折り込まれているので、真っ二つにこそならなかったが、骨くらいは折れたかも知れない。

「あんたたちの相手はアタシたちだよ！」

「か、刀の刀の錆さびにしてやるです！」

　雅とれいなが窓から飛び出し、庭へと降りる。するとすぐに、アスピーテのカードたちも後を追った。広間には、俺と先輩、そしてアスピーテだけが残った。

「この俺に一人で挑むとは……貴様は人間の中でも特別に愚かなようだな」

　呆あきれたようにつぶやくと、アスピーテは俺の方へ歩いて来る。

　強力な攻撃魔法で、一気に勝負に出るか？

　アスピーテはまるで無防備に見える。しかし──、

『警告、危険が近付いています。注意して下さい』

　アルカナの声が俺の耳に響く。

　危険だと？　しかしアスピーテはまだ何も攻撃の準備をしていない。

　あいつの存在自体が、危険だということか？

　……しかし、警戒しているだけじゃ勝てない。実力的には奴やつの方が上なんだ。とにかく、こちらから何か仕掛けて、突破口を開かないと。

　俺は右手を前に出し、魔法陣を展開した。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　地獄の如ごとき炎がアスピーテを襲う。しかし──、

「なにっ!?」

　確かに『獄魔炎フアイザード』はアスピーテを飲み込んだ。しかしアスピーテを中心とした半径三メートルに炎が届かない。まるで炎の中に球体が浮かんでいるようだ。

「そうか……あれが『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』」

　アスピーテがキルガを粛清するときに、一瞬だけ見えた──あれだ。

「ほう。無知な人間でも、その程度の知識はあるか」

　アスピーテの瞳が輝くと、俺に見せつけるように固有魔法が姿を現した。

　それは魔術式で作られた球体。

　廃田の『禁止結界キープアウト』に似ているが、あれとは比べものにならないほど高度で大掛かりだ。

　──しかし、『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』がどんな能力なのかが分からない。

　俺の攻撃を防いだところを見ると、『魔障壁バリカーデ』のようなものなのか？

「教えてくれ『恋人ラバーズ』。あの結界は体当たりしても弾はじかれるのか？」

『推測、物理的な接触には無効と思われます』

　──よし。ならば！

　俺は『魔導力マキシマイズ』『装甲鬼アルマード』『駿足鬼ストライド』を並列起動し、一気にアスピーテに仕掛けた。蹴った床が爆発したように弾け、次の瞬間にはアスピーテの目の前に飛びこんでいた。

　やはり物理的な攻撃は防げないのか！　ならば！

「うおおおおおおおおおおおおっ!!」

　俺は超人的なレベルにまで格上げされたパンチを放った。

「──がっ!?」

　腕がへし折れるような衝撃が走る。

　そして俺の体は真まっ直すぐに弾き返され、入り口の扉に叩たたき付けられた。

「ユート!!」

　リゼル先輩の叫び声に、辛うじて意識をつなぎ止める。

　──何だ、今のは。

　まるで殴った威力が、そのまま跳ね返ってきたみたいだ。

「どうした？　勝手に殴りかかってきて、勝手に弾き飛ばされるとは。貴様は一体、何がしたいんだ？」

　見下すような笑みを浮かべ、アスピーテが歩いてくる。

　俺は立ち上がると、アルカナに話しかけた。

「おい！　あれは物理攻撃には無効じゃなかったのか!?」

『解析……物理的な攻撃を無効にするものではありません』

　どういうことだ？

「おい人間。あれだけの啖たん呵かを切っておいて、この程度で敗北を認めるのか？」

「そんなわけねえだろ。いくぜ！」

　物理攻撃がダメなら魔法攻撃。外から撃って効かないのであれば、あの結界の中へ飛びこんで、至近距離から放つ。本来、魔法は距離を取った方が有利だが、逆手にとって意表を突く！

　俺は警戒心を抱きながらも、『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の内側へ飛びこむ。やはり、特に障壁としての機能はない。

「『轟爆砕デトネーシヨン』っ!!」

　アスピーテの体に密着した位置で起こる大爆発──のはずが、

「……な」

「どうした？　人間」

　何も起きなかった。

　そんなバカな。魔力はまだ十分にある。体の中にはっきり魔術回路が刻まれるほど、反復練習をした。それなのに、なぜ!?

「離れろ。無礼だぞ」

　アスピーテは軽く足を上げ、俺の腹を押した。

「ぐはっ!?」

　凄すさまじい加速度が体にかかる。

　激しい衝撃を背中に感じ、気が遠くなった。いつの間にか、アスピーテが遠くにいる。

　違う。

　俺が蹴っ飛ばされたんだ。体が壁にめり込んでいる。

「く……くそ……」

　今のは、何だったんだ？　『魔導力マキシマイズ』と『装甲鬼アルマード』？　いや、感じた魔術式は、一つだけ。もし『魔導力マキシマイズ』だけなら、アスピーテの膝も壊れていていいはず。

　しかし奴は涼しい顔で立っている。

「そら、次は先程のお返しだ。いつまでもそんなところにいると、焼け死ぬぞ？」

　アスピーテの前に、『獄魔炎フアイザード』の魔法陣が展開する。

「早く逃げて！　ユート!!」

　リゼル先輩の声に気が焦る。壁から抜け出そうとするが、体が痺しびれてうまく動かない。

『危険指数７。至急、防御または回避を推奨』

　畜生っ!!

　俺は自分の背中に魔法陣を展開。そして、

「『爆裂デトネイト』!!」

　壁が爆砕し、俺の体は後ろに倒れる。その鼻先数センチを、アスピーテの『獄魔炎フアイザード』が走り抜けた。

「うおわっ!?」

　壁の破片にまみれながら、廊下に転がる。だがノンビリなどしていられない。すぐに飛び起きると、俺は廊下を走る。

「ハハハハハハ！　もう逃げ出すのか！　見ろリゼル！　あれがお前が仰ごうとした魔王候補の姿だ！」

　畜生！　言いたいこといいやがって！

　思わず足を止めると、すかさずアルカナの声が響く。

『注意喚起、危険が近付いています。警戒を怠らないでください』

「分かってるよ!!」

　廊下に現れたアスピーテが再び魔法陣を展開している。

「確か次は『轟爆砕デトネーシヨン』だったな」

　廊下の向こうから、視界を埋め尽くす炎と衝撃波が生き物のように迫ってくる。

　さすが『世界ワールド』の魔王候補。俺の『轟爆砕デトネーシヨン』とは格が違う。

　俺は逃げ場を探し、咄とつ嗟さに横にある階段を上った。

「うわあああっ!?」

　吹き上げる衝撃波に、体が持ち上がる。階段の踊り場に叩き付けられ、思わず咳せき込んだ。それでも何とか這はうようにして二階へ上がった。

　一旦、どこかに隠れよう！

　俺は廊下を走り、適当な扉を開けて中に転がり込む。

　物置のような狭い部屋だ。

　遠くでアスピーテの声がする。

「どこに隠れた？」

「くそっ……マジで化物だな。勝てる見込みあるのか？」

『解析、現在の条件での勝利確率は０・０──』

「いいっ、聞きたくねえっ！」

　声をひそめて言うと、俺は身を固くした。

「ふむ……探すのも面倒だな」

　そう声が聞こえた次の瞬間、激しい破壊音が轟とどろき、屋根が剝はがされた。

「……な」

　屋根がめくれあがり、空高く舞い上がった。

「そこにいたか」

　夜空に、うっすら光る球体に包まれたアスピーテが浮いていた。まさに王が奴隷を睥へい睨げいするように、俺を見下していた。

「浮遊の魔法……」

『助言、あれは浮遊魔法ではありません』

　なに？　でも浮いてるじゃないか。

　さっきからどうもおかしい。アルカナも間違えることがあるのか？　だが、今はそれよりも、このピンチをどう乗り切るかだ。

「降伏しろ、人間。今なら、命だけは助けてやってもいい」

　アスピーテはゆっくりと床に降りると、崩れ落ちた柱の上に腰を下ろした。

「次期魔王の前にひざまずけ」

「がっ!?」

　体が急に重くなる。膝をつき、前に倒れた。

　な……何なんだ？　こいつの能力は。

　これも『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の力なのか？

『獄魔炎フアイザード』を消し、物理攻撃を跳ね返し、『轟爆砕デトネーシヨン』を無効にした。

　そして恐ろしい破壊力の物理攻撃を放っても壊れない体。

　屋根を空へ吹き飛ばし、自分も宙に浮いているのに、浮遊の魔法ではない。

　──？

　こいつ……もしかすると──、

　俺は渾こん身しんの力を込めて、立ち上がる。

「ぐっ……分かってきたぜ。お前の『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の力が……」

「人間如きが不遜なことを……このままひねり潰すぞ」

「やってみろよ」

　アスピーテの眉が上がる。

「何だと？」

「出来ないはずだ。もしそれだけの圧力をかけたら、お前自身が潰されるからな」

「貴様……」

「わざわざ座ったのも、増やした重力に耐えるためだ」

「俺の『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』が重力操作の能力だとでも言うか？　人間」

「──違う」

　俺はアスピーテに真実を突き付ける。

「お前の『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』は、世界のルール、原理原則を書き換える能力だ」

　アスピーテの表情に驚きが走る。それを見て、俺は確信した。

「一つの魔法がそれほど多くの能力を兼ね備えているとは考えづらい。となれば、お前が見せた力を実現可能な条件はそれしかない。炎が消滅する世界、打撃が相手に跳ね返る世界、爆発が起こらない世界、重力のない世界──」

「……貴様」

　アスピーテの目に怒りの色が満ちてゆく。だが俺は構わずに続ける。

「確かにお前はこの世界では無敵だ。魔王でもあり神でもある。但し……」

　俺は自分とアスピーテを取り囲む、立体魔法陣を見回した。

「この小さい世界の中でだけ、だがな」

「貴様ァアアアああアアアアああああああああアアアアあっ!!」

　突如、体にかかる重力が増えた。木のへし折れる音と共に、床が抜けた。

「うおっ!?」

　折れた木材と一緒になって、一階へ落ちる。まるで煙幕のように、煙が舞い上がった。

「ゆ……ユート!?　大丈夫なの!?」

　リゼル先輩の声がする──ということは、大広間へ落ちたのか。

「だ、大丈夫です！」

　くそ、アスピーテの野郎、無む茶ちやしやがって。自分だって巻き込まれるだろうに。

　俺は立ち上がると、アスピーテの姿を探した。

「!?」

「ユ、ユート……」

　いつの間にか、リゼル先輩の隣にアスピーテが立っていた。リゼル先輩の首を絞めるように、片手で首をつかんでいた。

「『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の力が分かったから、どうだと言うのだ！　貴様に勝ち目がないことに、変わりはない！」

　俺は思わず言葉に詰まる。

　それは事実だ。『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の力は一定の範囲にしか及ばない。しかし、その中では奴やつは無敵だ。あの小さい世界の中で、アスピーテは文字通り魔王であり、神なのだ。

　アスピーテはリゼル先輩をつかむ指先に力を込めた。

「リゼル！　貴様もだ！　素直に俺のカードになれ！　そうすればあの人間は殺さずにおいてやる！」

　しかしリゼル先輩は、哀れみの瞳でアスピーテを見つめただけだ。

「この……俺を、そんな目で見るなぁああああっ！」

　アスピーテの腕に魔術式が浮かび上がり、リゼル先輩の体に電流が走る。

「きゃぁあああああああああっ!!」

　先輩の体が、がくがくと痙けい攣れんを繰り返す。

「リゼル！　なぜお前は俺の言うことをきかない！　俺は今まで全てを手に入れてきた!!　なのになぜお前は俺のものにならない!?」

「やめろ!!　アスピーテっ!!」

　俺はリゼル先輩に向かって走った。しかし迎え撃つように、アスピーテは俺に向かって魔法陣を広げる。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　咄嗟に『魔障壁バリカーデ』を展開して炎を防ぐ。しかしそれでも、俺の体は吹き飛ばされた。

「くっ……くそっ!!」

　アスピーテの周りに、再び立体魔法陣──『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』が出現する。

『警告、危険指数９。至急、撤退を推奨』

　危険指数が上がっている。

　だが、ここで負けるわけにはいかないんだ!!

「獄魔……う!?」

　突如目まいがして、体が傾いた。

『警告、魔力残量５％。速やかな撤退を推奨』

　まさか……こんなところで、魔力切れだと!?

『現在の条件における勝利確率……０％』

　くそっ！　もう、俺にアスピーテを倒す方法はないのか!?

「く……アスピーテ！　魔王大戦で俺を倒すのなら、構わない！　だが、リゼル先輩を誘拐して、無理矢理むりやり従わせるようなことはやめろ!!」

「俺に命令する気か、人間!!　ライン家の次期当主として、俺は全てを手に入れてきた！　俺は世界一だ！　全てにおいて！　強い者が弱い者を搾取するのは当然だ！」

「違う！　弱い者にも命はある！　意思はある！　力がある者が弱者の全てを踏みにじっていいはずがない！」

　アスピーテのこめかみに血管が浮かび上がった。

「おのれ……たかが人間っ、しかも最弱の『恋人ラバーズ』如ごときが！　貴様など俺の踏み台にしかならん!!　俺は世界の支配者！　世界の全ては俺のために存在すべきなのだ！　それが俺の使命！　ライン家の次期当主であり、次期魔王を約束された者の矜きよう持じだ!!」

「……それがお前の世界か」

「俺の、ではない！　全ての者にとっての世界だ!!」

「人はそれぞれ別の世界を持っている！　お前の世界を受け入れる奴もいるだろう。だが、全ての者がそうだとは限らない!!」

「踏み台如きに説教される覚えはない！」

　アスピーテは乱暴にリゼル先輩の腕をつかんだ。

「くぅぁああああああっ!!」

　先輩は冷や汗を流し、体をのけぞらせた。

「リゼル！　俺のモノになると言え!!」

「よせ！　アスピーテ!!」

「今、貴様の痛覚は通常の数十倍だ。腕を折っても正気でいられるか、試してみるか？」

　リゼル先輩の唇から、絶叫がほとばしる。

「いやぁああああああああああああっ!!」

　リゼル先輩!!

「やめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　俺の中で何かが弾はじけた。

　相手が優勝候補の『世界ワールド』で俺が最弱の『恋人ラバーズ』でも、

　相手が悪魔の貴族で、俺がただの人間だろうと、

　そんなものは関係ない。

　アスピーテ、

　俺は、

　お前を！

　ぶっ飛ばさずにはいられねえ!!

　俺の中にあった残りわずかな魔力を燃やす。

　俺がどうなろうと構わない。

　たとえここで死んだとしても、リゼル先輩だけは守ってみせる!!

　──胸の『恋人ラバーズ』のアルカナが輝きだした。

　俺の中で魔力が膨れあがってゆく。

　全身に魔力が満ちて、循環する。

　魔術機構が活性化し、頭の処理能力が飛躍的に跳ね上がる。

　──何だ、これは？

　変だ。

　残った魔力は『獄魔炎フアイザード』すら撃てないほど、わずかだったはず。

　たった一滴の魔力が数百倍、数千倍に増殖したような、この感覚は!?

　アスピーテも、驚きよう愕がくのまなざしで俺を見つめている。

「な……何だ、その力は……それが、最弱のアルカナの、力……だと？」

「ふ……ふふふ」

　ぐったりと顔を伏せたリゼル先輩が、笑みを漏らす。そんな先輩に、アスピーテは目を剝むいた。

「何が可笑おかしい!?」

　リゼル先輩はボロボロになった姿で、艶然と微笑ほほえむ。

「あれが『恋人ラバーズ』の真の力──『無限寵愛インフイニツト・ラバーズ』」

「なん……だと？」

「自分のためではなく、他人のために戦うときに生まれる固有魔法。大切な人を守ろうとする気持ちが、そのまま強さになる……私たち悪魔には使うことの出来ない、無限の力」

「な……」

「だから、『恋人ラバーズ』の魔王候補は、人間でなければならない」

　アスピーテは驚愕の目でリゼル先輩を見つめる。その額から、汗が噴き出した。

「まさか……まさか、きさまっ！　わざと俺に──!?」

　リゼル先輩の青い瞳が、冷たく光る。

「あなた如き、私のご主人さまの踏み台がいいところよ」

　アスピーテは鬼のような顔を俺に向けた。

「こ、この……下郎どもが！　俺の『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』を破る術式は存在しない！　どんな魔法も無力だ！　貴様が死ぬことに変わりはないんだ!!」

『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』に囲まれたアスピーテがやって来る。

　あれは世界そのもの。

　原理原則を書き換えられた世界だ。

　あの中ではアスピーテは無敵。そして外から攻撃しても意味はない。

　あれを破壊するということは、いわば世界を破壊するのと同じ。

　奴の言うとおり、そんな方法はない──普通ならば。

　──だが、俺は知っている。

　世界を破壊する術式を。

　かつて見た魔術式を構築。

　そして、不完全だった部分を修正。

　使ったことはないし、恐らく今まで使った者もいないだろう。完全なぶっつけ本番。

　だが、必ず成功させてみせる！

「いくぞ!!」

　俺の左腕に魔術式が走る。拳の先に、魔法陣が何重にも浮かび上がった。

　怪け訝げんな表情でアスピーテが睨にらむ。

「……何だ、それは」

「お前の独りよがりな世界に、風穴を開ける槍やりだ」

　魔法陣が立体となり、複雑な機構を作り上げた。あとはここに注つぎ込む魔力！

「俺の魔力を全投入だ！　それで、どれくらいぶっ壊せる!?」

『推測、体積にして二メートル四方。達成率はおよそ10％』

　上等だ！

「いくぞアスピーテぇえええええええええええええ!!」

　普通に走る。

　魔力も処理能力も、左手の魔法一つで精一杯。他には何の魔法も使えない。

　しかし！

　アスピーテは待ち構えるように、両腕を広げた。

「俺の世界に飛びこんで来い！　入った瞬間、貴様は死ぬ！　どんな死に方かはお楽しみにだがなあぁあああああああああっ!!」

　俺は左手を前に出し『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』へ飛びこんだ。

「フハハハハハハハ！　バカが──」

『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の術式がはじけ飛ぶ。

　図形が、文字列が崩れて、飛び散る。

「な──」
















　左手で『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』を掘削する。

　俺の左手に展開した、世界崩壊の魔法が破壊する。

　これは未解決魔術式の一つ。

　いつか授業で見た、世界を破壊するための魔術式──『世界崩落ワールド・フオール』。

　とはいえ、世界全てを破壊するなんて、夢のまた夢だ。

　莫ばく大だいに膨れあがった俺の魔力でも、壊せるのは二メートル四方。

　だが、

　今はこれで十分だ。

　この『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』という世界に穴を穿うがつには！

　左手がアスピーテの世界を崩壊させる。

　破壊出来るのはほんのわずか、

　しかし、アスピーテまで届けばいい!!

　そして──、

「アスピーテ！　お前がどれだけ強力な魔法を持とうが、莫大な魔力を誇ろうが、それがお前の限界だ！　お前は王になる資格はない!!」

　俺は振りかぶった右腕を──、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　渾こん身しんの力を込めて、アスピーテの顔面に叩たたき込んだ。

「ぐご!?……っ」

　衝撃がアスピーテの頭を揺らし、意識を刈り取る。

　白目を剝いたアスピーテと一緒に、俺も倒れる。

　その瞬間、

　アスピーテの意識と共に、『世界改訂ワールド・リヴイジヨン』の立体魔法陣も消えた。

「ユート!!」

　リゼル先輩が囚とらわれていた鎖を外し、俺のもとへ駆け寄った。

「リゼル先輩……すみません。助けに来るのが遅くなって……」

　先輩は俺の体を抱き起こし、大きく柔らかい胸に抱きしめる。俺を覗のぞき込む瞳に、涙が光っていた。

「ううん……私こそ、ごめんなさい。こんな危険な……つらい目に遭わせて」

　崩れかけた大広間の壁に穴が開き、二人の人影が飛び込んで来た。

「おおーい！　こっちはサクッとやったんで、助太刀に来たよ!!」

「ですです!!　って……あれ？」

　今や廃はい墟きよ同然の大広間に、雅とれいなは驚きを隠せない。さらに、倒れているアスピーテを見て飛び上がった。

「おぉーっ！　すっごいよ、ユート!!　マジでアスピーテ倒しちゃったんだ！」

「ですです！　で、でも、大丈夫ですか!?　お怪我けがは？　どこか痛いところはありませんですか!?」

　大丈夫だと言いたいが、意識が朦もう朧ろうとしてきた。なので俺は、どうしても気になることを、リゼル先輩に訊きいた。

「……先輩、今回の評価は、何点ですか？」

　きょとんとした顔で、先輩は首を傾かしげた。

「……点数はあげられないわね」

　げっ!?　やっぱ、先輩をあんな目に遭わせる前に助けられなかったから？

　薄れゆく意識の中で、まるで花が咲いたように美しく、可愛かわいらしい笑顔が近付いてきた。

「最高すぎて、点なんて付けられないわ」

　リゼル先輩の、甘い唇が触れた。







[image: エピローグ]

　アスピーテの屋敷にほど近いマンションの屋上で、二人の魔王候補が一部始終を見つめていた。

「あははははは！　なにあれ!?　まさかのパンチ!?　ただ殴っただけじゃない！　あれで魔王候補の勝負が付いちゃうわけ!?　信じらんないっ!!　あはははははははは」

　星ほしガ丘おかステラはすっかりご機嫌で、笑いが止まらないようだ。

　もう一人の少女、ネイト・カルナックは胸を押さえて、ほっと溜ため息いきを吐ついた。

「よかった……リゼル」

「なによ、そんなに気になるんだったら、助けてあげれば良かったじゃない？」

「ううん……あたしは、戦いは……ちょっと」

『戦車チヤリオツト』という押しの強そうなアルカナのくせに、ネイトは弱気で引っ込み思案だった。

　やれやれ、と言いたげにネイトを一いち瞥べつすると、ステラは廃墟と化した屋敷に視線を戻す。

「にしても、なかなか面白いわね……『恋人ラバーズ』の魔王候補」

　すっと目を細めるステラに、ネイトは心配そうな声で話しかける。

「ステラも……何かするつもりなの？」

「さあ？　でも、あたしがちょっかい出さなくても、他の連中が放っておかないんじゃない？」

　ネイトはさらに不安そうな顔をした。

「……そう、かな」

「そうよ。だって、『世界ワールド』の魔王候補アスピーテを倒したのよ？　それも『恋人ラバーズ』の魔王候補が。しかも人間が！」

「うん……だよね」

「盛もり岡おかユート、か……」

　リゼルに抱きしめられるユートを見つめ、

「あと何日──生きられるかしらね？」

　どこか楽しげにステラはつぶやいた。





◇　　　　　◇　　　　　◇






　目が覚めると、黒とピンクと白、三匹のバニーガールが立っていた。

「本当にこんな格好をするの？」

「もーセンパイ往生際が悪いなー。さっき決めたじゃん」

「でもでも、れいなはおっぱいのところ、がばがばで……見えちゃうです」

　……ここは天国か？

　エナメル素材のバニースーツに網タイツ。お尻がこちらに向くと、白く丸い尻尾がフリフリしてる。

　三匹のうち、黒髪の黒バニーは完璧なボディスタイルを誇る。悪魔だけど女神のような美しさ。

　ピンクバニーは金髪むちむちで、大きなお尻とおっぱいを、バニースーツが持て余している感が凄すごい。まさにドスケベボディ。

　白バニーはまさに無む垢くなるつるべたボディ。逆に犯罪の香りしかしない。今にもスーツが、すとっと脱げ落ちてしまうのではないかと心配になる。

　と、ガン見してたら雅みやびに気付かれた。

「あ、シャキッとした？　ユート」

「ここは……あれ？　俺の部屋？」

「お、おはようございます、ですです」

　どうやらここは天国ではなく、自宅のようだ。死んではいないらしい。

「俺は、どうして……」

　リゼル先輩はベッドの横に腰掛け、いたわるように俺の頰ほおを撫なでた。

「アスピーテの屋敷から、あなたを運んできたの。よほど疲れていたのね。一日半も寝続けていたわ」

　時計を見ると、真っ昼間だった。

「すみません。手間をかけさせちゃって……でも、何でバニーガール？」

「それは……」

　リゼル先輩が頰を染めて、うつむいた。

　れいなも、恥ずかしそうに体をよじる。その拍子にバニースーツの胸部がぺろりとめくれ、色素の薄い乳首が見えてしまったような──でも、涙目になって慌てて直しているので、見えなかったことにしよう。

　一方雅は、誇らしげにセクシーポーズを取って、俺にウインク。

「寝ている間に癒やしてあげてたんだけど、全然起きないからさー。目が覚めたときのサプライズ？　ってゆーか、頑張ったご褒美かな！」

　体を起こした俺の隣に、当然のように体を寄せる雅。バニースーツから覗く胸の谷間が深すぎて、見ていると遭難しそうだ。

　慌てて目をそらすと、

「照れなくてもいーよ。ユートだったら、いくら見てもいいんだし……」

　雅は大きなおっぱいを俺の腕に押し付けた。形が歪ゆがんで、おっぱいがスーツからこぼれ落ちそうになる。再び目を奪われてしまった。

「見るだけじゃなくて……いいよ？　ユートになら、何をされても」

「はわわわわわっ!?」

　雅の大胆発言に、れいなは真っ赤になった頰を冷ますように、両手で押さえた。当然、スーツの胸部分がぺろん。

　リゼル先輩はといえば、頰を染めて、口をへの字にしている。ぐぬぬぬ……という声が聞こえてきそうな感じ。

「雅、ユートも気が付いたことだし、もう帰って休みなさい。あとは私がするから」

　あからさまな対抗意識を燃やし、リゼル先輩は俺の腕を胸に抱きしめる。

「センパイこそ休んだら？　もう歳としだし」

「一つしか違わないでしょ!!　それに、誕生日もまだ来てないんだから十六よ！」

　リゼル先輩にしては凄くテンションが高いのでびっくりした。ゼロから急にレッドゾーンへ飛びこんだような。

「えーでも、ほら、寝不足だと太るっていうし」

「ふ、太ってない！　太ってないわ!!　言いがかりよ！　冤えん罪ざいだわ！　ちゃんと栄養士も付けてカロリーコントロールもしてるんだから！」

　してるんだ……ダイエット。

　やはりリゼル先輩に、体重の話は地雷らしい。容赦なく踏みに行く雅も凄いが、明らかにわざとだよな。

「あ、あのあのっ！　れいなが一番寝ちゃってたので、れいなが見てますから！　先輩方はお休みになってください、ですです！」

　汗を飛ばしながら、必死にこの場を収めようとするれいな。ただし、平らなおっぱい丸出しで。その背徳的ないやらしさに、リゼル先輩と雅の顔が険しくなる。

「れいな……恐ろしい子」

「うわ、捨て身でポイント稼ぎに行くなんて！　アタシだってぎゃるっと稼ぐよ！」

　そう言って、あろうことかただでさえヤバい胸元を広げようとする。

「へ？……はわぁぁぁわあわわわわ」

　今さら気付いたれいなが、慌てて胸をたくし上げる。

　そのとき、更なるカオスが足音を立てて二階へ上がってきた。

「ゆーくん！　目が覚めたのね!!」

「ユート！　大丈夫かぁあ……あああぁっ!?」

　母さんと父さんが部屋に飛び込んできた。そして、息子の部屋に突然開店したバニーガール・バーに絶句。すかさず母さんが、父さんを部屋から叩たたき出す。

　相変わらず何気にひどいな、母さん。

「なにコレ？　何の騒ぎなの!?」

「あ、あの……これは、その」

　さすがのリゼル先輩もしどろもどろ。

「分かった！　パーティなのね！　若いからハメを外してるのね！　だったらお母さんも着た方が良いのかしら？　着た方が良いわよね？　だってお母さん、まだ若いし!!」

　いや、あんたアラフォーだろ。見た目はともかく。

　俺の部屋は混乱の度を増し、そして笑いに包まれた。

　今回は、母さんと父さんにも迷惑をかけた。二人とも無事だったが、それでも、もう二度と巻き込みたくない。

　それにリゼル先輩や、雅、れいなも、出来るだけ危険な目に遭わせたくない。

　しかし、これからもっと、恐ろしい魔王候補が現れるだろう。

　それでも俺はみんなを守り、『恋人ラバーズ』のアルカナと共に魔王大戦を勝ち抜き、次期魔王を目指す。

　三匹と一匹のバニーガールにもみくちゃにされながら、俺はそう決意した。

















あとがき






　久く慈じマサムネです。本作を手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　やっと出すことが出来ました『魔王学園の反逆者』!!

　サブタイトルは「人類初の魔王候補、眷けん属ぞく少女と王座を目指して成り上がる」！

　魔装学園に続く、魔◯学園シリーズ。一文字違いですね（笑）。

　ジャンルは学園＋悪魔＋美少女＋魔術＋バトル＋ファンタジー＋Ｈ!!　とエンターテインメントに突っ走った作品となっています。どんな内容かというと──、

　魔族──いわゆる悪魔に支配された世界。そんな世界で、なぜか次期魔王候補に選ばれた、ただの人間──盛もり岡おか雄ゆう斗と。しかし転校した魔族の学園で、人間という理由で差別を受ける。

　そんなユートに対し、眷属にして欲しいと頼んでくる悪魔の少女たち。少女たちには、ユートに魔王になって欲しいと願う理由があった。

　眷属少女の力を借り、悪魔たちの学園『魔王学園』で自分よりはるかに強い魔王候補たちを倒し、成り上がってゆく──!!

　──という内容です！

　読みやすく、展開が速いので、きっと一気読みしてしまうのでは!?

　そしてもう一つの魅力は、何と言ってもイラストですね!!　ｋａｋａｏさんのエロ可愛かわいく、美麗なイラストは素晴らしいです！　キレイなだけでなく、どこかクールさとカッコ良さがあるんですよね。それが『魔王学園の反逆者』にぴったりだと思っています！

　キャラクターデザインのセンスもバッチリで、カッコ良さと妖しさの漂う世界観をよく表して頂いています。ぜひ買って、リゼルたちを家に連れて帰って下さいね。

　そして！　もう一つ重大なお知らせが……っ!!

　実はこの『魔王学園の反逆者』コミカライズ企画が進行中です!!

　噓うそのような本当の話。原作小説が出る前にコミカライズが決まっているのは、ＷＥＢ小説じゃなくて書き下ろし小説ではウルトラレアかも？

　掲載は、ドラドラしゃーぷ＃（Comic Walker＆ニコニコ漫画）!!

　コミカライズというよりは、新連載のオリジナルマンガというつもりで始めたいな、と考えています！　ビジュアル的に映える内容だと思うので（イロイロな意味で）小説版より面白くなったらどうしよう……!?　マンガ版もぜひ読んで下さいね!!

　さて、本作の完成までには色々と紆う余よ曲きよく折せつあり、『魔装学園Ｈ×Ｈ』の一巻目を彷ほう彿ふつとさせる出来事もありましたが、何とか乗り越えました。

　さらに執筆中に法事が立て続けに重なり、岩手県に隔週で行くことになるという……おかげで葬式の合間に控え室でプロットを書くという荒技をこなす始末。

　そんな感じで盛岡周辺を放浪しながら作業を進めていたせいで、主要キャラのネーミングが岩手県の地名になってしまいました。いや、決して時間がなくて適当に付けたわけじゃないですよ？　本当デスよ？

　魔王学園では重要な要素として「魔王のアルカナ」、すなわちタロットカードが登場します。小学生、中学生の頃に憧れて、占ってみようとしたけど、カードをどう読み取っていいか分からず挫折したという、懐かしくも痛い思い出が蘇よみがえりました。

　資料として、久々にタロットカードを買いに行ったのですが、色々なデザインのカードがあって驚きました。和風のものだったり、セクシーなものだったりと実に豊富。油断するとコレクションしてしまいそうです。魔王学園が売れたら買おう。

　今回、（一応は）危機を乗り越えたユートですが、こんなのは序の口。次からが本番！　他の魔王候補──正真正銘の化物共、最強の悪魔たちが次々と登場！　どんな連中なのか？　どんな能力を持っているのか？　お楽しみに！

　そして魔王候補だけでなく、カードの争奪戦も本格化!?　この魔王大戦はいかに優秀なカードを揃そろえるかが肝。しかし、強力なカードも食い合わせが悪くては、力が発揮出来ない。どんなカードが現れるかも楽しみにしていて下さい。

　魔力の供給もどんなプレイ……いや、内容になるか……一部の読者の方は気になっているかも知れませんね。そういえば、ユートはまだリゼル先輩のおっぱいに自分から触れたことはないんですよね。次巻ではちゃんと揉もむことが出来るのか!?

　そんな感じで、ご意見、ご要望もお待ちしております！　感想もネットやＳＮＳにアップしてもらえると嬉うれしいです。

　ツイッターアカウント@Kuji_Masamune（https://twitter.com/Kuji_Masamune）でも情報を発信してゆくので、よろしく！

　それでは謝辞を。素晴らしいキャラデザとイラストをありがとうございます！　ｋａｋａｏさん!!　お疲れ様です編集のＩさん。ドラゴンエイジ編集部のＴさん。その他出版に関わって頂いた多くの方々。そしてこの本を買って下さった、読者のみなさん。本当にありがとうございました。

　それでは第二巻でも、最強を蹴散らせ!!


久慈マサムネ　





















魔ま王おう学がく園えんの反はん逆ぎやく者しや




～人じん類るい初はつの魔ま王おう候こう補ほ、眷けん属ぞく少しよう女じよと王おう座ざを目め指ざして成なり上あがる～
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